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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線ネットワークにおいて通信するように構成されるユーザー端末(ＵＥ)の使用方法で
あって、
　前記ＵＥに対する物理ダウンリンク共有チャンネル(ＰＤＳＣＨ)をスケジューリングす
るダウンリンク制御情報(ＤＣＩ)を受信するステップと、
　前記ＰＤＳＣＨの復調のために提供されるＵＥ-特定復調基準信号(ＵＥ-ＲＳ)を受信す
るステップと、を有し、　前記ＵＥ-ＲＳは、初期値を用いて初期化された疑似ランダム
シーケンスを用いて生成され、
　前記ＤＣＩは、スクランブリング識別子と仮想セルＩＤを指示するように構成される１
ビットスクランブリング識別子(ＳＣＩＤ)情報フィールドを含み、
　前記初期値は、前記スクランブリング識別子に基づいて決定される
ことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記１ビットＳＣＩＤ情報フィールドは、前記スクランブリング識別子と前記仮想セル
ＩＤを含む値の２個の候補対のうち一つの対を指示するように構成されることを特徴とす
る請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＤＣＩの前記ＳＣＩＤ情報フィールドは、標準規格３ＧＰＰＬＴＥ　ＤＣＩフォー
マット２Ｂ又はＤＣＩフォーマット２ＣのＳＣＩＤフィールドを代替することを特徴とす



(2) JP 6105582 B2 2017.3.29

10

20

30

40

る請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記値の２個の候補対は、２個の無線リソース制御(ＲＲＣ)-構成値であるＲＲＣ_ＳＣ
ＩＤ０及びＲＲＣ_ＳＣＩＤ１に関連され、ＲＲＣ_ＳＣＩＤ０とＲＲＣ_ＳＣＩＤ１の各
々は
【数１】

　に対する値の対を含み、
　ここで、ｎSCID はスクランブリング識別子であり、
【数２】

　は仮想セルＩＤであることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項５】
【数３】

　に対する前記値の２個の候補対は
【数４】

　と
【数５】

　を含み、
【数６】

　と

【数７】

　はＲＲＣ-構成であり、
　ここで、ｎSCIDはスクランブリング識別子であり、
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　は仮想セルＩＤであることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　複数の物理アップリンクチャンネル(ＰＵＣＣＨ)のうち選択されたＰＵＣＣＨでハイブ
リッド自動再送要求認知信号(ＨＡＲＱ-ＡＣＫ)を送信するステップをさらに有し、
　前記複数のＰＵＣＣＨは、複数のゾーンに分割され、
　前記ゾーンのうち第１のゾーンは、第１のＵＥ-特定アップリンク基準信号(ＵＬ　ＲＳ
)ベースシーケンスに関連され、前記ゾーンのうち第２のゾーンは第２のＵＥ-特定ＵＬ　
ＲＳベースシーケンスに関連されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１のＰＵＣＣＨゾーンは前記ＳＣＩＤ情報フィールドの第１の値により指示され
、前記第２のＰＵＣＣＨゾーンは前記ＳＣＩＤ情報フィールドの第２の値により指示され
ることを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＤＣＩは、物理ダウンリンク制御チャンネル(ＰＤＣＣＨ)又は向上した物理ダウン
リンク制御チャンネル(ｅＰＤＣＣＨ)で送信され、
　前記ＨＡＲＱ-ＡＣＫに対する前記ＰＵＣＣＨのインデックスは、下記の数式により決
定され、

【数９】

　ここで、

【数１０】

　はＲＲＣ構成であり、
　ｎＣＣＥは前記ＰＤＣＣＨの最小制御チャンネルエレメント(ＣＣＥ)番号であり、ｎof

fsetは複数の所定候補値のうち選択されたオフセット値であることを特徴とする請求項６
に記載の方法。
【請求項９】
　前記複数の所定候補値のうち第１の候補値は前記ＳＣＩＤ情報フィールドの第１の値に
より指示され、前記複数の所定候補値のうち第２の候補値は前記ＳＣＩＤ情報フィールド
の第２の値により指示されることを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記初期値Ｃinitは次の数式により決定され、

【数１１】

　ここで、ｎSCID はスクランブリング識別子であり、
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【数１２】

　は仮想セルＩＤであり、ｎsはスロット番号であることを特徴とする請求項１に記載の
方法。
【請求項１１】
　無線ネットワークにおいて通信するように構成されるユーザー端末(ＵＥ)であって、
　前記ＵＥに対する物理ダウンリンク共有チャンネル(ＰＤＳＣＨ)をスケジューリングす
るダウンリンク制御情報(ＤＣＩ)を受信し、
　前記ＰＤＳＣＨに対する復調のために提供されるＵＥ-特定復調基準信号(ＵＥ-ＲＳ)を
受信するように構成されるプロセッサを含み、
　前記ＵＥ-ＲＳは、初期値を用いて初期化された疑似ランダムシーケンスを用いて生成
され、
　前記ＤＣＩは、スクランブリング識別子と仮想セルＩＤを指示するように構成される１
ビットスクランブリング識別子(ＳＣＩＤ)情報フィールドを含み、
　前記初期値は、前記スクランブリング識別子に基づいて決定されることを特徴とするユ
ーザー端末。
【請求項１２】
　前記１ビットＳＣＩＤ情報フィールドは、前記スクランブリング識別子と前記仮想セル
ＩＤを含む値の２個の候補対のうち一つの対を指示するように構成されることを特徴とす
る請求項１１に記載のユーザー端末。
【請求項１３】
　前記ＤＣＩの前記ＳＣＩＤ情報フィールドは、標準規格３ＧＰＰＬＴＥ　ＤＣＩフォー
マット２Ｂ又はＤＣＩフォーマット２ＣのＳＣＩＤフィールドに代わることを特徴とする
請求項１１に記載のユーザー端末。
【請求項１４】
　前記値の２個の候補対は、２個の無線リソース制御(ＲＲＣ)-構成値であるＲＲＣ_ＳＣ
ＩＤ０及びＲＲＣ_ＳＣＩＤ１に関連され、ＲＲＣ_ＳＣＩＤ０とＲＲＣ_ＳＣＩＤ１の各
々は

【数１３】

に対する値の対を含み、
　ここで、ｎSCIDはスクランブリング識別子であり、
【数１４】

　は仮想セルＩＤであることを特徴とする請求項１２に記載のユーザー端末。
【請求項１５】
【数１５】
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【数１６】

　と

【数１７】

　を含み、
【数１８】

　と
【数１９】

　はＲＲＣ-構成であり、
　ここで、ｎSCID はスクランブリング識別子であり、
【数２０】

　は仮想セルＩＤであることを特徴とする請求項１２に記載のユーザー端末。
【請求項１６】
　前記プロセッサは、
　複数の物理アップリンクチャンネル(ＰＵＣＣＨ)のうち選択されたＰＵＣＣＨでハイブ
リッド自動再送要求認知信号(ＨＡＲＱ-ＡＣＫ)を送信するようにさらに構成され、
　前記複数のＰＵＣＣＨは、複数のゾーンに分割され、
　前記ゾーンのうち第１のゾーンは、第１のＵＥ-特定アップリンク基準信号(ＵＬ　ＲＳ
)ベースシーケンスに関連され、前記ゾーンのうち第２のゾーンは第２のＵＥ-特定ＵＬ　
ＲＳベースシーケンスに関連されることを特徴とする請求項１１に記載のユーザー端末。
【請求項１７】
　前記第１のＰＵＣＣＨゾーンは前記ＳＣＩＤ情報フィールドの第１の値により指示され
、前記第２のＰＵＣＣＨゾーンは前記ＳＣＩＤ情報フィールドの第２の値により指示され
ることを特徴とする請求項１６に記載のユーザー端末。
【請求項１８】
　前記ＤＣＩは、物理ダウンリンク制御チャンネル(ＰＤＣＣＨ)又は向上した物理ダウン
リンク制御チャンネル(ｅＰＤＣＣＨ)で送信され、
　前記ＨＡＲＱ-ＡＣＫに対する前記ＰＵＣＣＨのインデックスは、下記の数式により決
定され、
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【数２１】

　ここで、
【数２２】

　はＲＲＣ構成であり、
　ｎＣＣＥは前記ＰＤＣＣＨの最小制御チャンネルエレメント(ＣＣＥ)番号であり、ｎof

fsetは複数の所定候補値のうち選択されたオフセット値であることを特徴とする請求項１
６に記載のユーザー端末。
【請求項１９】
　前記複数の所定候補値のうち第１の候補値は前記ＳＣＩＤ情報フィールドの第１の値に
より指示され、前記複数の所定候補値のうち第２の候補値は前記ＳＣＩＤ情報フィールド
の第２の値により指示されることを特徴とする請求項１８に記載のユーザー端末。
【請求項２０】
　前記初期値Ｃinitは次の数式により決定され、

【数２３】

　ここで、ｎSCID はスクランブリング識別子であり、
【数２４】

　は仮想セルＩＤであり、ｎsはスロット番号であることを特徴とする請求項１１に記載
のユーザー端末。
【請求項２１】
　複数のユーザー端末(ＵＥ)と通信するように構成される基地局であって、
　前記ＵＥに対する物理ダウンリンク共有チャンネル(ＰＤＳＣＨ)をスケジューリングす
るダウンリンク制御情報(ＤＣＩ)を送信し、
　前記ＰＤＳＣＨに対する復調のために提供されるＵＥ-特定復調基準信号(ＵＥ-ＲＳ)を
送信するように構成されるプロセッサを含み、
　前記ＵＥ-ＲＳは、初期値を用いて初期化された疑似ランダムシーケンスを用いて生成
され、
　前記ＤＣＩは、スクランブリング識別子と仮想セルＩＤを指示するように構成される１
ビットスクランブリング識別子(ＳＣＩＤ)情報フィールドを含み、
　前記初期値は、前記スクランブリング識別子に基づいて決定される
　ことを特徴とする基地局。
【請求項２２】
　前記１ビットＳＣＩＤ情報フィールドは、前記スクランブリング識別子と前記仮想セル
ＩＤを含む値の２個の候補対のうち一つの対を指示するように構成されることを特徴とす
る請求項２１に記載の基地局。
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【請求項２３】
　前記ＤＣＩの前記ＳＣＩＤ情報フィールドは、標準規格３ＧＰＰＬＴＥ　ＤＣＩフォー
マット２Ｂ又はＤＣＩフォーマット２ＣのＳＣＩＤフィールドを代替することを特徴とす
る請求項２１に記載の基地局。
【請求項２４】
　前記値の２個の候補対は、２個の無線リソース制御(ＲＲＣ)-構成値であるＲＲＣ_ＳＣ
ＩＤ０及びＲＲＣ_ＳＣＩＤ１に関連され、ＲＲＣ_ＳＣＩＤ０とＲＲＣ_ＳＣＩＤ１の各
々は
【数２５】

　に対する値の対を含み、
　ここで、ｎSCID はスクランブリング識別子であり、

【数２６】

　は仮想セルＩＤであることを特徴とする請求項２２に記載の基地局。
【請求項２５】

【数２７】

　に対する前記値の２個の候補対は

【数２８】

　と
【数２９】

　を含み、
【数３０】

　と
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【数３１】

　はＲＲＣ-構成であり、
　ここで、ｎSCID はスクランブリング識別子であり、

【数３２】

　は仮想セルＩＤであることを特徴とする請求項２２に記載の基地局。
【請求項２６】
　前記プロセッサは、
　複数の物理アップリンクチャンネル(ＰＵＣＣＨ)のうち選択されたＰＵＣＣＨでハイブ
リッド自動再送要求認知信号(ＨＡＲＱ-ＡＣＫ)を受信するようにさらに構成され、
　前記複数のＰＵＣＣＨは、複数のゾーンに分割され、
　前記ゾーンのうち第１のゾーンは、第１のＵＥ-特定アップリンク基準信号(ＵＬ　ＲＳ
)ベースシーケンスに関連され、前記ゾーンのうち第２のゾーンは第２のＵＥ-特定ＵＬ　
ＲＳベースシーケンスに関連されることを特徴とする請求項２１に記載の基地局。
【請求項２７】
　前記第１のＰＵＣＣＨゾーンは前記ＳＣＩＤ情報フィールドの第１の値により指示され
、前記第２のＰＵＣＣＨゾーンは前記ＳＣＩＤ情報フィールドの第２の値により指示され
ることを特徴とする請求項２６に記載の基地局。
【請求項２８】
　前記ＤＣＩは、物理ダウンリンク制御チャンネル(ＰＤＣＣＨ)又は向上した物理ダウン
リンク制御チャンネル(ｅＰＤＣＣＨ)で送信され、
　前記ＨＡＲＱ-ＡＣＫに対する前記ＰＵＣＣＨのインデックスは、下記の数式により決
定され、

【数３３】

　ここで、
【数３４】

　はＲＲＣ構成であり、
　ｎＣＣＥは前記ＰＤＣＣＨの最小制御チャンネルエレメント(ＣＣＥ)番号であり、ｎof

fsetは複数の所定候補値のうち選択されたオフセット値であることを特徴とする請求項２
６に記載の基地局。
【請求項２９】
　前記複数の所定候補値のうち第１の候補値は前記ＳＣＩＤ情報フィールドの第１の値に
より指示され、前記複数の所定候補値のうち第２の候補値は前記ＳＣＩＤ情報フィールド
の第２の値により指示されることを特徴とする請求項２８に記載の基地局。
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【請求項３０】
　前記初期値Ｃinitは次の数式により決定され、
【数３５】

　ここで、ｎSCID はスクランブリング識別子であり、
【数３６】

　は仮想セルＩＤであり、ｎsはスロット番号であることを特徴とする請求項２１に記載
の基地局。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は無線通信に関するものであって、特にＵＥ-特定(UE-specific)復調基準信号ス
クランブリングのためのシステム及び方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　３ＧＰＰ　ＬＴＥ(Long　Term　Evolution)システム及びＬＴＥ-Ａ(Long　Term　Evolu
tion-Advanced)システムでは、２つの種類のアップリンク基準信号(ＵＬ　ＲＳ）、復調
基準信号(ＤＭ　ＲＳ)、及びサウンディング基準信号(ＳＲＳ）が存在する。物理アップ
リンク共有チャンネル(Physical　Uplink　Shared　Channel：ＰＵＳＣＨ)送信のために
は、ＤＭ-ＲＳ信号は、２個の単一キャリア周波数分割多重アクセス(Single　Carrier　F
requency　Division　Multiple　Access：ＳＣ-ＦＤＭＡ)シンボルで伝送され、サブフレ
ーム内の２個のタイムスロットの各々に１個のＳＣ-ＦＤＭＡシンボルがある。ＳＲＳは
、サブフレーム内の第２のスロットの最後のＳＣ-ＦＤＭＡシンボルである１個のＳＣ-Ｆ
ＤＭＡシンボルで送信される。ＬＴＥ標準規格(standard)のＲｅｌｅａｓｅ１０において
、ＤＭ-ＲＳスクランブリング初期化は、物理セル識別子(ＰＣＩ)及びスクランブリング
識別子(ＳＣＩＤ)に基づく。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　したがって、本発明の目的は、無線ネットワークにおける複数の基地局と通信するよう
に構成されるユーザー端末(ＵＥ)での使用方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記のような目的を達成するために、本発明の一態様によれば、無線ネットワークにお
ける複数の基地局と通信するように構成されるユーザー端末(ＵＥ)の使用方法が提供され
る。その方法は、ＵＥに対する物理ダウンリンク共有チャンネル(ＰＤＳＣＨ)をスケジュ
ーリングするダウンリンクグラントを受信するステップと、ＰＤＳＣＨの復調のために提
供されるＵＥ-特定復調基準信号(ＵＥ-ＲＳ)を受信するステップとを有し、ダウンリンク
グラントは、物理ダウンリンク制御チャンネル(ＰＤＣＣＨ)又は向上した物理ダウンリン
ク制御チャンネル(ｅＰＤＣＣＨ)で送信され、ＵＥ-ＲＳは、初期値Ｃinitを用いて初期
化されたスクランブリングシーケンスによりスクランブリングされ、ダウンリンクグラン
トは、２個の候補対のうちスクランブリング識別子ｎSCIDと仮想セルＩＤ
【０００５】
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【数１】

【０００６】
を含む値の対を示すように構成される１ビットスクランブリング識別子(ＳＣＩＤ)情報フ
ィールドを包含し、値の対はＵＥ-ＲＳに対する初期値Ｃinit を決定するために使用され
、Ｃinitは次の数式により決定され、
【０００７】

【数２】

【０００８】
ここで、ｎsはスロット番号である。
【０００９】
　本発明の他の態様によれば、無線ネットワークにおける複数の基地局と通信するように
構成されるユーザー端末(ＵＥ)が提供される。そのＵＥは、ＵＥに対する物理ダウンリン
ク共有チャンネル(ＰＤＳＣＨ)をスケジューリングするダウンリンクグラントを受信し、
ＰＤＳＣＨに対する復調のために提供されるＵＥ-特定復調基準信号(ＵＥ-ＲＳ)を受信す
るように構成されるプロセッサを含み、ダウンリンクグラントは、物理ダウンリンク制御
チャンネル(ＰＤＣＣＨ)又は向上した物理ダウンリンク制御チャンネル(ｅＰＤＣＣＨ)で
送信され、ＵＥ-ＲＳは、初期値Ｃinitを用いて初期化されたスクランブリングシーケン
スに従ってスクランブリングされ、ダウンリンクグラントは、２個の候補対のうちスクラ
ンブリング識別子ｎSCIDと仮想セルＩＤ
【００１０】

【数３】

【００１１】
を含む値の対を指示するように構成される１ビットスクランブリング識別子(ＳＣＩＤ)情
報フィールドを含み、値の対はＵＥ-ＲＳに対する初期値Ｃinitを決定するために使用さ
れ、Ｃinitは、下記の数式のより決定され、
【００１２】
【数４】

【００１３】
　ここで、ｎsはスロット番号である。
【００１４】
　また、本発明の他の態様によれば、複数のユーザー端末(ＵＥ)と通信するように構成さ
れる基地局が提供される。その基地局は、ＵＥに対する物理ダウンリンク共有チャンネル
(ＰＤＳＣＨ)をスケジューリングするダウンリンクグラントを送信し、ＰＤＳＣＨに対す
る復調のために提供されるＵＥ-特定復調基準信号(ＵＥ-ＲＳ)を送信するように構成され
るプロセッサを含み、ダウンリンクグラントは、物理ダウンリンク制御チャンネル(ＰＤ
ＣＣＨ)又は向上した物理ダウンリンク制御チャンネル(ｅＰＤＣＣＨ)で送信され、ＵＥ-
ＲＳは、初期値ｃinitを用いて初期化されたスクランブリングシーケンスによりスクラン
ブリングされ、ダウンリンクグラントは、２個の候補対のうちスクランブリング識別子ｎ
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SCIDと仮想セルＩＤ
【００１５】
【数５】

【００１６】
を含む値の対を指示するように構成される１ビットスクランブリング識別子(ＳＣＩＤ)情
報フィールドを含み、値の対はＵＥ-ＲＳに対する初期値ｃinitを決定するために使用さ
れ、ｃinitは、次の数式により決定され、
【００１７】

【数６】

【００１８】
　ここで、ｎｓはスロット番号である。
【００１９】
　本発明の詳細な説明に先立ち、本明細書の全般で使われる用語や語句を定義する。「～
含む(include)」、「～からなる(comprise)」だけでなく、それらの派生語は限定のない
包含を意味する。「または(or)」は及び/または(and/or)を含み、「～に関連する(associ
ated with)」、「それに関連する(associated therewith)」及びそれらの派生語句は、包
含(include)、含まれる(be included within)、受容される(be contained within)、連結
(connect to or with)、接続(couple to or with)、通信(be communication with)、協力
(cooperate with)、相互配置(interleave)、並置(juxtapose)、近接(be approximate to)
、結合(be bound to or with)、所有(have)、性質の所有(have a property of)、または
類以(the like)を意味し、「制御器(controller)」は少なくとも一つの動作を制御する装
置、システム、またはその部分を意味し、そのような装置は、ハードウェア、ファームウ
ェア、ソフトウェア、またはこれらのうちの少なくとも二つの組み合わせで具現すること
ができる。特定の制御器に関連する機能は、集中しているか、あるいは局地的にまたは遠
距離に分散されることもある。特定の用語及び語句は本明細書の全体で使用されるが、当
業者は多くの場合に上述したような定義が適用されることを理解しなければならない。特
定の用語及び語句は本明細書の全体で使用されるが、当業者は多くの場合に上述したよう
な定義が過去だけでなく未来の使用にも適用されることを理解しなければならない。
【００２０】
　本発明のより完全な理解及びそれに従う利点は、添付された図面とともに考慮すれば、
後述する詳細な説明を参照してより容易に理解できる。また上記図面で同一の参照番号は
同一の構成要素を示す。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の一実施形態による無線ネットワークを示す図である。
【図２】本発明の一実施形態による無線送信経路のハイレベルを示す図である。
【図３】本発明の一実施形態による無線受信経路のハイレベルを示す図である。
【図４】本発明の一実施形態により、ＬＴＥシステムにおけるアップリンクキャリアで物
理リソースブロック(ＰＲＢ)の一対で物理アップリンク制御チャンネル(ＰＵＣＣＨ)リソ
ース分割を示す図である。
【図５】本発明の一実施形態によるＰＵＣＣＨに対する変調シンボルのマッピングを示す
図である。
【図６】本発明の一実施形態により、物理ダウンリンク共有チャンネル(ＰＤＳＣＨ)領域
で拡張された物理ダウンリンク制御チャンネル(Ｅ-ＰＤＣＣＨ)の配置を示す図である。



(12) JP 6105582 B2 2017.3.29

10

20

30

40

50

【図７】本発明の一実施形態により、１個の物理セルＩＤがマクロセル及び複数の遠隔無
線ヘッド(ＲＲＨ)にマッピングされる協調(coordinated)マルチポイントシナリオを示す
図である。
【図８】本発明の一実施形態により、セル-特定及び送信ポイント(ＴＰ)-特定シーケンス
の混合を有するアップリンク基準信号(ＲＳ)ベースシーケンス生成を示す図である。
【図９】本発明の一実施形態により、ＰＵＣＣＨシーケンス間干渉減少のために指定され
るＰＵＣＣＨ　ＰＲＢを示す図である。
【図１０】本発明の一実施形態により、異種ネットワークでのダウンリンク送信を示す図
である。
【図１１】本発明の一実施形態により、ＵＥ-ＲＳスクランブリングの動的指示のための
ＤＣＩフォーマット２Ｂから拡張された第１のダウンリンク制御情報(ＤＣＩ)フォーマッ
トを示す図である。
【図１２】本発明の一実施形態により、ＵＥ-ＲＳスクランブリングの動的指示のための
ＤＣＩフォーマット２Ｂから拡張された第２のＤＣＩフォーマットを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明の望ましい実施形態を添付の図面を参照して詳細に説明する。
【００２３】
　以下に説明する図１乃至図１２及びこの特許文献で本発明の開示原理を説明するために
使用される多様な実施形態は、ただ例示としてのみ提供され、開示の範囲を制限するいか
なる方法としても理解されてはならない。本発明の開示原理が無線通信システムで適切に
様々な変形が実施可能であることは、当該技術分野における通常の知識を持つ者には理解
できることであろう。
【００２４】
　下記の書類及び標準規格は、ここで
(i)3GPP Technical Specification No.36. 211，version10.1.0，”E-UTRA，Physical Ch
annels　and Modulation” (以下、“ＲＥＦ１”と称する)、
(ii)3GPP Technical Specification No.36.212, version10.1.0, “E-UTRA, Multiplexin
g and Channel Coding” (以下、“ＲＥＦ２”と称する)、及び
(iii)3GPP Technical Specification No.36.213, version10.1.0,”E-UTRA, Physical La
yer Procedures” (以下、“ＲＥＦ３”と称する)に開示されているように本発明に含ま
れる。
【００２５】
　図１は、本発明の一実施形態による無線ネットワーク１００を示す。図１に示す無線ネ
ットワーク１００の実施形態は、図示だけのためのものである。無線ネットワーク１００
の他の実施形態は、本発明の範囲から逸脱することなく使用することができる。
【００２６】
　無線ネットワーク１００は、ｅＮｏｄｅＢ(ｅＮＢ)１０１、ｅＮＢ１０２、及びｅＮＢ
１０３を含む。ｅＮＢ１０１は、ｅＮＢ１０２及びｅＮＢ１０３と通信する。また、ｅＮ
Ｂ１０１は、インターネット、固有(proprietary)インターネットプロトコル(ＩＰ)ネッ
トワーク、又は他のデータネットワークのようなＩＰネットワーク１３０と通信する。
【００２７】
　ネットワークタイプに基づいた場合、‘基地局’又は‘アクセスポイント’のような他
のよく知られている用語が‘ｅＮｏｄｅＢ’の代わりに使用してもよい。ここでは、便宜
のために、用語‘ｅＮｏｄｅＢ’は、遠隔端末に無線アクセスを提供するネットワークイ
ンフラストラクチャコンポーネントを称するように使用される。
【００２８】
　ｅＮＢ１０２は、ｅＮＢ１０２のカバレッジ領域１２０内で第１の複数のユーザー端末
(ＵＥ)にネットワーク１３０に対する無線広帯域アクセスを提供する。第１の複数のＵＥ
は、スモールビジネス(small　business)に位置するＵＥ１１１と、エンタープライズ(en
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terprise)に位置するＵＥ１１２と、ＷｉＦｉホットスポット(hotspot)に位置するＵＥ１
１３と、第１のレジデンス(residence)に位置するＵＥ１１４と、第２のレジデンスに位
置するＵＥ１１５と、携帯電話、無線ラップトップ、無線ＰＤＡのようなモバイルデバイ
スであるＵＥ１１６とを含む。ＵＥ１１１～１１６は、携帯電話、携帯用ＰＤＡ、及び移
動端末(ＭＳ)のような無線通信デバイスであり得るが、これに限定されるものではない。
【００２９】
　便宜のために、用語“ユーザー端末”又は“ＵＥ”は、ＵＥがモバイルデバイス(例え
ば、携帯電話)であるか、あるいは一般的に固定デバイス(例えば、デスクトップ型パソコ
ン、自動販売機など)と見なされるが、ここでは、ｅＮＢに無線でアクセスする任意の遠
隔無線端末を指定する。他のシステムでは、よく知らされている他の用語、移動端末(Ｍ
Ｓ)、加入者端末(ＳＳ)、遠隔端末(ＲＴ)と、無線端末(ＷＴ)のようによく知られている
他の用語は、“ユーザー端末”の代わりに使用してもよい。
【００３０】
　ｅＮＢ１０３は、ｅＮＢ１０３のカバレッジ領域１２５内の第２の複数のＵＥに無線広
帯域アクセスを提供する。第２の複数のＵＥは、ＵＥ１１５及びＵＥ１１６を含む。一部
の実施形態において、ｅＮＢ１０１～１０３は、相互に通信でき、ＬＴＥ技術又はＬＴＥ
-Ａ技術を使用してＵＥ１１１～１１６と通信できる。
【００３１】
　点線は、カバレッジ領域１２０，１２５の概略的範囲を表し、カバレッジ領域１２０，
１２５は、但し図示及び説明のみを目的として概略的に円形で表す。基地局に関連したカ
バレッジ領域、例えばカバレッジ領域１２０，１２５は、基地局の構成及び自然的障害物
及び人工的障害物に関連した無線環境の変化に基づき、不均一な形状を含む他の形状を有
することができる。
【００３２】
　図１が無線ネットワーク１００の一例を示しても、図１に対して多様な変更はなされる
ことができる。例えば、有線ネットワークのような他のタイプのデータネットワークが無
線ネットワーク１００の代わりに使用できる。有線ネットワークにおいて、ネットワーク
端末は、ｅＮＢ１０１～１０３及びＵＥ１１１～１１６に代わることができる。有線接続
は、図１に示されている無線接続に代わることができる。
【００３３】
　図２は、無線送信経路のハイ-レベル図を示す。図３は、無線受信経路のハイ-レベル図
を示す。図２及び図３において、送信経路２００は、例えばｅＮＢ１０２で実現され、受
信経路３００は、例えば図１のＵＥ１１６のようなＵＥで実現され得る。しかしながら、
受信経路３００は、ｅＮＢ(例えば、図１のｅＮＢ１０２)で実現され、送信経路２００は
、ＵＥで実現できることが理解できる。
【００３４】
　送信経路２００は、チャンネル符号化及び変調ブロック２０５、直列-並列(Ｓ-to-Ｐ)
ブロック２１０、サイズＮ逆高速フーリエ変換(ＩＦＦＴ)ブロック２１５、並列-直列(Ｐ
-to-Ｓ)ブロック２２０、サイクリックプレフィックス(cyclic　prefix)付加ブロック２
２５、及びアップコンバータ(ＵＣ)２３０を含む。受信経路３００は、ダウンコンバータ
(ＤＣ)２５５、サイクリックプレフィックス除去ブロック２６０、直列-並列(Ｓ-to-Ｐ)
ブロック２６５、サイズＮ高速フーリエ変換(ＦＦＴ)ブロック２７０、並列-直列(Ｐ-to-
Ｓ）ブロック２７５、及びチャンネル復号化及び復調ブロック２８０を含む。
【００３５】
　図２及び図３に含まれているコンポーネントのうち少なくとも一部はソフトウェアで具
現でき、これとは異なり、他のコンポーネントは、構成可能なハードウェア(例えば、プ
ロセッサ)又はソフトウェアと構成可能なハードウェアの混合により具現できる。特に、
本明細書で説明されるＦＦＴブロック及びＩＦＦＴブロックは、構成可能なソフトウェア
アルゴリズムとして実現でき、ここでサイズＮの値はこの実現に従って変更してもよい。
【００３６】
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　さらに、この開示が高速フーリエ変換及び逆高速フーリエ変換を実現する一実施形態に
関するものであるが、これは単に図示のためのものであり、上記開示範囲を限定するもの
と解析してはならない。他の実施形態において、高速フーリエ変換関数及び逆高速フーリ
エ変換関数は、各々離散フーリエ変換(Discrete　Fourier　Transform：ＤＦＴ)関数及び
逆離散フーリエ変換(ＩＤＦＴ)関数に容易に代替できることがわかる。ＤＦＴ関数及びＩ
ＤＦＴ関数に対して、Ｎ変数の値は任意の整数(すなわち、１，２，３，４など)である一
方、ＦＦＴ関数及びＩＦＦＴ関数に対して、Ｎ変数の値は２の累乗(すなわち、１，２，
４，８，１６など)である任意の整数であり得る。
【００３７】
　送信経路２００において、チャンネル符号化及び変調ブロック２０５は、情報ビットの
集合を受信し、入力ビットに符号化(例えば、ＬＤＰＣ符号化)を適用し、変調(例えば、
直交位相偏移変調(Quadrature　Phase　Shift　Keying：ＱＰＳＫ)又は直交振幅変調(Qua
drature　Amplitude　Modulation：ＱＡＭ))して、周波数-ドメイン変調シンボルを生成
する。直列-並列ブロック２１０は、直列変調されたシンボルを並列データに変換して(す
なわち、逆多重化して)Ｎ個の並列シンボルストリームを生成する。ここで、Ｎは、ｅＮ
Ｂ１０２及びＵＥ１１６で使用されるＩＦＦＴ/ＦＦＴサイズである。その後、サイズＮ
　ＩＦＦＴブロック２１５は、Ｎ個の並列シンボルストリームに対してＩＦＦＴ動作を遂
行して時間-ドメイン出力信号を生成する。並列-直列ブロック２２０は、サイズＮ　ＩＦ
ＦＴブロック２１５からの並列時間-ドメイン出力シンボルを変換して(すなわち、多重化
して)直列時間-ドメイン信号を生成する。その後、サイクリックプレフィックス付加ブロ
ック２２５は、時間-ドメイン信号にサイクリックプレフィックスを挿入する。最後に、
アップコンバータ２３０は、サイクリックプレフィックス付加ブロック２２５の出力を無
線チャンネルを介して送信のためのＲＦ周波数に変調(すなわち、アップコンバーティン
グ)する。また、上記信号は、ＲＦ周波数への変更前にベースバンドでフィルターリング
され得る。
【００３８】
　送信されたＲＦ信号は、無線チャンネルを介して通過した後にＵＥ１１６に到着し、ｅ
ＮＢ１０２での動作に対して逆動作を遂行する。ダウンコンバータ２５５は、受信された
信号をベースバンド周波数にダウンコンバーティングし、サイクリックプレフィックス除
去ブロック２６０は、サイクリックプレフィックスを除去して直列時間-ドメインベース
バンド信号を生成する。直列-並列ブロック２６５は、時間-ドメインベースバンド信号を
並列時間ドメイン信号に変換する。すると、サイズＮ　ＦＦＴブロック２７０は、ＦＦＴ
アルゴリズムを遂行してＮ個の並列周波数-ドメイン信号を生成する。並列-直列ブロック
２７５は、並列周波数-ドメイン信号を変調されたデータシンボルのシーケンスに変換す
る。チャンネル復号化及び復調ブロック２８０は、変調されたシンボルを復調及び復号化
して元の入力データストリームに回復する。
【００３９】
　ｅＮＢ１０１～１０３の各々は、ＵＥ１１１～１１６に対するダウンリンクでの送信と
類似した送信経路を具現でき、ＵＥ１１１～１１６からのアップリンクでの受信と類似し
た受信経路を具現できる。同様に、ＵＥ１１１～１１６の各々は、ｅＮＢ１０１～１０３
に対するアップリンクでの送信のための構造に対応して送信経路を実現し、ｅＮＢ１０１
～１０３からのダウンリンクでの受信のための構造に対応する受信経路を実現することが
きる。
【００４０】
　ＬＴＥシステム及びＬＴＥ-Ａシステムでは、２つのタイプのアップリンク基準信号(Ｕ
Ｌ　ＲＳ）、すなわち復調基準信号(ＤＭ-ＲＳ)及びサウンディング基準信号(ＳＲＳ)が
存在する。物理アップリンク共有チャンネル(Physical　Uplink　Shared　Channel：ＰＵ
ＳＣＨ)送信のために、ＤＭ-ＲＳ信号は、２個の単一キャリア周波数分割多重アクセス(
ＳＣ-ＦＤＭＡ)シンボルで送信され、１個のＳＣ-ＦＤＭＡシンボルは、サブフレームの
各々２個のタイムスロット別に存在する。ＳＲＳは、サブフレームの第２のスロットの最
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【００４１】
　ＵＬ　ＲＳシーケンスを生成するために、加入者端末は、ＣＡＺＡＣ(Constant　Ampli
tude　Zero　Auto-Correlation)シーケンスであるベースＵＬ　ＲＳシーケンスを生成す
る。その後、加入者端末は、ベースＵＬ　ＲＳシーケンスにサイクリックシフト(ＣＳ)を
適用する。ここで、ＣＳ∈{０，１，…，１１}である。ＬＴＥ　Ｒｅｌｅａｓｅ１０(“
Ｒｅｌ-１０”)規格で、ベースＵＬ　ＲＳシーケンスは、セル-特定ＵＬ　ＲＳシーケン
スであり、すなわち物理セル-ＩＤの関数である。
【００４２】
　ＣＳ及びベースＵＬ　ＲＳシーケンスは、小さいユーザー間干渉を維持し、あるいは加
入者端末のＵＬ　ＲＳシーケンスを直交又は準直交(quasi-orthogonal)するように加入者
端末に割り当てられる。複数のＵＬ　ＲＳシーケンスは、異なるＣＳを有する同一のベー
スＵＬ　ＲＳシーケンスから生成される場合、直交的である。同一のセルで複数の加入者
端末が同一のＵＬ　ＢＷで多重化される場合(すなわち、セル間干渉(intra-cell　interf
erence))、ユーザー間干渉電力レベルは、比較的高い。この場合にユーザー間干渉の影響
を緩和させるために、基地局は、ＵＬ　ＲＳシーケンスを直交することができる。すなわ
ち、基地局は、異なるＣＳをその加入者端末に割り当てることができる。
【００４３】
　複数のＵＬ　ＲＳシーケンスは、そのＣＳが異なるか否かに関係なく、異なるＵＬ　Ｒ
Ｓシーケンスから生成される場合に準直交する(すなわち、比較的小さい相互-相関(cross
-correlation)を有する)。異なるセルで複数の加入者端末が同一のＵＬ　ＢＷで多重化さ
れる場合(すなわち、セル間干渉)、ユーザー間干渉電力レベルは、比較的低い。しかしな
がら、この干渉が所望の信号と一緒にコヒーレントに(coherently)追加されないことを保
証するために、異なるベースシーケンスは、加入者端末に割り当てられる。
【００４４】
　ＬＴＥには３０個のベースＵＬ　ＲＳシーケンスグループが存在し、各グループはｕ＝
０，１，…，２９によりインデックス化される。ＲＳシーケンス長さは、６ＲＢ(又は、
８４(＝１２×７)サブキャリア)より大きいかあるいは等しいグループ内で、ｖ＝０，１
によりインデックスされる２個のベースシーケンスが存在する。ＲＳシーケンス長さが６
ＲＢより小さい場合、１個のベースシーケンスのみが存在する。
【００４５】
　ベースＵＬ　ＲＳシーケンスは、ＣＡＺＡＣシーケンスであるが、シーケンスの長さに
基づいて異なるように生成される。１個又は２個のＲＢ(あるいは１２個又は２４個のサ
ブキャリア)のためのベースシーケンスに対して、ベースＲＳシーケンスは、コンピュー
タ-生成されたＣＡＺＡＣシーケンスである。２個のＲＢより大きいＲＢ(あるいは２４個
のサブキャリアより多いサブキャリア)に対するベースシーケンスに対して、ベースＲＳ
シーケンスは、ＺＣ(Zadoff-Chu)シーケンスである。
【００４６】
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【数７】

【００４７】
　また、セル間干渉を減少させるために(例えば、Ｒ１-０８０２４１)、ＬＴＥは、シー
ケンスグループホッピング(ＳＧＨ)を定義する。ＳＧＨがイネーブルされる場合(セル-特
定無線リソース制御(ＲＲＣ)パラメータグループ-ホッピング-イネーブルにより)、ＵＬ
　ＲＳのベースシーケンスグループインデックス(ｕ)は、スロットを通じて変更される。
１７個のホッピングパターン及び３０個のシーケンスシフトパターン(セルプランニング(
cell　planning)のための５０４(＞５１０)個のパターン）が存在する。ＲＥＦ１におい
て、ＳＧＨ及びシーケンスホッピング(ＳＨ)は、各々セクション５.５.１.３及びセクシ
ョン５.５.１.４で説明され、これらセクションのコンテンツは、以下のように組み込ま
れる。
【００４８】
　５.５.１.３　グループホッピング
【００４９】

【数８】

【００５０】
　１７個の異なるホッピングパターンと３０個の異なるシーケンスシフトパターンが存在
する。シーケンスグループホッピングは、上位階層により提供されるセル-特定パラメー
タＧｒｏｕｐ－ｈｏｐｐｉｎｇ－ｅｎａｂｌｅｄを用いてイネーブルされるかあるいはデ
ィスエーブルされ得る。ＰＵＳＣＨに対するシーケンスグループホッピングは、セルベー
スでイネーブルされる場合でも、上位階層パラメータＤｉｓａｂｌｅ－ｓｅｑｕｅｎｃｅ
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－ｇｒｏｕｐ－ｈｏｐｐｉｎｇを通じて特定ＵＥに対してディスエーブルされる。ＰＵＣ
ＣＨ及びＰＵＳＣＨは同一のホッピングパターンを有するが、異なるシーケンスシフトパ
ターンを有してもよい。
【００５１】
【数９】

【００５２】
　５.５.１.４　シーケンスホッピング
【００５３】
【数１０】

【００５４】
　ここで、疑似ランダムシーケンスｃ(ｉ)は、セクション７.２により与えられる。上位
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ーケンスホッピングがイネーブルされるか否かを判定する。ＰＵＳＣＨに対するシーケン
スホッピングは、セルベースでイネーブルされる場合でも、上位階層パラメータＤｉｓａ
ｂｌｅ－ｓｅｑｕｅｎｃｅ－ｇｒｏｕｐ－ｈｏｐｐｉｎｇを通じて特定ＵＥに対してディ
スエーブルすることができる。
【００５５】
　疑似ランダムシーケンス生成器は、各無線フレームの開始で
【００５６】
【数１１】

【００５７】
を用いて初期化される。
【００５８】
　ＵＬ　ＲＳベースシーケンスは、物理アップリンク制御チャンネル(ＰＵＣＣＨ)フォー
マット１/１ａ/１ｂ及びＰＵＣＣＨフォーマット２/２ａ/２ｂのような２個のフォーマッ
トのＰＵＣＣＨの物理信号を生成するために使用される。セル間及びセル内干渉は、ＵＬ
　ＲＳと同じ方式で管理される。
【００５９】
　ＰＵＣＣＨフォーマット１/１ａ/１ｂの送信のために(スケジューリング要求又はＨＡ
ＲＱ-ＡＣＫのために)使われるリソースは、負でないインデックス
【００６０】

【数１２】

【００６１】
により表される。図４は、ＬＴＥシステムでＵＬキャリアで１個のＰＲＢ対に含まれてい
るＰＵＣＣＨリソース部分を示す。ＰＵＣＣＨリソースインデックス
【００６２】
【数１３】

【００６３】
は、直交カバーコード(ＯＣＣ)とサイクリックシフト(ＣＳ)を決定し、これら２個のパラ
メータは、固有なリソースを示す。１個のＰＲＢ対で、この例で使用可能な３×１２＝３
６個のＰＵＣＣＨ　ＡＮリソースが存在する。
【００６４】
　下記のようなＰＵＣＣＨフォーマット１/１ａ/１ｂに対するシーケンス生成に関する説
明は、ＲＥＦ１からなされる。
【００６５】



(19) JP 6105582 B2 2017.3.29

10

20

30

40

50

【数１４】

【００６６】
【数１５】

【００６７】
　ＰＵＣＣＨ１ａは、ＢＰＳＫ(＋１,-１)変調を用いて１ビット情報を搬送し、一方で、
ＰＵＣＣＨ１ｂはＱＰＳＫ(＋１,-１,＋ｊ,-ｊ)変調を用いて２ビット情報を搬送する。
ここで、
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【００６８】
【数１６】

【００６９】
である。
【００７０】
　ＰＵＣＣＨフォーマット２/２ａ/２ｂに対して(ＣＳＩ及びＨＡＲＱ-ＡＣＫフィードバ
ックに対して)、ＲＥＦ１は、次のようにシーケンス生成を説明する。
【００７１】

【数１７】

【００７２】
　ノーマルサイクリックプレフィックスのみに対してサポートされる、ＰＵＣＣＨフォー
マット２ａ及び２ｂに対して、ビットｂ(２０)，…，ｂ(Ｍbit-１)は、ＲＥＦ１のセクシ
ョン５.５.２.２.１で説明されるようにＰＵＣＣＨフォーマット２ａ及び２ｂに対する基
準信号の生成で使用される単一変調シンボルｄ(１０)を招く＜数１８＞で説明するように
変調される。
【００７３】
【数１８】
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【００７４】
　ＲＥＦ１のセクション５.４.３は、次のように物理リソースに対するＰＵＣＣＨマッピ
ングを説明する。
【００７５】
　５.４.３　物理リソースに対するマッピング
【００７６】
【数１９】

【００７７】
　スロットｎｓでＰＵＣＣＨの送信に使用される物理リソースブロックは、次のように与
えられる。
【００７８】
【数２０】

【００７９】
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　物理アップリンク制御チャンネルに対する変調シンボルのマッピングは、図５に示す。
【００８０】
　構成された１個のサービングセルが存在する場合、サウンディング基準信号及びＰＵＣ
ＣＨフォーマット１、１ａ、１ｂ又は３の同時送信を有する状況で、短縮されたＰＵＣＣ
Ｈフォーマットが使用され、これに反してサブフレームの第２のスロットで最後のＳＣ-
ＦＤＭＡシンボルは、空いている状態である。
【００８１】
　ＬＴＥ　Ｒｅｌｅａｓｅ１１(“Ｒｅｌ-１１”)において、Ｅ-ＰＤＣＣＨは、セル内で
ＤＬ制御容量を増加させ、ＤＬ制御のためにセル間干渉を緩和させるために実現すること
ができる。Ｅ-ＰＤＣＣＨは、図６に示すようにＰＤＳＣＨ領域に位置し、Ｅ-ＰＤＣＣＨ
を受信するように構成されるＲｅｌ-１１　ＵＥにＤＬ制御シグナリングを伝達する。
【００８２】
　３６.３３１ｖ１０.１.０において、構成は、ＣＳＩ-ＲＳに対して定義される。情報エ
レメント(ＩＥ)ＣＳＩ-ＲＳ-Ｃｏｎｆｉｇは、チャンネル状態情報(ＣＳＩ)基準信号構成
を特定するために使用される。
【００８３】
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【００８４】
　ＲＥＦ１は、次のようにリソースエレメントに対するＣＳＩ-ＲＳマッピングを説明す
る。
【００８５】
　６.１０.５.２　リソースエレメントに対するマッピング
【００８６】
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【００８７】
　ｎｓで量(ｋ’,ｌ’)及び必要な条件は、ノーマルサイクリックプレフィックスに対し
て＜表１＞により与えられる。
【００８８】
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【００８９】
　６.１０．５．３　ＣＳＩ基準信号サブフレーム構成
【００９０】
　ＣＳＩ基準信号の発生に対するセル特定サブフレーム構成周期ＴCSI-RSとセル特定サブ
フレームオフセットΔCSI-RSは、下記の＜表２＞にリストされる。パラメータＩCSI-RSは
、ＵＥが非ゼロ(non-zero)送信電力及びゼロ送信電力を仮定するＣＳＩ基準信号に対して
別途に構成することができる。ＣＳＩ基準信号を含むサブフレームは、
【００９１】
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【００９２】
を満足させる。
【００９３】

【表２】

【００９４】
　ダウンリンクソフトセル分割-ＣＳＩ-ＲＳ構成パラメータに基づいたＵＥ-ＲＳスクラ
ンブリング
【００９５】
　図７は、本発明の実施形態により、１個の物理セルＩＤがマクロセル及び複数の遠隔無
線ヘッド(Remote　Radio　Head：ＲＲＨ)に割り当てられる協調マルチポイント(Coordina
ted　Multi-Point：ＣｏＭＰ)シナリオを示す。図７に示すように、一般的に“ＣｏＭＰ
シナリオ４”と呼ばれるＬＴＥ-Ａ　Ｒｅｌ-１１ＣｏＭＰシナリオは、マクロカバレッジ
の複数の送信ポイント(ＴＰ)(マクロ０、ＲＲＨ１、及びＲＲＨ２)を制御する中央制御部
を含む。１個の物理セルＩＤ、
【００９６】

【数２４】

【００９７】
は、マクロ及びＲＲＨに割り当てられる。複数のＵＥ(ＵＥ０～ＵＥ３)は、マクロ及びＲ
ＲＨのうち一つ以上と通信している。一部の実施形態で、マクロ０、ＲＲＨ１、及びＲＲ
Ｈ２の各々は、図１に示したｅＮＢ１０１-１０３のうち一つ以上を表すことができる。
同様に、各ＵＥ、ＵＥ０～ＵＥ３は、図１に示したＵＥ１１１-１１６のうち一つ以上を
表すことができる。一部の実施形態において、ＲＲＨ１及びＲＲＨ２は、ピコセルステー
ション、フェムトセルステーション、あるいは小さいカバレッジ領域を有する任意の他の
基地局を表すことができる。
【００９８】
　レガシー(legacy)ＬＴＥ規格(３ＧＰＰ　ＬＴＥ　Ｒｅｌ-１０)によると、ＵＥがＤＬ
データ信号を受信するＴＰとは関係なく、ＵＥは、ＵＥ-特定復調基準信号(ＵＥ-ＲＳ)が
初期アクセス手順中に獲得される物理セルＩＤ
【００９９】



(27) JP 6105582 B2 2017.3.29

10

20

30

40

50

【数２５】

【０１００】
によりスクランブリングされることを期待するはずである。３ＧＰＰ　ＴＳ３６.２１１
　ｖ１０.０.０のセクション６.１０.３.１では、以後のＵＥ動作は、次のようなＵＥ-Ｒ
Ｓのスクランブリングで説明される。
【０１０１】
　疑似ランダムシーケンス生成器は、各サブフレームの開始で
【０１０２】
【数２６】

【０１０３】
を用いて初期化される。ここで、アンテナポート７及び８に対して、ｎSCIDは、ＰＤＳＣ
Ｈ送信と関連した最近のＤＣＩフォーマット２Ｂ又は２Ｃで＜表６.１０.３.１-１＞によ
りスクランブリング識別子フィールドにより与えられる(ＲＥＦ３を参照)。アンテナポー
ト７又は８でＰＤＳＣＨ送信と関連したＤＣＩフォーマット２Ｂ又は２Ｃが存在しない場
合、ＵＥは、ｎSCIDが０であると仮定する。アンテナポート９～１４に対して、ＵＥは、
ｎSCIDが０であると仮定する。
【０１０４】
　上記したこのＵＥ動作によると、マクロ０、ＲＲＨ１、及びＲＲＨ２が同一の周波数帯
域で異なるＵＥ(すなわち、図７に示すようなＵＥ０、ＵＥ１、ＵＥ２、及びＵＥ３)に同
時に送信されている場合、各ＵＥで受信される他のＴＰからの干渉は、所望する信号にコ
ヒーレントに付加され、それによって各ＵＥは、所望の信号と干渉信号を区分できない。
【０１０５】
　このような問題を解決するために、例えば異なるＵＥ-ＲＳスクランブリング初期値を
異なるＴＰから受信するＵＥに割り当てる、複数のソフトセル-分割(soft　cell-splitti
ng)技術が提案される。ソフトセル-分割技術のうち一つが実現される場合、ＵＥ１、ＵＥ
２、及びＵＥ３は、図７に示すように、異なるようにスクランブリングされたＵＥ-ＲＳ
を受信している。
【０１０６】
　本発明の実施形態による動的ソフトセル-分割方法が、以下に提供される。
【０１０７】
　方法１：ソフトセル分割を具現するように構成されるＵＥに対して、ＵＥ-ＲＳスクラ
ンブリングは、少なくとも部分的にＵＥのＣＳＩ-ＲＳ構成、例えば上記に定義されたＩ
Ｅ　ＣＳＩ-ＲＳ-ＣｏｎｆｉｇのｒｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇ、ｓｕｂｆｒａｍｅＣｏ
ｎｆｉｇ、及びａｎｔｅｎｎａＰｏｒｔｓＣｏｕｎｔのうち少なくとも一つに基づいて初
期化される。ここで、
【０１０８】
　ｓｕｂｆｒａｍｅＣｏｎｆｉｇ∈｛０，１，…，３１｝は、ＣＳＩ-ＲＳが＜表１＞に
より送信されるサブフレームを決定する。
【０１０９】
　 ａｎｔｅｎｎａＰｏｒｔｓＣｏｕｎｔ∈｛１，２，４，８｝は、ＣＳＩ-ＲＳが送信さ
れるアンテナポートの個数を決定する。
　 ｒｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇ∈｛０，１，…，１５４｝は、ＣＳＩ-ＲＳが＜表２＞
により送信されるサブフレームでａｎｔｅｎｎａＰｏｒｔｓＣｏｕｎｔに対応するように
ＣＳＩ-ＲＳパターンを決定する。
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【０１１０】
　言い換えれば、ＵＥ-ＲＳスクランブリングに対するｃinitは、ｒｅｓｏｕｒｃｅＣｏ
ｎｆｉｇ(ＲＣ)、ｓｕｂｆｒａｍｅＣｏｎｆｉｇ(ＳＣ又はＩCSI-RS)及びａｎｔｅｎｎａ
ＰｏｒｔｓＣｏｕｎｔ(ＡＰＣ)のうち少なくとも一つの関数として定義される。
【０１１１】
　方法１は、複数の利点を含む。一つの利点は、ＣｏＭＰシナリオ４動作のためのＣＳＩ
-ＲＳ構成に使用されるシグナリングに比べて、ソフトセル分割を容易にするためのＵＥ-
ＲＳスクランブリング初期化を構成するために必要な追加的信号がないことである。他の
利点は、異なるＴＰが異なる時間-周波数リソースでＣＳＩ-ＲＳを送信することが一般的
であるため、ＣＳＩ-ＲＳ構成がＴＰ間に異なる可能性があることである。この特性に基
づいて、方法１は、異なるＴＰからＤＬ信号を受信するＵＥが異なってスクランブリング
されたＵＥ-ＲＳを用いてＤＬ信号を受信することを保証する。
【０１１２】
　方法１のの説明のために、図７を考慮し、マクロ０はＣＳＩ-ＲＳ構成１に従ってＣＳ
Ｉ-ＲＳを送信し、ＲＲＨ１はＣＳＩ-ＲＳ構成２に従ってＣＳＩ-ＲＳを送信し、ＲＲＨ
２はＣＳＩ-ＲＳ構成３に従ってＣＳＩ-ＲＳを送信する。ここで、３個のＣＳＩ-ＲＳ構
成は、下記のように定義される。
【０１１３】
　ＣＳＩ-ＲＳ構成１は、少なくとも次のようなフィールドを含む。
　ｒｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇ＝ＲＣ１
　ｓｕｂｆｒａｍｅＣｏｎｆｉｇ＝ＳＣ１
　ａｎｔｅｎｎａＰｏｒｔＣｏｕｎｔ＝ＡＰＣ１
【０１１４】
　ＣＳＩ-ＲＳ構成２は、少なくとも次のようなフィールドを含む。
　ｒｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇ＝ＲＣ２
　ｓｕｂｆｒａｍｅＣｏｎｆｉｇ＝ＳＣ２
　ａｎｔｅｎｎａＰｏｒｔＣｏｕｎｔ＝ＡＰＣ２
【０１１５】
　ＣＳＩ-ＲＳ構成３は、少なくとも次のようなフィールドを含む。
　ｒｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇ＝ＲＣ３
　ｓｕｂｆｒａｍｅＣｏｎｆｉｇ＝ＳＣ３
　ａｎｔｅｎｎａＰｏｒｔＣｏｕｎｔ＝ＡＰＣ３
【０１１６】
　図７で、ＵＥ１、ＵＥ２、及びＵＥ３は、Ｒｅｌ-１０特徴だけでなくＲｅｌ-１１で導
入された新たな特徴を具現する、向上した(advanced)ＵＥである。
【０１１７】
　一実施形態(以下、実施形態０と称する)において、ＵＥ０は、ソフトセル分割を遂行す
るように構成されず、ＣＳＩ-ＲＳ構成１で構成される。ＵＥ０は、上記したように
【０１１８】
【数２７】

【０１１９】
を用いて初期化されるＲｅｌ-９シーケンスによりスクランブリングされるＵＥ-ＲＳとＰ
ＤＳＣＨを受信する。
【０１２０】
　一例で、ＵＥ０は、Ｒｅｌ-９ＵＥである。他の例では、ＵＥ０は、Ｒｅｌ-１０　ＵＥ
である。もう一つの例で、ＵＥ０はＲｅｌ-１１　ＵＥであり、このＲｅｌ-１１　ＵＥは
、ソフトセル分割を実現するためにシグナリングを受信していない。
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一実施形態(以下、実施形態１と称する)において、ＵＥ１は、ソフトセル分割を遂行する
ように構成され、ＣＳＩ-ＲＳ構成１で構成される。ＵＥ１は
【０１２２】
【数２８】

【０１２３】
で初期化されたスクランブリングシーケンスによりスクランブリングされるＵＥ-ＲＳと
ＰＤＳＣＨを受信する。ここで、ｎＳＣＩＤ２は、ＲＣ１、ＳＣ１、及びＡＰＣ１のうち
少なくとも一つの関数である。ここで、ｎＳＣＩＤ２は２と乗算され、初期値ｃｉｎｉｔ

は１ビット量であるｎＳＣＩＤとは独立的にｎＳＣＩＤ２に従って変更される。ｎＳＣＩ

Ｄ２を決定するいくつかの例は、下記のように記載する。
【０１２４】
　 ｎＳＣＩＤ２＝ｇ(ＲＣ)：この場合、 ｎSCID2はＣＳＩ-ＲＳパターンのみに基づく。
　 ｎＳＣＩＤ２＝ｇ(ＲＣ)・(ＩＣＳＩ－ＲＳｍｏｄ５)：ここで、(ＩＣＳＩ－ＲＳｍｏ
ｄ５)は、最大５個の異なるスクランブリング初期値がＩＣＳＩ－ＲＳの可能な値を用い
て生成されることを保証するように適用される。ここで、５は、ＣＳＩ-ＲＳサブフレー
ムに対する最小構成可能周期に対応する。この場合、ｎＳＣＩＤ２は８ビット量である。
【０１２５】
　ｎＳＣＩＤ２＝ｇ(ＲＣ)・(ＩＣＳＩ－ＲＳｍｏｄ８０)：ここで、(ＩＣＳＩ－ＲＳｍ
ｏｄ８０)は、最大８０個の異なるスクランブリング初期値がＩＣＳＩ－ＲＳの可能な値
を用いて生成されることを保証するように適用される。ここで、８０は、ＣＳＩ-ＲＳサ
ブフレームに対する最大構成可能周期に対応する。この場合、ｎＳＣＩＤ２は１２ビット
量である。
【０１２６】
　ｎＳＣＩＤ２＝ｇ(ＲＣ)・ΔＣＳＩーＲＳ：ここで、ΔＣＳＩ－ＲＳは、最大ＴＣＳＩ

－ＲＳ個の異なるスクランブリング初期値がＩＣＳＩ－ＲＳの可能な値を用いて生成され
ることを保証することに適用される。
【０１２７】
　これら例では、ΔＣＳＩーＲＳとＴＣＳＩーＲＳは、ＣＳＩ-ＲＳサブフレームオフセ
ット及び＜表２＞を用いてＩＣＳＩ－ＲＳ＝ＳＣ１から導出される周期である。
【０１２８】
　関数ｇ(ＲＣ)を決定する他の方式は、次のように記載する。
【０１２９】
　ｇ(ＲＣ)＝ＲＣ：この場合、ｇ(ＲＣ)は、ＦＤＤの場合に対応する１ポート又は２ポー
トＣＳＩ-ＲＳパターンに基づいて２０個の可能な値を有する。
【０１３０】
　ｇ(ＲＣ)＝ＲＣｍｏｄ１０：この場合、ｇ(ＲＣ)は、ＦＤＤの場合に対応する４ポート
ＣＳＩ-ＲＳパターンに基づいて１０個の可能な値を有する。すなわち、２個の１ポート
又は２ポートＣＳＩ-ＲＳパターンは、２個のＣＳＩ-ＲＳパターンが同一の４ポートＣＳ
Ｉ-ＲＳパターンに属する場合に同一のｇ(ＲＣ)を招く。
【０１３１】
　他の実施形態(以下、実施形態２と称する)において、ＵＥ１は、ソフトセル分割を遂行
するように構成され、ＣＳＩ-ＲＳ構成１で構成される。ＵＥ１は、ＰＤＳＣＨを
【０１３２】
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【数２９】

【０１３３】
で初期化されたスクランブリングシーケンスによりスクランブリングされたＵＥ-ＲＳと
共に受信する。ここで、ｎＳＣＩＤ２は、ＲＣ１、ＳＣ１、及びＡＰＣ１のうち少なくと
も一つの関数だけでなく追加的パラメータＸである。ここで、Ｘは、ＴＰがＵＥ-ＲＳス
クランブリング動作を制御する手段を提供するパラメータである。例えば、
【０１３４】

【数３０】

【０１３５】
は、Ｎｘビットパラメータである。Ｘのシグナリングに対して、２個の他の方式について
は、次のように記載する。
【０１３６】
　第１の代替方式(Ａｌｔ１)において、パラメータＸは、無線リソース制御(ＲＲＣ)階層
で準静的に(semi-statically)シグナリングされる。第２の代替方式(Ａｌｔ２)で、パラ
メータＸは、ＤＣＩフォーマットで動的にシグナリングされる。
【０１３７】
【数３１】

【０１３８】
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【数３２】

【０１３９】
　これら例において、ΔＣＳＩ－ＲＳは、＜表２＞を用いてＩＣＳＩ－ＲＳ＝ＳＣ１から
導出されるＣＳＩ-ＲＳサブフレームオフセットである。
【０１４０】
　関数ｇ(ＲＣ)を決定する一部の代替方式は、次のように記載される。
　ｇ(ＲＣ)＝ＲＣ
　ｇ(ＲＣ)＝ＲＣｍｏｄ１０
【０１４１】
　他の実施形態(以下、実施形態３と称する)において、ＣｏＭＰ動作に対して、ＵＥ２は
、ソフトセル分割を遂行するように構成され、２個のＣＳＩ-ＲＳ構成、すなわちＣＳＩ-
ＲＳ構成１及びＣＳＩ-ＲＳ構成２で構成される。この実施形態において、ＵＥ２は、ｎ

ＳＣＩＤ２を決定するために２個の構成のうち１個のＣＳＩ-ＲＳ構成を識別する。１個
のＣＳＩ-ＲＳ構成が決定されると、ＵＥ２は、１個のＣＳＩ-ＲＳ構成のフィールド値に
基づいてｎＳＣＩＤ２を計算し、初期値
【０１４２】
【数３３】

【０１４３】
を用いてスクランブリングされるＵＥ-ＲＳを受信する。ｎＳＣＩＤ２の一部例は、実施
形態１及び実施形態２にリストされている。ＵＥが２個の構成のうちｎＳＣＩＤ２を決定
するために使用される１個のＣＳＩ-ＲＳ構成を決定する例示方法について、以下に記載
する。
【０１４４】
　一実施形態では、ｎＳＣＩＤ２を決定する１個のＣＳＩ-ＲＳ構成は、ＵＥがＥ-ＰＤＣ
ＣＨを受信するＵＥの基本ＴＰのＣＳＩ-ＲＳ構成である。他の実施形態において、ｎＳ

ＣＩＤ２を決定する１個のＣＳＩ-ＲＳ構成は、ＲＲＣシグナリングにより明示的に(expl
icitly)識別される。
【０１４５】
　一つの方法では、ＲＲＣシグナリングは、ＵＥに対して構成される複数のＣＳＩ-ＲＳ
構成の中から単一基本ＣＳＩ-ＲＳ構成を識別する。この場合、基本(primary)ＣＳＩ-Ｒ
Ｓ構成のフィールド値はｎＳＣＩＤ２を決定する。例えば、ＵＥ２がＣＳＩ-ＲＳ構成１
が基本ＣＳＩ-ＲＳ構成であることを識別するＲＲＣシグナリングを受信する場合、ＵＥ
２は、初期値
【０１４６】
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【数３４】

【０１４７】
を用いてスクランブリングされるＵＥ-ＲＳを受信する。ここで、ｎＳＣＩＤ２は、ＣＳ
Ｉ-ＲＳ構成１のフィールド値に基づいて決定される。
【０１４８】
　ＣＳＩ-ＲＳ構成１が基本ＣＳＩ-ＲＳ構成であることを識別するための一例のＲＲＣシ
グナリング設計は、ＣＳＩ-ＲＳ構成が基本であるか否かを表す各ＣＳＩ-ＲＳ構成で１ビ
ットフラグフィールド(例えば、ｐｒｉｍａｒｙＦｌａｇ)を導入することである。ｐｒｉ
ｍａｒｙＦｌａｇ＝１である場合、関連したＣＳＩ-ＲＳ構成は基本である。ｐｒｉｍａ
ｒｙＦｌａｇ ＝０である場合、関連したＣＳＩ-ＲＳ構成は基本でない。このようなＲＲ
Ｃシグナリングメッセージの一例は、以下に示すようであり、ＲＲＣシグナリングメッセ
ージは、２個のＣＳＩ-ＲＳ構成、すなわちＣＳＩ-ＲＳ構成１及びＣＳＩ-ＲＳ構成２を
含み、ＣＳＩ-ＲＳ構成１(ＣＳＩ-ＲＳ１)は、ｐｒｉｍａｒｙＦｌａｇ＝１に設定される
基本構成になるようにフラグ化される。
【０１４９】

【数３５】

【０１５０】
　他の方法では、１個のＲＲＣシグナリングメッセージは、下記に示すように２個のＣＳ
Ｉ-ＲＳ構成、すなわちＣＳＩ-ＲＳ構成１及びＣＳＩ-ＲＳ構成２を含む。シグナリング
メッセージは、ＵＥ２に送信される。すると、ＵＥ２は、ｎＳＣＩＤ２を決定するために
ＲＲＣシグナリングメッセージに含まれている第１のＣＳＩ-ＲＳ構成、すなわちＣＳＩ-
ＲＳ構成１を使用する。
【０１５１】



(33) JP 6105582 B2 2017.3.29

10

20

30

40

50

【数３６】

【０１５２】
　ｎＳＣＩＤ２を決定する１個のＣＳＩ-ＲＳ構成は、最も小さいｇ(ＲＣ)を有する。ｇ(
ＲＣ)＝ＲＣを使用する一例で、ＲＣ１＝７及びＲＣ２＝１５である場合、ＵＥ２は、ｎ

ＳＣＩＤ２を決定するためにＣＳＩ-ＲＳ構成１を使用する。ｇ(ＲＣ)＝ＲＣｍｏｄ１０
を使用する他の例で、ＲＣ１＝７及びＲＣ２＝１５である場合、ＵＥ２は、ｎＳＣＩＤ２

を決定するためにＣＳＩ-ＲＳ構成２を使用する。
【０１５３】
　ｎＳＣＩＤ２を決定する１個のＣＳＩ-ＲＳ構成は、最小周期、すなわちＴＣＳＩ－Ｒ

Ｓを有し、ここでＴＣＳＩ－ＲＳは、＜表２＞でＴＣＳＩ－ＲＳ＝ＳＣを使用して導出さ
れるＣＳＩ-ＲＳ周期である。例えば、ＳＣ１がＴＣＳＩ－ＲＳ＝５を提供し、ＳＣ２が
ＴＣＳＩ－ＲＳ＝１０を提供する場合、ＵＥ２は、ｎＳＣＩＤ２を決定するためにＣＳＩ
-ＲＳ構成１を使用する。
【０１５４】
ｎＳＣＩＤ２を決定する１個のＣＳＩ-ＲＳ構成は、最大周期、すなわちＴＣＳＩ－ＲＳ

を有する。ここで、ＴＣＳＩ－ＲＳは、＜表２＞でＩＣＳＩ－ＲＳ＝ＳＣを用いて導出さ
れるＣＳＩ-ＲＳ周期である。例えば、ＳＣ１がＴＣＳＩ－ＲＳ＝５を提供し、ＳＣ２が
ＴＣＳＩ－ＲＳ＝１０を提供する場合、ＵＥ２は、ｎＳＣＩＤ２を決定するためにＣＳＩ
-ＲＳ構成２を使用する。
【０１５５】
　ｎＳＣＩＤ２を決定する１個のＣＳＩ-ＲＳ構成は、最も小さいオフセット、すなわち
ΔＣＳＩ－ＲＳを有する。ここで、ΔＣＳＩ－ＲＳは、＜表２＞でＩＣＳＩ－ＲＳ＝ＳＣ
を用いて導出されたＣＳＩ-ＲＳサブフレームオフセットである。例えば、ＳＣ１がΔＣ

ＳＩ－ＲＳ＝５を提供し、ＳＣ２はΔＣＳＩ－ＲＳ＝１０を提供する場合、ＵＥ２は、ｎ

ＳＣＩＤ２を決定するためにＣＳＩ-ＲＳ構成１を使用する。
【０１５６】
　ｎＳＣＩＤ２を決定する１個のＣＳＩ-ＲＳ構成は、最大オフセット、すなわちΔＣＳ

Ｉ－ＲＳを有する。ここで、ΔＣＳＩ－ＲＳは、＜表２＞でＩＣＳＩ－ＲＳ＝ＳＣを用い
て導出されるＣＳＩ-ＲＳサブフレームオフセットである。例えば、ＳＣ１がΔＣＳＩ－

ＲＳ＝５を提供し、ＳＣ２がΔＣＳＩ－ＲＳ＝１０を提供する場合、ＵＥ２は、ｎＳＣＩ

Ｄ２を決定するためにＣＳＩ-ＲＳ構成２を使用する。
【０１５７】
　アップリンクソフトセル分割-ＣＳＩ-ＲＳ構成パラメータに基づいたＵＬ　ＲＳベース
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シーケンス初期化
【０１５８】
　ソフトセル分割がアップリンクのために具現される場合、２個のベースＲＳシーケンス
は、異なるＴＰにアップリンク信号を送信する２個のＵＥに対して異なるように構成され
、一方すべてのＴＰは、同一のセルＩＤで動作できる。ＵＬのためのソフトセル分割は、
図８に示される。図８に示すように、マクロ０、ＲＲＨ１、及びＲＲＨ２は、同一のセル
ＩＤ、すなわち
【０１５９】
【数３７】

【０１６０】
を用いて動作される。さらに、ＵＥ０及びＵＥ１は、マクロ０にＵＬ信号を送信し、ＵＥ
２はＲＲＨ１にＵＬ信号を送信し、ＵＥ３はＲＲＨ２にＵＬ信号を送信する。３個の異な
るＴＰに送信する３個のＵＥが異なるＵＬ　ＲＳベースシーケンスを使用する場合、ＵＬ
信号の干渉のコヒーレント追加を防止するために、ソフトセル分割が具現され得る。
【０１６１】
　本発明の実施形態によるＵＬソフトセル分割を可能にする方法について、下記のように
提供される。
【０１６２】
　方法２：ソフトセル分割を遂行するように構成されるＵＥは、少なくとも部分的にＵＥ
のＣＳＩ-ＲＳ構成、例えば上記した定義されたＣＳＩ-ＲＳ-Ｃｏｎｆｉｇに含まれてい
るｒｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇ(ＲＣ)、ｓｕｂｆｒａｍｅＣｏｎｆｉｇ(ＳＣ)、及びａ
ｎｔｅｎｎａＰｏｒｔｓＣｏｕｎｔ(ＡＰＣ)のうち少なくとも一つに基づいてＵＬ　ＲＳ
ベースシーケンスを生成する。ここで、
　ｓｕｂｆｒａｍｅＣｏｎｆｉｇ∈｛０，１，…，３１｝は、ＣＳＩ-ＲＳが上記した＜
表１＞により送信されるサブフレームを決定する。
　ａｎｔｅｎｎａＰｏｒｔｓＣｏｕｎｔ∈｛１，２，４，８｝は、ＣＳＩ-ＲＳが送信さ
れるアンテナポートの個数を決定する。
　ｒｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇ∈｛０，１，…，１５４｝は、ＣＳＩ-ＲＳが上記した
＜表２＞により送信されるサブフレームでａｎｔｅｎｎａＰｏｒｔｓＣｏｕｎｔに対応す
るＣＳＩ-ＲＳパターンを決定する。
【０１６３】
【数３８】

【０１６４】
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　方法２の図示のために、図８を考慮して、マクロ０は、ＣＳＩ-ＲＳ構成１によりＣＳ
Ｉ-ＲＳを送信し、ＲＲＨ１はＣＳＩ-ＲＳ構成２によりＣＳＩ-ＲＳを送信し、ＲＲＨ２
はＣＳＩ-ＲＳ構成３によりＣＳＩ-ＲＳを送信する。ここで、３個のＣＳＩ-ＲＳ構成は
、下記のように定義される。
【０１６５】
　ＣＳＩ-ＲＳ構成１は、少なくとも次のようにフィールドを含む。
　ｒｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇ＝ＲＣ１
　ｓｕｂｆｒａｍｅＣｏｎｆｉｇ＝ＳＣ１
　ａｎｔｅｎｎａＰｏｒｔＣｏｕｎｔ＝ＡＰＣ１
　ＣＳＩ-ＲＳ構成２は、少なくとも次のようなフィールドを含む。
　ｒｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇ＝ＲＣ２
　ｓｕｂｆｒａｍｅＣｏｎｆｉｇ＝ＳＣ２
　ａｎｔｅｎｎａＰｏｒｔＣｏｕｎｔ＝ＡＰＣ２
　ＣＳＩ-ＲＳ構成３は、少なくとも次のようなフィールドを含む。
　ｒｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇ＝ＲＣ３
　ｓｕｂｆｒａｍｅＣｏｎｆｉｇ＝ＳＣ３
　ａｎｔｅｎｎａＰｏｒｔＣｏｕｎｔ＝ＡＰＣ３
【０１６６】
　図８において、ＵＥ１、ＵＥ２、及びＵＥ３は、Ｒｅｌ-１０特徴だけでなくＲｅｌ-１
１で導入された新たな特徴を実現する向上したＵＥである。
【０１６７】
　一実施形態(以下、実施形態０Ａと称する)において、ＵＥ０は、ソフトセル分割を遂行
するように構成されず、ＣＳＩ-ＲＳ構成１で構成される。ＵＥ０は、ベースシーケンス
【０１６８】
【数３９】

【０１６９】
で生成されたＰＵＳＣＨＤＭ-ＲＳ及びＰＵＣＣＨを送信する。ここで、ベースシーケン
スは、上記したＲｅｌ-８メカニズムにより生成される。
【０１７０】
　一実施形態において、ＵＥ０は、Ｒｅｌ-８ＵＥである。他の実施形態において、ＵＥ
０は、Ｒｅｌ-９ＵＥである。もう一つの実施形態において、ＵＥ０はＲｅｌ-１０　ＵＥ
である。さらに、他の実施形態において、ＵＥ０はＲｅｌ-１１　ＵＥであり、Ｒｅｌ-１
１　ＵＥは、ソフトセル分割を実現するためにシグナリングを受信していない。
【０１７１】
　一実施形態(以下、実施形態４と称する)において、ＵＥ１は、ソフトセル分割を遂行す
るように構成され、ＣＳＩ-ＲＳ構成１で構成される。ＵＥ１はベースシーケンス
【０１７２】
【数４０】

【０１７３】
を用いて生成されたＰＵＳＣＨＤＭ-ＲＳとＰＵＣＣＨのうち少なくとも一つを送信する
。ここで、シーケンスグループ番号ｕは、ＲＣ１、ＳＣ１、及びＡＰＣ１のうち少なくと
も一つに基づいて生成される。ｕ∈｛０，１，…，２９｝を決定する一部実施形態を挙げ
て以下に記載し、ここで、ｇ(ＲＣ)はＲＣ＝ＲＣ１の関数である。
【０１７４】
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【数４１】

【０１７５】
　ｇ(ＲＣ)を決定する一部代替方式は、下記のように記載される。
　ｇ(ＲＣ)＝ＲＣ
　ｇ(ＲＣ)＝ＲＣｍｏｄ１０
【０１７６】
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【数４２】

【０１７７】
【数４３】

【０１７８】
　しかしながら、疑似ランダムシーケンスｃ(ｉ)は異なって初期化される。疑似ランダム
シーケンスｃ(ｉ)に対する初期値シードｃｉｎｉｔを決定する一部例の数式は、下記のよ
うである。
【０１７９】
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【０１８０】
　ここで、ΔＣＳＩ－ＲＳは、ＩＣＳＩ－ＲＳ＝ＳＣ１を有する＜表２＞に定義されてい
るＣＳＩ-ＲＳサブフレームオフセットであり、ＩＣＳＩ－ＲＳ＝ＳＣ１であり、ｇ(ＲＣ
)はＲＣ＝ＲＣ１の関数である。ｇ(ＲＣ)を決定する一部代替方式は、次のように記載さ
れる。
【０１８１】
　ｇ(ＲＣ)＝ＲＣ
　ｇ(ＲＣ)＝ＲＣｍｏｄ１０　
【０１８２】
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【数４６】

【０１８４】
　ここで、ΔＣＳＩ－ＲＳは、ＩＣＳＩ－ＲＳ＝ＳＣ１を有する＜表２＞に定義されてい
るＣＳＩ-ＲＳサブフレームオフセットであり、ＩＣＳＩ－ＲＳ＝ＳＣ１であり、ｇ(ＲＣ
)はＲＣ＝ＲＣ１の関数である。ｇ(ＲＣ)を決定する一部代替方式は、次のように記載さ
れる。
【０１８５】
　ｇ(ＲＣ)＝ＲＣ
　ｇ(ＲＣ)＝ＲＣｍｏｄ１０　
【０１８６】
　ＰＵＳＣＨシーケンス-シフトパターン
【０１８７】
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【０１８８】
　他の代替方式では、ＰＵＳＣＨシーケンスシフトパターンは、Ｒｅｌ-８ＵＥ動作によ
り決定され、それによってソフトセル分割は、ＰＵＳＣＨに適用されない。
【０１８９】

【数４８】

【０１９０】
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【数４９】

【０１９１】
　ＰＵＳＣＨシーケンスシフトパターン
【０１９２】
【数５０】

【０１９３】
は、ＲＣ１、ＳＣ１、及びＡＰＣ１のうち少なくとも一つに基づいて決定され、それによ
ってソフトセル分割を可能にする。ＰＵＳＣＨシーケンスシフトパターンを決定する一部
例の数式は、下記のようである。ここで、ｇ(ＲＣ)は、ＲＣ＝ＲＣ１の関数である。
【０１９４】
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【数５１】

【０１９５】
　ここで、ΔＣＳＩ－ＲＳは、ＩＣＳＩ－ＲＳ＝ＳＣ１を有する＜表２＞で定義されるＣ
ＳＩ-ＲＳサブフレームオフセットであり、ＩＣＳＩ－ＲＳ＝ＳＣ１である。
【０１９６】
　ｇ(ＲＣ)を決定する一部代替方式は、以下のように記載される。
【０１９７】
　ｇ(ＲＣ)＝ＲＣ、ｇ(ＲＣ)は、ＦＤＤの場合に対応する１ポート又は２ポートＣＳＩ-
ＲＳパターンに基づいて２０個の可能な値を有する場合。
【０１９８】
　ｇ(ＲＣ)＝ＲＣｍｏｄ１０、ｇ(ＲＣ)がＦＤＤの場合に対応する４ポートＣＳＩ-ＲＳ
パターンに基づき、１０個の可能な値を有する場合、すなわち、２個のＣＳＩ-ＲＳパタ
ーンが同一の４ポートＣＳＩ-ＲＳパターンに属している場合、２個の１ポート又は２ポ
ートＣＳＩ-ＲＳパターンが同一のｇ(ＲＣ)をもたらす場合、
【０１９９】

【数５２】

【０２００】
に対する一例の数式は、ＰＵＣＣＨのソフトセル分割でなく、ＰＵＳＣＨのソフトセル分
割を可能にする。
【０２０１】
【数５３】

【０２０２】



(44) JP 6105582 B2 2017.3.29

10

20

30

40

【数５４】

【０２０３】
　他の実施形態(以下、実施形態９と称する)において、ＵＥ１は、ソフトセル分割を遂行
するように構成され、ＣＳＩ-ＲＳ構成１で構成される。ＵＥ１はベースシーケンス
【０２０４】
【数５５】

【０２０５】
で生成されるＰＵＳＣＨ　ＤＭ-ＲＳ及びＰＵＣＣＨのうち少なくとも一つを送信する。
ここで、シーケンスグループ番号ｕは、ＲＣ１、ＳＣ１、及びＡＰＣ１のうち少なくとも
一つだけでなく追加的パラメータＸに基づいて生成される。一実施形態において、パラメ
ータＸは、ＲＲＣ階層でＵＥ-特定するように明示的にシグナリングされる。他の実施形
態において、パラメータＸは、ＤＣＩフォーマットで動的にへシグナリングされる。もう
一つの実施形態において、パラメータＸは、この実施形態でシーケンスグループ番号ｕだ
けでなく、実施形態２のようにＵＥ-ＲＳスクランブリング初期値ｎＳＣＩＤ２を決定す
るために使用される。
【０２０６】
【数５６】

【０２０７】
がＲＣ＝ＲＣ１、ＳＣ＝ＳＣ１、ＡＰＣ＝ＡＰＣ１の関数であると仮定する場合、実施形
態４により、ＲＣ１、ＳＣ１、ＡＰＣ１、及びＸに基づいてｕ∈｛０，１，…，２９｝を
決定するための一部例の数式は、次のように記載される。
【０２０８】
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【０２０９】
　ここで、Ｘの追加は、ｅＮｏｄｅＢがＵＥ-ＲＳスクランブリング初期値ｃｉｎｉｔを
選択する、例えばＣＳＩ-ＲＳ構成により構成されるＵＥ-ＲＳスクランブリングと異なる
ＵＥ-ＲＳスクランブリングをＵＥに対して意図的に構成する柔軟性を有するようにする
。
【０２１０】
【数５８】

【０２１１】
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【数６０】

【０２１３】
　ここで、ΔＣＳＩ－ＲＳは、ＩＣＳＩ－ＲＳ＝ＳＣ１を有する＜表２＞に定義されるＣ
ＳＩ-ＲＳサブフレームオフセットであり、ＩＣＳＩ－ＲＳ＝ＳＣ１であり、ｇ(ＲＣ)＝
ＲＣ１の関数である。ｇ(ＲＣ)を決定する一部代替方式は、以下に記載される。
【０２１４】
　ｇ(ＲＣ)＝ＲＣ
　ｇ(ＲＣ)＝ＲＣｍｏｄ１０
【０２１５】
　他の実施形態(以下、実施形態１０と称する)において、ＵＥ１は、ソフトセル分割を遂
行するように構成され、ＣＳＩ-ＲＳ構成１を用いて構成される。ＵＥ１は、ベースシー
ケンス
【０２１６】
【数６１】

【０２１７】
を用いて生成されるＰＵＳＣＨ　ＤＭ-ＲＳ及びＰＵＣＣＨのうち少なくとも一つを送信
する。ここで、シーケンスグループ番号ｕは、ＲＣ１、ＳＣ１、及びＡＰＣ１のうち少な
くとも一つだけでなく信号がＰＵＳＣＨ　ＤＭ-ＲＳであるか、あるいはＰＵＣＣＨであ
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【０２１８】
　一実施形態において、信号がＰＵＳＣＨ　ＤＭ-ＲＳである場合、ＵＥは、ｕを生成し
、それによってソフトセル分割を可能にする。この信号がＰＵＣＣＨである場合、ＵＥは
、Ｒｅｌ-８ＵＥ動作によってｕを生成する。信号がＰＵＳＣＨ　ＤＭ-ＲＳである場合、
ＵＥは、ＲＣ１、ＳＣ１、及びＡＰＣ１を使用する実施形態４～実施形態９の例に従って
ｕ∈｛０，１，…，２９｝を生成する。信号がＰＵＣＣＨ　である場合、ＵＥは、Ｒｅｌ
-８手順に従ってｕ∈｛０，１，…，２９｝を生成する。この方式の利点は、ｅＮｏｄｅ
Ｂが異なるＣＳＩ-ＲＳ構成を用いて構成される異なるＵＥから送信されるＰＵＣＣＨシ
ーケンスを直交化し、同時にシステムは、ＰＵＳＣＨに対するソフトセル分割利得を獲得
することができる。
【０２１９】
　他の実施形態において、信号がＰＵＣＣＨである場合、ＵＥは、ｕを生成し、したがっ
てソフトセル分割を可能にする。この信号がＰＵＳＣＨ　ＤＭ-ＲＳである場合、ＵＥは
、Ｒｅｌ-８ＵＥ動作によってｕを生成する。信号がＰＵＣＣＨである場合、ＵＥは、Ｒ
Ｃ１、ＳＣ１、及びＡＰＣ１を用いて実施形態４～実施形態９での例に従ってｕ∈｛０，
１，…，２９｝を生成する。信号がＰＵＳＣＨ　ＤＭ-ＲＳである場合、ＵＥは、Ｒｅｌ-
８手順に従ってｕ∈｛０，１，…，２９｝を生成する。この方式の利点は、ｅＮｏｄｅＢ
が異なるＣＳＩ-ＲＳ構成で構成された異なるＵＥから送信されるＰＵＳＣＨ　ＤＭ-ＲＳ
を直交化しており、同時にシステムはＰＵＣＣＨに対するソフトセル分割利得を獲得する
ことができる。
【０２２０】
　他の実施形態(以下、実施形態１１と称する)において、ＣｏＭＰ動作に対して、ＵＥ２
は、ソフトセル分割を遂行するように構成され、２個のＣＳＩ-ＲＳ構成、すなわちＣＳ
Ｉ-ＲＳ構成１及びＣＳＩ-ＲＳ構成２を用いて構成される。この実施形態において、ＵＥ
２は、ソフトセル分割を可能にするシーケンスグループ番号ｕ∈｛０，１，…，２９｝を
決定するために２個の構成のうち１個のＣＳＩ-ＲＳ構成を識別する。１個のＣＳＩ-ＲＳ
構成が決定されると、ＵＥ２は、１個のＣＳＩ-ＲＳ構成のフィールド値に基づいてｕ∈
｛０，１，…，２９｝を計算し、ベースシーケンス
【０２２１】
【数６２】

【０２２２】
を用いて生成されるＰＵＳＣＨ　ＤＭ-ＲＳ及びＰＵＣＣＨのうち少なくとも一つを送信
する。ここで、ｕ∈｛０，１，…，２９｝を計算する一部例の方法は、実施形態４～実施
形態１０で説明される。ＵＥ２が２個の構成のうちｕ∈｛０，１，…，２９｝を決定する
ために使用される１個のＣＳＩ-ＲＳ構成を決定する一部例の方法は、実施形態３で説明
される。
【０２２３】
　他の実施形態(以下、実施形態１２と称する)において、ＵＥ１は、ソフトセル分割を遂
行するように構成され、ＣＳＩ-ＲＳ構成１で構成され、ＰＵＳＣＨを送信するためにス
ケジューリングされる。
【０２２４】
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【数６３】

【０２２５】

【数６４】

【０２２６】
【数６５】

【０２２７】
　ＵＬ/ＤＬソフトセル分割－ソフトセル分割の構成
【０２２８】
　一実施形態において、図７又は図８に示すＵＥ１は、ＲＲＣ階層でソフトセル分割を遂
行することを示す情報エレメント(ＩＥ)を受信し、するとＵＥ１は、ダウンリンクＵＥ-
ＲＳ及びアップリンクＲＳ/ＰＵＣＣＨのためにソフトセル分割を遂行するように構成さ
れる。一実施形態において、ＩＥは、＜表３＞に示すようにソフトセル分割をトグリング
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【０２２９】
【表３】

【０２３０】
　他の実施形態において、図７又は図８に示すＵＥ１がＲｅｌ-１１　ＣＳＩ-ＲＳ構成を
受信する場合、ＵＥ１は、ダウンリンクＵＥ-ＲＳ及びアップリンクＲＳ/ＰＵＣＣＨに対
してソフトセル分割を遂行するように構成される。ソフトセル分割をトグリングオン又は
オフすることに対する例示メカニズムは、＜表４＞に示すようである。
【０２３１】

【表４】

【０２３２】
　他の実施形態において、図７又は図８に示すＵＥ１がＲｅｌ-１１　ＣＳＩ-ＲＳ構成を
受信する場合、ＵＥ１は、ダウンリンクＵＥ-ＲＳのみに対してソフトセル分割を遂行す
るように構成される。このシグナリングは、ＵＬソフトセル分割がＵＬソフトセル分割を
通じなくては大きく有益でないシナリオに対して使用可能である。ソフトセル分割をトグ
リングオン又はオフする例示メカニズムは、＜表５＞に示すようである。
【０２３３】
【表５】

【０２３４】
　他の実施形態において、図７又は図８に示すＵＥ１がＥ-ＰＤＣＣＨを受信するように
構成される場合、ＵＥ１は、ダウンリンクＵＥ-ＲＳ及びアップリンクＲＳ/ＰＵＣＣＨに
対してソフトセル分割を遂行するように構成される。ソフトセル分割をトグリングオン又
はオフする例示メカニズムは、＜表６＞に示す。
【０２３５】
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【表６】

【０２３６】
　他の実施形態において、図７又は図８に示すＵＥ１が実施形態２及び実施形態９のよう
にパラメータＸを受信する場合、ＵＥ１は、ダウンリンクＵＥ-ＲＳ及びアップリンクＲ
Ｓに対してソフトセル分割を遂行するように構成される。ソフトセル分割をトグリングオ
ン又はオフする例示メカニズムは、＜表７＞に示す。
【０２３７】
【表７】

【０２３８】
　アップリンクソフトセル分割-ＰＵＣＣＨリソース割り当て
【０２３９】
　レガシーシステム(３ＧＰＰ　ＬＴＥ　Ｒｅｌ８，９，１０)において、ＨＡＲＱ-ＡＣ
Ｋ(ＰＵＣＣＨフォーマット１ａ/１ｂ)を伝達するＰＵＣＣＨリソースは、ＵＥのＨＡＲ
Ｑ-ＡＣＫフィードバックがＰＤＣＣＨにより動的にスケジューリングされるＰＤＳＣＨ
のためのことである場合、ＵＥに対して動的に構成される。
【０２４０】
【数６６】

【０２４１】
　スロットｎｓでＰＵＣＣＨの送信に使用される物理リソースブロックは、次のように与
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【０２４２】
【数６７】

【０２４３】
　Ｒｅｌ-１１システムにおいて、一つのタイプ(タイプ１)のＵＥは、ＰＵＣＣＨに対す
るＵＬソフトセル分割を実現し、一方、他のタイプ(タイプ０）のＵＥはＰＵＣＣＨに対
するＵＬソフトセル分割を実現しない。２個のタイプのＵＥ間の干渉及びそのシステム性
能に対する否定的影響を減少させるために、各ＰＲＢで一つのタイプのＩＥのみを多重化
することが有利である。図９は、このようなコンセプトを示す。図９に示すように、ＰＲ
Ｂ＃０は、Ｒｅｌ-８メカニズムによりＰＵＣＣＨを送信するタイプ０ＵＥのみにより使
用される。一方、ＰＲＢ＃１及びＰＲＢ＃２は、ソフトセル分割を用いてＰＵＣＣＨを送
信するタイプ１ＵＥのみにより使用される。
【０２４４】
　一実施形態において、図７又は図８に示すＵＥ１は、ソフトセル分割を実現するように
構成され、ＣＳＩ-ＲＳ構成１で構成される。
【０２４５】
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【０２４６】
　他の実施形態において、図７又は図８に示すＵＥ１は、ソフトセル分割を実現するよう
に構成され、ＣＳＩ-ＲＳ構成１を用いて構成される。
【０２４７】
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【数６９】

【０２４８】

【数７０】

【０２４９】
　他の実施形態において、図７又は図８に示すＵＥ１は、ソフトセル分割を具現するよう
に構成され、ＣＳＩ-ＲＳ構成１で構成される。
【０２５０】
【数７１】

【０２５１】
　一実施形態では、候補の個数Ｎ＝４であり、それによって２ビット情報エレメント(Ｉ
Ｅ)が、例えばＤＬグラントに対応するようにＰＤＣＣＨに含まれる。
【０２５２】
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【数７２】

【０２５３】

【表８】

【０２５４】
　例えば、ＩＥは、明示的２ビットフィールドとしてＤＬグラントに含まれる。
【０２５５】
他の実施形態において、候補の個数Ｎ＝２であり、それによって１ビット情報エレメント
(ＩＥ)が例えば、ＤＬグラントに対応するようにＰＤＣＣＨに含まれる。
【０２５６】

【数７３】

【０２５７】
【表９】

【０２５８】
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　例えば、ＩＥは、明示的１ビットフィールドとしてＵＬグラントに含まれる。
【０２５９】
　他の実施形態において、図７又は図８に示したＵＥ１は、ソフトセル分割を実現するよ
うに構成され、ＣＳＩ-ＲＳ構成１を用いて構成される。その後、ＵＥ１は、ＰＵＣＣＨ
フォーマット１/１ａ/１ｂリソースを決定し、ＤＬグラントの位置に基づいて、すなわち
ＰＤＣＣＨ又はＥ-ＰＤＣＣＨがＨＡＲＱ-ＡＣＫフィードバックと関連したＤＬグラント
を伝達するために使用されるか否かに基づいてＵＥ１のベースシーケンスを異なって生成
する。Ｅ-ＰＤＣＣＨに対して、図６を参照すする。一実施形態において、ＵＥ１は、Ｕ
Ｅ１が＜表１０＞に示すようにＥ-ＰＤＣＣＨ領域でＤＬグラントを受信する場合、ＰＵ
ＣＣＨフォーマット１/１ａ/１ｂに対するＵＬ　ＲＳベースシーケンスを生成する。
【０２６０】
【表１０】

【０２６１】
　ＲＥＦ３のセクション５.１.２で、ＰＵＣＣＨ電力制御は、次のように説明される。
【０２６２】
　サービングセルｃが基本セルである場合、サブフレームiで物理アップリンク制御チャ
ンネル(ＰＵＣＣＨ)送信のためのＵＥ送信電力ＰＰＵＣＣＨの設定は、次のように定義さ
れる。
【０２６３】
【数７４】

【０２６４】
　ここで、ＰＣＭＡＸ,ｃ(i)は、サービングセルｃに対してサブフレームｉで構成された
ＵＥ送信電力である。
【０２６５】
　パラメータΔＦ_ＰＵＣＣＨ(Ｆ)は、上位階層により提供される。各 ΔＦ_ＰＵＣＣＨ(
Ｆ)値は、ＰＵＣＣＨフォーマット１ａに関連したＰＵＣＣＨフォーマット(Ｆ)に対応し
、ここで、各ＰＵＣＣＨフォーマット(Ｆ)は、ＲＥＦ３の＜表５.４-１＞に定義される。
【０２６６】
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【数７６】

【０２６８】
　ＰＯ_ＰＵＣＣＨは、上位階層により提供されるパラメータＰＯ_ＮＯＭＩＮＡＬ_ＰＵ

ＣＣＨと上位階層により提供されるパラメータの和で構成されるパラメータである。
【０２６９】
　δＰＵＣＣＨは、ＵＥ-特定訂正値であり、ＴＰＣ命令と称され、基本セルのためにＤ
ＣＩフォーマット１Ａ/１Ｂ/１Ｄ/１/２Ａ/２/２Ｂ/２Ｃを用いてＰＤＣＣＨに含まれ、
あるいはそのＣＲＣパリティビットがＴＰＣ-ＰＵＣＣＨ-ＲＮＴＩでスクランブリングさ
れるＤＣＩフォーマット３/３Ａを用いてＰＤＣＣＨで他のＵＥ-特定ＰＵＣＣＨ訂正値と
ジョイント符号化して送信される。
【０２７０】
　ＵＥは、ＤＲＸに存在する場合を除いてはサブフレームごとにＵＥのＴＰＣ-ＰＵＣＣ
Ｈ-ＲＮＴＩを用いてＤＣＩフォーマット３/３ＡのＰＤＣＣＨを復号化し、ＵＥのセル無
線ネットワーク臨時識別子(Ｃ-ＲＮＴＩ)又はＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩを用いてＤＣＩフォ
ーマット１Ａ/１Ｂ/１Ｄ/１/２Ａ/２/２Ｂ/２Ｃの一つあるいは数個のＰＤＣＣＨを復号
化することを試みる。ＵＥが基本セルに対してＤＣＩフォーマット１Ａ/１Ｂ/１Ｄ/１/２
Ａ/２/２ｂ/２Ｃを用いてＰＤＣＣＨを復号化し、対応する検出されたＲＮＴＩがＵＥの
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Ｃ-ＲＮＴＩ又はＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩと同一である場合、ＵＥは、セクション１０.１のよ
うにＤＣＩフォーマットに含まれているＴＰＣフィールドがＰＵＣＣＨリソースを決定す
るために使われない限り、ＰＤＣＣＨで提供されるδＰＵＣＣＨを使用する。一方、ＵＥ
がＤＣＩフォーマット３/３Ａを用いてＰＤＣＣＨを復号化する場合、ＵＥは、ＰＤＣＣ
Ｈで提供されるδＰＵＣＣＨを使用する。そうでない場合、ＵＥはδＰＵＣＣＨ＝０ｄＢ
を設定する。
【０２７１】
【数７７】

【０２７２】
　ここで、ｇ(ｉ)は、現在のＰＵＣＣＨ電力制御調整状態であり、ｇ(０)はリセット後最
初の値である。ＦＤＤに対して、Ｍ＝１及ｋ０＝４である。ＴＤＤに対して、Ｍ及びｋｍ

の値は＜表１０.１,３.１-１＞で与えられる。
【０２７３】
　ＤＣＩフォーマット１Ａ/１Ｂ/１Ｄ/１/２Ａ/２/２ｂ/２Ｃを用いてＰＤＣＣＨでシグ
ナリングされるδＰＵＣＣＨｄＢ値は、数７８で与えられる。ＤＣＩフォーマット１/１
Ａ/２/２Ａ/２Ｂ/２Ｃを使用するＰＤＣＣＨがＳＰＳ活性化ＰＤＣＣＨとして有効であり
、あるいはＤＣＩフォーマット１Ａを使用するＰＤＣＣＨがＳＰＳ解除ＰＤＣＣＨで有効
である場合、δＰＵＣＣＨｄは０ｄＢである。ＤＣＩフォーマット３/３Ａを使用するＰ
ＤＣＣＨでシグナリングされるδＰＵＣＣＨｄＢ値は、＜数７８＞又は＜数７９＞で上位
階層により準静的に構成される場合のように与えられる。
【０２７４】
　ＰＯ_ＵＥ_ＰＵＣＣＨ値が上位階層により変更される場合、ｇ(０)＝０である。そうで
ないと、ｇ(０)＝ΔＰｒａｍｐｕｐ＋δｍｓｇ２である。ここで、δｍｓｇ２は、ランダ
ムアクセス応答で指示されるＴＰＣ命令であり、これはセクション６.２を参照する。ま
た、ΔＰｒａｍｐｕｐは、上位階層により提供される最初のプリアンブルから最後のプリ
アンブルまでの全体電力ランプアップ(ramp-up)である。
【０２７５】
　ＵＥが基本セルに対してＰＣＭＡＸ，ｃに到達される場合、基本セルに対する正のＴＰ
Ｃ命令は、累積されない。ＵＥが最小電力に至った場合、負のＴＰＣ命令は、累積されな
い。ＵＥは、ＰＯ_ＵＥ_ＰＵＣＣＨ値が上位階層により変更される場合、あるいはＵＥが
ランダムアクセス応答メッセージを受信する場合に累積をリセットする。ｉがＴＤＤでア
ップリンクサブフレームでない場合には、ｇ(ｉ)＝ｇ(ｉ－１)である。
【０２７６】

【数７８】



(60) JP 6105582 B2 2017.3.29

10

20

30

40

50

【数７９】

【０２７７】
　ダウンリンク動的ＵＥ-ＲＳスクランブリング
【０２７８】
　図１０は、本発明の一実施形態による異種ネットワーク(heterogeneous　network)にお
けるダウンリンク送信を示す。図７に示すように、図１０は、ＬＴＥ-Ａ　Ｒｅｌ-１１　
ＣｏＭＰシナリオ４を示し、中央制御器は、マクロカバレッジで複数の送信ポイント(Ｔ
Ｐ)(マクロ０、ＲＲＨ１、及びＲＲＨ２)を制御する。一個の物理セルＩＤ
【０２７９】
【数８０】

【０２８０】
はマクロ及びＲＲＨに割り当てられる。複数のＵＥ(ＵＥ０～ＵＥ５)は、マクロ及びＲＲ
Ｈのうち一つ以上と通信する。一部の実施形態において、マクロ０、ＲＲＨ１、及びＲＲ
Ｈ２の各々は、図１に示すようにｅＮＢ１０１～１０３のうち一つ以上を示し、あるいは
図７のマクロ０、ＲＲＨ１、及びＲＲＨ２のうち一つ以上を示すことができる。同様に、
各ＵＥ、ＵＥ０～ＵＥ５は、図１のＵＥ１１１～１１６のうち一つ以上、あるいは図７の
ＵＥ０～ＵＥ３のうち一つ以上を表すことができる。
【０２８１】
　レガシーＬＴＥ規格(３ＧＰＰ　ＬＴＥ　Ｒｅｌ-１０)によると、ＵＥがＤＬデータ信
号をどのＴＰから受信するかに関係なく、ＵＥは、ＵＥ-特定復調基準信号(ＵＥ-ＲＳ)が
初期アクセス手順の間に獲得される物理セルＩＤ
【０２８２】

【数８１】

【０２８３】
によりスクランブリングされることを期待する。３ＧＰＰ　ＴＳ３６.２１１　ｖ１０.０
.０のセクション６.１０.３.１において、ＵＥ動作は、次のように説明されるＵＥ-ＲＳ
のスクランブリングに関するものである。
【０２８４】
　疑似ランダムシーケンス生成器は、各サブフレームの開始で
【０２８５】
【数８２】

【０２８６】
を用いて初期化される。ここで、アンテナポート７及び８に対して、ｎＳＣＩＤは、ＰＤ
ＳＣＨ送信と関連した最近のＤＣＩフォーマット２Ｂ又は２Ｃで＜表６.１０.３.１-１＞
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により、スクランブリング識別子フィールドにより与えられる。アンテナポート７又は８
でＰＤＳＣＨ送信に関連したＤＣＩフォーマット２Ｂ又は２Ｃが存在しない場合、ＵＥは
、ｎＳＣＩＤを０として考慮する。アンテナポート９～１４に対して、ＵＥは、ｎＳＣＩ

Ｄを０として考慮する。
【０２８７】
　上記したＵＥ動作によると、マクロ０、ＲＲＨ１、及びＲＲＨ２は、図１０に示すよう
に、同一の周波数帯域で異なるＵＥに同時に送信される場合、各ＵＥで受信される他のＴ
Ｐからの干渉は、所望の信号にコヒーレントに追加され、それによって各ＵＥは、所望の
信号と干渉信号を区分できない。
【０２８８】
　この問題点を緩和させるために、ＵＥ-特定又はＴＰ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリング
は、Ｒｅｌ-１１　ＵＥに対して導入できる。
【０２８９】
　同時に、Ｒｅｌ-１１　ＵＥ及びＲｅｌ-１０あるいはＲｅｌ-９ＵＥのＭＵ-ＭＩＭＯ　
ＵＥペアリング(pairing)を可能にするために、Ｒｅｌ-１１　ＵＥに対するレガシーＵＥ
-ＲＳスクランブリングを使用することも有益であり得る。このスクランブリングを可能
にする２つの方法がこれから説明される。一つの方法は、ＤＬ/ＵＬグラントＤＣＩフォ
ーマットでＵＥ-ＲＳスクランブリング方法の動的指示である。この方法は、ＵＥ-特定、
ＴＰ-特定、及びＲｅｌ-１０互換可能なＵＥ-ＲＳスクランブリングのうち少なくとも２
個からのＵＥ-ＲＳスクランブリング方法の動的割り当てを含む。
【０２９０】
　第２の方法は、ＵＥ-ＲＳスクランブリング方法の準静的指示である。この方法は、Ｕ
Ｅ-特定、ＴＰ-特定、及びＲｅｌ-１０互換可能なＵＥ-ＲＳスクランブリングのうち少な
くとも２個からのＵＥ-ＲＳスクランブリング方法の(例えば、ＲＲＣシグナリングを通じ
て)準静的割り当てを含む。
【０２９１】
　図１０は、異種ネットワークでサブフレームｎ及びｎ＋１でのダウンリンク送信の実施
形態を示す。ＵＥ０はＲｅｌ-１０　ＵＥであるが、他のＵＥ(ＵＥ１、ＵＥ２、ＵＥ３、
ＵＥ４、及びＵＥ５)は、Ｒｅｌ-１１　ＵＥである。図１０に示すネットワークにおいて
、次のような送信は、サブフレームｎで発生する。
【０２９２】
　サブフレームｎで、ネットワークは、干渉電力に対して深刻な影響せずに、サブフレー
ムでＵＥ４及びＵＥ５(ここで、ＵＥ４はＲＲＨ１に近く位置しており、ＵＥ５はＲＲＨ
２に近く位置しており、ＲＲＨ２はＲＲＨ１から遠く離れて位置している)に対して同一
のＰＲＢをスケジューリングする。また、ＲＲＨ１及びＲＲＨ２からの２個のＵＥ-ＲＳ
は、異なるＵＥ-ＲＳスクランブリング(初期化)を用いて受信器でコヒーレントに結合さ
れない。このネットワークＭＵ-ＭＩＭＯは、Ｒｅｌ-１０　ＵＥ０の復調性能に対する影
響を及ぼさず、同時にＲｅｌ-１１　ＵＥ１及びＲｅｌ-１０　ＵＥ０に対する直交ＵＥ-
ＲＳを多重化して割り当てる。ネットワークＭＵ-ＭＩＭＯは、２個のＲｅｌ-１１　ＵＥ
、すなわちＵＥ２及びＵＥ３に対して直交ＵＥ-ＲＳを多重化して割り当てる。
【０２９３】
　一方、サブフレームｎ＋１で、ＵＥ１及びＵＥ２は、例えばＵＥ１及びＵＥ２がデータ
受信を完了したので送信を受信しない。ＵＥユーザー(population)変化によって、次のよ
うな送信がサブフレームｎ＋１で発生する。
【０２９４】
サブフレームｎ＋１で、ネットワークは、干渉電力に対して深刻な影響しないサブフレー
ムでＵＥ４及びＵＥ５(ここで、ＵＥ４はＲＲＨ１に近く位置し、ＵＥ５はＲＲＨ１から
遠く離れて位置しているＲＲＨ２に近く位置する)に対して同一のＰＲＢをスケジューリ
ングする。さらに、ＲＲＨ１及びＲＲＨ２からの２個のＵＥ-ＲＳは、異なるＵＥ-ＲＳス
クランブリング(初期値)を用いて受信器でコヒーレントに結合されない。ネットワークＭ
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Ｕ-ＭＩＭＯは、Ｒｅｌ-１０　ＵＥ０の復調性能に対する影響せず、同時にＲｅｌ-１１
　ＵＥ３及びＲｅｌ-１０　ＵＥ０に対する直交ＵＥ-ＲＳを多重化して割り当てる。
【０２９５】
　ネットワーク処理量及び実現/スケジューリングの柔軟性を増加させるために、ネット
ワークがこれら多様で動的に変更される送信方式を效率的にサポートすることが望ましい
。これら多様で動的な動作を可能にするために、制御シグナリング設計は、向上した(又
はＲｅｌ-１１)ＵＥに対して使われることができる。
【０２９６】
　ＴＰ-特定スクランブリングの実施形態
【０２９７】
　一実施形態において、ＴＰ-特定にスクランブリングされたＵＥ-ＲＳを受信するように
構成されるＵＥに対して、ＵＥ-ＲＳスクランブリングは、ＵＥのＣＳＩ-ＲＳ構成(例え
ば、上記したＣＳＩ-ＲＳ-Ｃｏｎｆｉｇ)の仮想セルＩＤ、ｒｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉ
ｇ、ｓｕｂｆｒａｍｅＣｏｎｆｉｇ、及びａｎｔｅｎｎａＰｏｒｔｓＣｏｕｎｔのうち少
なくとも一つを少なくとも部分的に基づいて初期化される。ここで、ＩＥ　ｓｕｂｆｒａ
ｍｅＣｏｎｆｉｇ∈｛０，１，…，３｝は、上記の＜表１＞によってＣＳＩ-ＲＳが送信
されるサブフレームを決定する。ＩＥ　ａｎｔｅｎｎａＰｏｒｔｓＣｏｕｎｔ∈｛１，２
，４，８｝は、ＣＳＩ-ＲＳが送信されるアンテナポートの個数を決定する。ＩＥ　ｒｅ
ｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇ∈｛０，１，…，１５４｝は、上記した＜表２＞によってＣＳ
Ｉ-ＲＳが送信されるサブフレームでａｎｔｅｎｎａＰｏｒｔｓＣｏｕｎｔに対応するよ
うにＣＳＩ-ＲＳパターンを決定する。仮想セルＩＤは、スクランブリングシーケンスを
初期化するために使用される。
【０２９８】
【数８３】

【０２９９】
　言い換えれば、ＵＥ-ＲＳスクランブリングに対するｃｉｎｉｔは、ｒｅｓｏｕｒｃｅ
Ｃｏｎｆｉｇ(ＲＣ)、ｓｕｂｆｒａｍｅＣｏｎｆｉｇ(ＳＣ、又はＩＣＳＩ-ＲＳ)及びａ
ｎｔｅｎｎａＰｏｒｔｓＣｏｕｎｔ(ＡＰＣ)のうち少なくとも一つの関数として定義され
る。
【０３００】
　一実施形態において、ＴＰ-特定するようにスクランブリングされたＵＥ-ＲＳを受信す
るように構成されるＵＥに対して、ＵＥ-ＲＳスクランブリングは、ＵＥのＣＳＩ-ＲＳ構
成(例えば、上記したＣＳＩ-ＲＳ-Ｃｏｎｆｉｇ)のｒｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇ、ｓｕ
ｂｆｒａｍｅＣｏｎｆｉｇ、及びａｎｔｅｎｎａＰｏｒｔｓＣｏｕｎｔのうち少なくとも
一つを少なくとも部分的に初期化される。ここで、ＩＥ　ｓｕｂｆｒａｍｅＣｏｎｆｉｇ
∈｛０，１，…，３１｝は、上記の＜表１＞によってＣＳＩ-ＲＳが送信されるサブフレ
ームを決定する。ＩＥ　ａｎｔｅｎｎａＰｏｒｔｓＣｏｕｎｔ∈｛１，２，４，８｝は、
ＣＳＩ-ＲＳが送信されるアンテナポートの個数を決定する。ＩＥ　ｒｅｓｏｕｒｃｅＣ
ｏｎｆｉｇ∈｛０，１，…，１５４｝は、上記した＜表２＞によってＣＳＩ-ＲＳが送信
されるサブフレームでａｎｔｅｎｎａＰｏｒｔｓＣｏｕｎｔに対応するようにＣＳＩ-Ｒ
Ｓ　パターンを決定する。
【０３０１】
　言い換えれば、ＵＥ-ＲＳスクランブリングに対するｃｉｎｉｔは、ｒｅｓｏｕｒｃｅ
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Ｃｏｎｆｉｇ(ＲＣ)、ｓｕｂｆｒａｍｅＣｏｎｆｉｇ(ＳＣ、又はＩＣＳＩ-ＲＳ)、及び
ａｎｔｅｎｎａＰｏｒｔｓＣｏｕｎｔ(ＡＰＣ)のうち少なくとも一つの関数として定義さ
れる。
【０３０２】
　この方法は、多くの利点を有する。一つの利点は、ＣｏＭＰシナリオ４動作のためのＣ
ＳＩ-ＲＳ構成に使用されるシグナリングに比べて、ソフトセル分割を可能にするために
構成されるＵＥ-ＲＳスクランブリング初期値に対して追加的な信号を必要としない(ある
いは少し必要とする)ということである。他の利点は、異なるＴＰは異なる時間-周波数リ
ソースでＣＳＩ-ＲＳを送信することが一般的であるため、ＣＳＩ-ＲＳ構成がＴＰ間に異
なることがあるということである。このような特性によって、この方法は、異なるＴＰか
らＤＬ信号を受信するＵＥが異なるようにスクランブリングされたＵＥ-ＲＳを用いてＤ
Ｌ信号を受信することを保証する。
【０３０３】
　上記方法の説明のために、図１０を考慮し、図１０ではマクロ０はＣＳＩ-ＲＳ構成１
によってＣＳＩ-ＲＳを送信し、ＲＲＨ１はＣＳＩ-ＲＳ構成２によりＣＳＩ-ＲＳを送信
し、ＲＲＨ２はＣＳＩ-ＲＳ構成３によりＣＳＩ-ＲＳを送信し、ここで、３個のＣＳＩ-
ＲＳ構成は下記のように定義される。
【０３０４】
　ＣＳＩ-ＲＳ構成１は、少なくとも下記のようなフィールドを含む。
　ｒｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇ＝ＲＣ１
　ｓｕｂｆｒａｍｅＣｏｎｆｉｇ＝ＳＣ１
　ａｎｔｅｎｎａＰｏｒｔＣｏｕｎｔ＝ＡＰＣ１
　ｖｉｒｔｕａｌＣｅｌｌＩＤ＝ＶＣＩＤ１
【０３０５】
　ＣＳＩ-ＲＳ構成２は、少なくとも下記のようなフィールドを含む。
　ｒｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇ＝ＲＣ２
　ｓｕｂｆｒａｍｅＣｏｎｆｉｇ＝ＳＣ２
　ａｎｔｅｎｎａＰｏｒｔＣｏｕｎｔ＝ＡＰＣ２
　ｖｉｒｔｕａｌＣｅｌｌＩＤ＝ＶＣＩＤ２
【０３０６】
　ＣＳＩ-ＲＳ構成３は、少なくとも下記のようなフィールドを含む。
　ｒｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇ＝ＲＣ３
　ｓｕｂｆｒａｍｅＣｏｎｆｉｇ＝ＳＣ３
　ａｎｔｅｎｎａＰｏｒｔＣｏｕｎｔ＝ＡＰＣ３
　ｖｉｒｔｕａｌＣｅｌｌＩＤ＝ＶＣＩＤ３
【０３０７】
　図１０において、ＵＥ１、ＵＥ２、及びＵＥ３は、Ｒｅｌ-１０特徴だけでなくＲｅｌ-
１１で導入された新たな特徴を実現する進歩したＵＥである。
【０３０８】
　一部例のＴＰ-特定スクランブリング初期値は、次のような実施形態で考慮される。
【０３０９】
　一実施形態において、ＵＥ１は、ＣＳＩ-ＲＳ構成１で構成され、ＴＰ-特定スクランブ
リングされたＵＥ-ＲＳを受信するように構成される。ＵＥ１は、ＲＲＣ構成されたＴＰ
　ＩＤ又はＣＳＩ-ＲＳ構成１に基づく初期値ｃｉｎｉｔを有するスクランブリングシー
ケンスによりスクランブリングされるＵＥ-ＲＳとＰＤＳＣＨを受信する。ｃinitに対す
る一部例は、以下に記載される。
【０３１０】
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【数８４】

【０３１１】
　ｎＳＣＩＤ２を決定する一部実施形態は下記のように説明され、ここで、Ｘは、ＵＥ-
ＲＳスクランブリング動作を制御するＴＰに対する手段を提供するパラメータである。例
えば、
【０３１２】

【数８５】

【０３１３】
は、Ｎｘビットパラメータである。一実施形態では、Ｘは、１ビット量である。Ｘのシグ
ナリングに対して、３個の代替方式が下記のように記載される。
【０３１４】
 第１の代替方式(Ａｌｔ０)において、パラメータＸは、‘０’に固定され、シグナリン
グされない。第２の代替方式(Ａｌｔ１)において、パラメータＸは、ＲＲＣ階層で準静的
にシグナリングされる。第３の代替方式(Ａｌｔ２)で、パラメータＸは、ＤＣＩフォーマ
ットで動的にシグナリングされる。
【０３１５】
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【数８６】

【０３１６】
【数８７】

【０３１７】
　これら例において、ΔＣＳＩ－ＲＳは、＜表２＞を用いてＩＣＳＩ－ＲＳ＝ＳＣ１から
導出されるＣＳＩ-ＲＳサブフレームオフセットである。
【０３１８】
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　関数ｇ(ＲＣ)を決定する一部代替方式は、次のように記載される。
　ｇ(ＲＣ)＝ＲＣ
　ｇ(ＲＣ)＝ＲＣｍｏｄ１０
【０３１９】
　一実施形態において、ＣｏＭＰ動作に対して、ＵＥ２は、２個のＣＳＩ-ＲＳ構成、す
なわちＣＳＩ-ＲＳ構成１及びＣＳＩ-ＲＳ構成２で構成される。また、ＵＥ２は、ＴＰ-
特定するようにスクランブリングされるＵＥ-ＲＳを受信するように構成される。この実
施形態で、ＵＥ２は、ｎＳＣＩＤ２を決定するために２個の構成のうち１個のＣＳＩ-Ｒ
Ｓ構成を識別する。１個のＣＳＩ-ＲＳ構成が決定されると、ＵＥ２は、１個のＣＳＩ-Ｒ
Ｓ構成のフィールド値に基づいてｎＳＣＩＤ２を計算し、ＲＲＣ構成されたＴＰ　ＩＤ又
はＣＳＩ-ＲＳ構成１に基づいた初期値ｃｉｎｉｔを用いてスクランブリングされたＵＥ-
ＲＳを受信する。ｃｉｎｉｔに対する一部例は、下記のようにリストされる。
【０３２０】
【数８８】

【０３２１】
　ＵＥが２個の構成の中でｎＳＣＩＤ２と
【０３２２】

【数８９】

【０３２３】
のうち少なくとも一つを決定するために使用される１個のＣＳＩ-ＲＳ構成を決定する例
示方法が説明される。
【０３２４】
　一つの例示方法(例示方法１)では、ｎＳＣＩＤ２と
【０３２５】

【数９０】

【０３２６】
のうち少なくとも一つを決定する１個のＣＳＩ-ＲＳ構成は、ＵＥがＥ-ＰＤＣＣＨを受信
するＵＥの基本ＴＰのＣＳＩ-ＲＳ構成である。
【０３２７】
　他の例示方法(例示方法２)では、ｎＳＣＩＤ２と
【０３２８】
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【数９１】

【０３２９】
のうち少なくとも一つを決定する１個のＣＳＩ-ＲＳ構成は、ＰＨＹシグナリングにより
明示的に定義される。一実施形態において、１ビット情報フィールドは、下記の＜表１１
＞に示すように、２個のＣＳＩ-ＲＳ構成のうち一つを指示するためにＵＬ　ＤＣＩフォ
ーマット(例えば、ＤＣＩフォーマット０/０Ａ及びＤＣＩフォーマット４)で導入される
。
【０３３０】
【表１１】

【０３３１】
　他の例示方法(例示方法３)において、ｎＳＣＩＤ２と
【０３３２】

【数９２】

【０３３３】
のうち少なくとも一つを決定する１個のＣＳＩ-ＲＳ構成は、ＲＲＣシグナリングにより
明示的に定義される。一つの方法で、ＲＲＣシグナリングは、ＵＥに対して構成される複
数のＣＳＩ-ＲＳ構成の中で単一基本ＣＳＩ-ＲＳ構成を識別する。この場合、基本ＣＳＩ
-ＲＳ構成のフィールド値は、ｎＳＣＯＤ２と
【０３３４】

【数９３】

【０３３５】
のうち少なくとも一つを決定する。
【０３３６】
【数９４】
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【０３３７】
【数９５】

【０３３８】
　ＣＳＩ-ＲＳ構成１が基本ＣＳＩ-ＲＳ構成であることを識別するために一実施形態のＲ
ＲＣシグナリング設計は、１ビットフラグ、すなわちＣＳＩ-ＲＳ構成が基本であるか否
かを示す各ＣＳＩ-ＲＳ構成に含まれているｐｒｉｍａｒｙＦｌａｇフィールドを導入す
ることである。ｐｒｉｍａｒｙＦｌａｇ＝１である場合、関連したＣＳＩ-ＲＳ構成は基
本である。ｐｒｉｍａｒｙＦｌａｇ＝０である場合、関連したＣＳＩ-ＲＳ構成は基本で
ない。このようなＲＲＣシグナリングメッセージの一例は、下記に示し、ＲＲＣシグナリ
ングメッセージは、２個のＣＳＩ-ＲＳ構成、すなわちＣＳＩ-ＲＳ構成１及びＣＳＩ-Ｒ
Ｓ構成２を含み、ＣＳＩ-ＲＳ構成１(ＣＳＩ-ＲＳ１）は、ｐｒｉｍａｒｙＦｌａｇ＝１
に設定される、基本構成となるようにフラグされる。
【０３３９】

【数９６】

【０３４０】
　他の方法で、１個のＲＲＣシグナリングメッセージは、下記に示すような２個のＣＳＩ
-ＲＳ構成、すなわちＣＳＩ-ＲＳ構成１及びＣＳＩ-ＲＳ構成２を含む。このシグナリン
グメッセージは、ＵＥ２に送信される。
【０３４１】
　その後、ＵＥ２は、ｎＳＣＩＤ２と
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【０３４２】
【数９７】

【０３４３】
【数９８】

【０３４４】
　他の例示方法(例示方法４)において、ｎＳＣＩＤ２を決定する１個のＣＳＩ-ＲＳ構成
は、最小ｇ(ＲＣ)を有する。ｇ(ＲＣ)＝ＲＣである一実施形態では、ＲＣ１＝７及びＲＣ
２＝１５である場合、ＵＥ２は、ｎＳＣＩＤ２を決定するためにＣＳＩ-ＲＳ構成１を使
用する。ｇ(ＲＣ)＝ＲＣｍｏｄ１０である他の例において、ＲＣ１＝７及びＲＣ２＝１５
である場合、ＵＥ２は、ｎＳＣＩＤ２を決定するためにＣＳＩ-ＲＳ構成２を使用する。
【０３４５】
　他の例示方法(例示方法５)において、ｎＳＣＩＤ２を決定する１個のＣＳＩ-ＲＳ構成
は、最小周期、すなわちＴＣＳＩ-ＲＳを有し、ここで、ＴＣＳＩ-ＲＳは＜表２＞でＩＣ

ＳＩ-ＲＳ＝ＳＣを用いて導出されるＣＳＩ-ＲＳ周期である。例えば、ＳＣ１がＴＣＳＩ

-ＲＳ＝５を提供し、ＳＣ２はＴＣＳＩ-ＲＳ＝１０を提供する場合、ＵＥ２は、ｎＳＣＩ

Ｄ２を決定するためにＣＳＩ-ＲＳ構成１を使用する。
【０３４６】
　他の例示方法(例示方法６)において、ｎＳＣＩＤ２を決定する１個のＣＳＩ-ＲＳ構成
は、最大周期、すなわちＴＣＳＩ-ＲＳを有し、ここで、ＴＣＳＩ-ＲＳは、＜表２＞でＩ

ＣＳＩ－ＲＳ＝ＳＣで導出されたＣＳＩ-ＲＳ周期である。例えば、ＳＣ１がＴＣＳＩ-Ｒ

Ｓ＝５を提供し、ＳＣ２がＴＣＳＩ-ＲＳ＝１０を提供する場合、ＵＥ２は、ｎＳＣＩＤ

２を決定するためにＣＳＩ-ＲＳ構成２を使用する。
【０３４７】
　他の例示方法(例示方法７)において、ｎＳＣＩＤ２を決定する１個のＣＳＩ-ＲＳ構成
は、最小周期、すなわちΔＣＳＩ-ＲＳを有し、ここで、ΔＣＳＩ-ＲＳは、＜表２＞でＩ
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ＳＣ１がＴＣＳＩ-ＲＳ＝５を提供し、ＳＣ２がＴＣＳＩ-ＲＳ＝１０を提供する場合、Ｕ
Ｅ２は、ｎＳＣＩＤ２を決定するためにＣＳＩ-ＲＳ構成２を使用する。
【０３４８】
　他の例示方法(例示方法８)において、ｎＳＣＩＤ２を決定する１個のＣＳＩ-ＲＳ構成
は、最大周期、すなわちΔＣＳＩ-ＲＳを有し、ここで、ΔＣＳＩ-ＲＳは、＜表２＞でＩ

ＣＳＩ－ＲＳ＝ＳＣで導出されたＣＳＩ-ＲＳサブフレームオフセットである。例えば、
ＳＣ１がΔＣＳＩ-ＲＳ＝５を提供し、ＳＣ２がΔＣＳＩ-ＲＳ＝１０を提供する場合、Ｕ
Ｅ２は、ｎＳＣＩＤ２を決定するためにＣＳＩ-ＲＳ構成１を使用する。
【０３４９】
　ＵＥ-特定スクランブリングの実施形態
【０３５０】
　一実施形態において、ＵＥ-特定するようにスクランブリングされたＵＥ-ＲＳを受信す
るように構成されたＵＥに対して、ＵＥ-ＲＳスクランブリングは、ＲＲＣシグナリング
されたパラメータＲＲＣ_ＳＣＩＤを少なくとも部分的に基づいて初期化される。一部実
施形態のＵＥ-特定スクランブリング初期値は、次のような実施形態で考慮される。
【０３５１】
　一実施形態において、ＵＥ１は、ＵＥ-特定するようにスクランブリングされるＵＥ-Ｒ
Ｓを受信するように構成され、ＵＥ１は、ＲＲＣパラメータＲＲＣ_ＳＣＩＤ＝ｎＳＣＩ

Ｄ２を受信する。その後、ＵＥ１は、
【０３５２】

【数９９】

【０３５３】
を用いて初期化されるスクランブリングシーケンスによりスクランブリングされるＵＥ-
ＲＳとＰＤＳＣＨを受信する。ここで、ｎＳＣＩＤ２は２と掛け、それによって初期値ｃ

ｉｎｉｔは１ビット量であるｎＳＣＩＤの独立的にｎＳＣＩＤ２により変更される。
【０３５４】
　他の実施形態では、ＵＥ１は、ＵＥ-特定するようにスクランブリングされたＵＥ-ＲＳ
を受信するように構成され、ＵＥ１は、ＲＲＣパラメータＲＲＣ_ＳＣＩＤ＝ｎＳＣＩＤ

２を受信する。すると、ＵＥ１は、
【０３５５】
【数１００】

【０３５６】
を用いて初期化されたスクランブリングシーケンスによりスクランブリングされるＵＥ-
ＲＳとＰＤＳＣＨを受信する。ここで、レガシーＳＣ-ＩＤ　ｎＳＣＩＤは除去され、ｎ

ＳＣＩＤ２は単独でスクランブリング初期値を決定する。
【０３５７】
　他の実施形態において、ＵＥ１は、ＵＥ-特定にスクランブリングされるＵＥ-ＲＳを受
信するように構成され、ＵＥ１は、ＲＲＣパラメータＲＲＣ_ＳＣＩＤを用いてＵＥ-ＲＳ
スクランブリング初期値を生成するように指示される。
【０３５８】
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【数１０１】

【０３５９】
　他の実施形態において、ＵＥ１は、ＵＥ-特定にスクランブリングされるＵＥ-ＲＳを受
信するように構成され、ＵＥ１は、ＲＲＣパラメータＲＲＣ_ＳＣＩＤを用いてＵＥ-ＲＳ
スクランブリング初期値を生成するように指示される。
【０３６０】

【数１０２】

【０３６１】
　他の実施形態において、ＵＥ１は、ＵＥ-特定するようにスクランブリングされたＵＥ-
ＲＳを受信するように構成され、ＵＥ１はＲＲＣパラメータＲＲＣ_ＳＣＩＤを用いてＵ
Ｅ-ＲＳスクランブリング初期値を生成するように指示される。
【０３６２】

【数１０３】

【０３６３】
　ＤＬ/ＵＬグラントＤＣＩフォーマットにおけるＵＥ-ＲＳスクランブリング方法の動的
指示
【０３６４】
　図１０に示す異種ネットワークでダウンリンク送信を可能にするために、次のような方
法が遂行できる。
【０３６５】
　動的ＰＨＹシグナリングは、ＵＥ-ＲＳスクランブリング方法を指示するために、ＤＬ
グラントＤＣＩフォーマットで導入される。一実施形態で、新たなＮビット情報エレメン
ト(ＩＥ)(例えば、ＵＥ-ＲＳスクランブリング方法ＩＥ)は、２Ｎ候補ＵＥ-ＲＳスクラン
ブリング方法のうちいずれか一つのＵＥ-ＲＳスクランブリング方法を指示するために、
ＤＬグラントＤＣＩフォーマット(例えば、ＤＣＩフォーマット２Ｂ/２Ｃ)に挿入される
。２個の候補ＵＥ-ＲＳスクランブリング方法は、Ｒｅｌ-１０互換可能ＵＥ-ＲＳスクラ
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ンブリング、ＴＰ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリング、及びＵＥ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブ
リングから選択することができる。新たな１ビットＩＥで２個の状態(state)を示すこと
によって、ネットワーク(又はｅＮｏｄｅＢ)は、向上したＵＥ(例えば、Ｒｅｌ-１１　Ｕ
Ｅ)に対する送信を柔軟にスケジューリングできる。
【０３６６】
　ネットワークは、第１のグループのＵＥのうち一つあるいは第２のグループのＵＥのう
ち一つと向上したＵＥ(例えば、Ｒｅｌ-１１　ＵＥ）のＭＵ-ＭＩＭＯペアリングを動的
に変更できる。ネットワークは、向上したＵＥ(例えば、Ｒｅｌ-１１　ＵＥ)に対するＳ
Ｕ-ＭＩＭＯとＭＵ-ＭＩＭＯとの間の送信方式を動的に変更させ得る。ネットワークは、
向上したＵＥ(例えば、Ｒｅｌ-１１　ＵＥ)に対する単一ＴＰ動作とＣｏＭＰスケジュー
リングとの間の送信方式を動的に変更させることができる。
【０３６７】
　ＴＰ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングが動的シグナリングによりＵＥに対して構成され
る場合、ＵＥに対するＵＥ-ＲＳは、ＴＰ-特定するようにスクランブリングされる。例え
ば、ＵＥ-ＲＳスクランブリング初期値ｃｉｎｉｔは、少なくとも部分的にＲＲＣ-構成さ
れたＴＰ　ＩＤに基づいて決定される。他の実施形態では、ＵＥ-ＲＳスクランブリング
初期値ｃｉｎｉｔは、少なくとも部分的にＲＲＣシグナリングにより構成されたＣＳＩ-
ＲＳ構成(ｒｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇ、ｓｕｂｆｒａｍｅＣｏｎｆｉｇ、ａｎｔｅｎ
ｎａＰｏｒｔＣｏｕｎｔ)に基づいて決定される。
【０３６８】
　ＵＥ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングが動的シグナリングによりＵＥに対して構成され
る場合、ＵＥに対するＵＥ-ＲＳは、ＵＥ-特定するようにスクランブリングされる。例え
ば、ＵＥ-ＲＳスクランブリング初期値ｃｉｎｉｔは、少なくとも部分的にＵＥに対して
構成されたＵＥ-ＲＳスクランブリング初期値のための新たなＲＲＣパラメータにより決
定される。
【０３６９】
ＵＥ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリング割り当ては、ＵＥ-ＲＳスクランブリング初期値に
対する新たなＲＲＣパラメータがＵＥ-ＲＳスクランブリング初期値
【０３７０】
【数１０４】

と同一になるＵＥ-ＲＳスクランブリング初期値ｃｉｎｉｔを生成するように構成できる
ため、ＴＰ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングより柔軟であり、ＵＥ-ＲＳスクランブリン
グ初期値
【０３７１】

【数１０５】

【０３７２】
は、ＴＰ-特定パラメータ、例えばＲＲＣ構成されたＴＰ　ＩＤ又はＣＳＩ-ＲＳ構成によ
って決定されることに留意すべきである。ＵＥ-特定スクランブリングは、ＴＰ-特定スク
ランブリングが既に使用可能なＴＰ-特定パラメータを用いて具現できるため、ＴＰ-特定
スクランブリングに比べてより多くのオーバーヘッド、すなわちより多くのＲＲＣシグナ
リングを要求することに留意すべきである。
【０３７３】
　ＤＬグラントＤＣＩフォーマット構成例
【０３７４】
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　新たなＤＬグラントＤＣＩフォーマットは、新たに導入されたＵＥ-ＲＳスクランブリ
ング方法ＩＥを含むように既存のＤＬグラントＤＣＩフォーマット(例えば、ＤＣＩフォ
ーマット２Ｂ/２Ｃ)を拡張することによって構成することができる。
【０３７５】
　一実施形態において、新たなＤＬグラントＤＣＩフォーマットは、ＮビットＵＥ-ＲＳ
スクランブリングＩＥのためにＮビットを既存のＤＣＩフォーマットに付加して構成され
る。他の実施形態において、新たなＤＬグラントＤＣＩフォーマットは、ＳＣ-ＩＤビッ
トを再解析(又は代替)し、ＵＥ-ＲＳスクランブリング方法ＩＥのために必要な付加的ビ
ットを追加することによって構成される。もう一つの実施形態において、新たなＤＬグラ
ントＤＣＩフォーマットは、ＳＣ-ＩＤコードポイントを再解析(又は代替)し、ＵＥ-ＲＳ
スクランブリング方法ＩＥのために必要な付加的ビットを付加させることによって構成さ
れる。ＳＣ-ＩＤフィールドが再解析される場合でも、ｎＳＣＩＤ値は、ＳＣ-ＩＤコード
ポイントによって決定されていることは、当該技術分野における通常の知識を持つ者には
明らかである。例えば、ＤＣＩフォーマット２Ｂで、ｎＳＣＩＤは０又は１となることが
でき、＜表６.１０.３.１-１＞によってスクランブリング識別子フィールドにより与えら
れる。
【０３７６】
　新たに導入されたＵＥ-ＲＳスクランブリング方法を挿入する、ＤＣＩフォーマット２
Ｂを拡張する複数の実施形態のＤＣＩフォーマット配列について、図１１及び図１２を参
照して説明される。
【０３７７】
　一実施形態において、新たな１ビット情報エレメント(ＩＥ)、ＵＥ-ＲＳスクランブリ
ング方法ＩＥは、２個の候補ＵＥ-ＲＳスクランブリング方法のうち一つのＵＥ-ＲＳスク
ランブリング方法を示すためにＤＬグラントＤＣＩフォーマット２Ｂに挿入される。新た
な１ビットＩＥを新たなＤＬグラントＤＣＩフォーマットに挿入するための２個の例示方
法は、以下に説明する。
【０３７８】
　第１の例示方法で、(図１１のＤＣＩフォーマット２Ｂ-１により示す)新たなＤＣＩフ
ォーマットは、１ビットをＤＣＩフォーマット２Ｂに付加させて定義され、ここで、新た
に付加されるビットは、ＵＥ-ＲＳスクランブリング方法を示すＵＥ-ＲＳスクランブリン
グ方法ＩＥに使用される。第２の例示方法で、(図１１に示すＤＣＩフォーマット２Ｂ-２
により示す)新たなＤＣＩフォーマットは、１ビットフィールド、例えばＳＣ-ＩＤビット
の解析を除き、レガシーＤＣＩフォーマット(例えば、ＤＣＩフォーマット２Ｂ）と同一
である。新たなＤＣＩフォーマットで、ＳＣ-ＩＤビットは、ＵＥ-ＲＳスクランブリング
方法を指示するＵＥ-ＲＳスクランブリング方法ＩＥとして再解析される(又は代替される
)。
【０３７９】
　一つの実施形態で、新たな２ビット情報エレメント(ＩＥ)、ＵＥ-ＲＳスクランブリン
グ方法ＩＥは、４個の候補ＵＥ-ＲＳスクランブリング方法のうち一つのＵＥ-ＲＳスクラ
ンブリング方法を示すためにＤＬグラントＤＣＩフォーマット２Ｂに挿入される。新たな
２ビットＩＥを新たなＤＬグラントＤＣＩフォーマットに挿入するための２個の例示方法
は、以下に説明される。
【０３８０】
　第１の例示方法で、(図１２のＤＣＩフォーマット２Ｂ-３により示す)新たなＤＣＩフ
ォーマットは、２ビットをＤＣＩフォーマット２Ｂに付加して定義され、ここで新たに付
加されるビットは、ＵＥ-ＲＳスクランブリング方法を示すＵＥ-ＲＳスクランブリング方
法ＩＥのために使用される。第２の例示方法で、(図１２のＤＣＩフォーマット２Ｂ-４に
より示す)新たなＤＣＩフォーマットは、１ビットフィールド、例えばＳＣ-ＩＤビットの
除去を除き、レガシーＤＣＩフォーマット(例えば、ＤＣＩフォーマット２Ｂ)と同一であ
る。新たなＤＣＩフォーマットで、ＳＣ-ＩＤビットは、ＵＥ-ＲＳスクランブリング方法
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を示す２ビットＵＥ-ＲＳスクランブリング方法ＩＥとして再解析される(又は代替される
)。
【０３８１】
　ＵＥ-ＲＳスクランブリング方法ＩＥ実施形態
【０３８２】
　ＮビットＵＥ-ＲＳスクランブリング方法ＩＥの複数の例示配列は、以下に＜表１２＞
、＜表１３＞、＜表１４＞、＜表１５＞、＜表１６＞、及び＜表１７＞を参照して説明さ
れる。
【０３８３】
　一実施形態において、＜表１２＞に定義される、新たな１ビット情報エレメント(ＩＥ)
であるＵＥ-ＲＳスクランブリング方法ＩＥは、２個の候補ＵＥ-ＲＳスクランブリング方
法：Ｒｅｌ-１０互換可能(セル特定)ＵＥ-ＲＳスクランブリング及びＴＰ-特定ＵＥ-ＲＳ
スクランブリングのうち一つのＵＥ-ＲＳスクランブリング方法を示すためにＤＬグラン
トＤＣＩフォーマット(例えば、ＤＣＩフォーマット２Ｂ/２Ｃ)に挿入される。
【０３８４】
【表１２】

【０３８５】
　ＴＰ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングを実現する複数の方法が存在する。例えば、スク
ランブリング初期値ｃｉｎｉｔは、少なくとも部分的にＲＲＣ構成されたＴＰ-ＩＤによ
り決定される。他の実施形態において、スクランブリング初期値ｃｉｎｉｔはＣＳＩ-Ｒ
Ｓ構成に含まれているｒｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇ、ｓｕｂｆｒａｍｅＣｏｎｆｉｇ、
及びａｎｔｅｎｎａＰｏｒｔＣｏｕｎｔのうち少なくとも一つにより少なくとも部分的に
決定される。
【０３８６】
　＜表１２＞に定義されている１ビットＵＥ-ＲＳスクランブリング方法ＩＥによって、
ネットワークは、次のようなシナリオのように新たな１ビットＩＥを設定することにより
、図１０に示したダウンリンク送信を遂行することができる。
【０３８７】
　一つのシナリオにおいて、ＵＥ４及びＵＥ５両方ともは、サブフレームｎで１ビットＩ
Ｅ＝１、すなわちＴＰ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングを用いて構成される。ＵＥ４はＲ
ＲＨ１に関連され、ＵＥ５はＲＲＨ２に関連される。ＵＥ４は、ＲＲＨ１に近く位置し、
一方、ＵＥ５は、(ＲＲＨ１から遠く離れて位置する)ＲＲＨ２に近く位置し、ネットワー
クは、干渉電力に対する深刻な影響なしにサブフレームでＵＥ４及びＵＥ５に対して同一
のＰＲＢをスケジューリングできる。ＴＰ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングは、ＲＲＨ１
及びＲＲＨ２から２個のＵＥ-ＲＳが受信器でコヒーレントに結合されないことを保証す
る。
【０３８８】
　他のシナリオで、ＵＥ１は、サブフレームｎで１ビットＩＥ＝０、すなわち、Ｒｅｌ-
１０互換可能ＵＥ-ＲＳスクランブリングを用いて構成される。Ｒｅｌ-１１　ＵＥ１及び
Ｒｅｌ-１０　ＵＥ０は、同一のＰＲＢでＭＵ-ＭＩＭＯ多重化され、Ｒｅｌ-１１　ＵＥ
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１及びＲｅｌ-１０　ＵＥ０のＵＥ-ＲＳは、Ｒｅｌ-１０　ＵＥ０の復調性能に影響を及
ぼさずに直交的に多重化することができる。
【０３８９】
　もう一つのシナリオで、ＵＥ２及びＵＥ３両方ともは、サブフレームｎで１ビットＩＥ
＝１、すなわち、ＴＰ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングを用いて構成される。ＵＥ２及び
ＵＥ３は、マクロに関連される。２個のＲｅｌ-１１　ＵＥのＵＥ-ＲＳは、この場合、２
個のＵＥがマクロに存在する同一のＴＰと関連される限り、ＭＵ-ＭＩＭＯ動作に対して
直交的に多重化することができる。
【０３９０】
　もう一つのシナリオにおいて、ＵＥ３は、サブフレームｎ＋１で１ビットＩＥ＝０、す
なわち、Ｒｅｌ-１０互換可能ＵＥ-ＲＳスクランブリングを用いて構成される。Ｒｅｌ-
１１　ＵＥ３及びＲｅｌ-１０　ＵＥ０は、同一のＰＲＢでＭＵ-ＭＩＭＯ多重化し、Ｒｅ
ｌ-１１　ＵＥ１及びＲｅｌ-１０　ＵＥ０のＵＥ-ＲＳは、Ｒｅｌ-１０　ＵＥ０の復調性
能に影響を及ぼすことなく、直交的に多重化することができる。
【０３９１】
　他の実施形態において、＜表１３＞に定義されているＵＥ-ＲＳスクランブリング方法
ＩＥである新たな１ビット情報エレメント(ＩＥ）は２個の候補ＵＥ-ＲＳスクランブリン
グ方法：Ｒｅｌ-１０互換可能(セル-特定)ＵＥ-ＲＳスクランブリング及びＵＥ-特定ＵＥ
-ＲＳスクランブリングのうち一つのＵＥ-ＲＳスクランブリング方法を示すためにＤＬグ
ラントＤＣＩフォーマット(例えば、ＤＣＩフォーマット２Ｂ/２Ｃ)に挿入される。
【０３９２】

【表１３】

【０３９３】
　ＵＥ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングを実現する複数の方法が存在する。例えば、スク
ランブリング初期値ｃｉｎｉｔは少なくとも部分的にＵＥ-ＲＳスクランブリング初期値
に対する新たなＲＲＣ構成されたパラメータにより決定される。
【０３９４】
　＜表１３＞のように定義された１ビットＵＥ-ＲＳスクランブリング方法ＩＥによって
、ネットワークは、次のようなシナリオのように新たな１ビットＩＥを設定して新たなＲ
ＲＣパラメータを構成することにより、図１０に示すダウンリンク送信を遂行することが
できる。
【０３９５】
　一つのシナリオで、ＵＥ４及びＵＥ５は両方ともサブフレームｎで１ビットＩＥ＝１、
すなわちＵＥ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングを使用して構成される。ネットワークは、
ＵＥ４及びＵＥ５に対して異なるＲＲＣ　ＵＥ-ＲＳスクランブリング初期値パラメータ
を割り当て、それによってＵＥ４及びＵＥ５に対して２個のＵＥ-ＲＳは、受信器でコヒ
ーレントにで結合されず、あるいは２個のスクランブリング初期値パラメータは同一でな
い。ＵＥ４はＲＲＨ１に関連され、ＵＥ５はＲＲＨ２に関連される。ＵＥ４がＲＲＨ１に
近く位置し、一方、(ＲＲＨ１から遠く離れて位置する)ＵＥ５がＲＲＨ２に近く位置する
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ために、ネットワークは、干渉電力に対する深刻な影響なしにサブフレームでＵＥ４及び
ＵＥ５に対して同一のＰＲＢをスケジューリングできる。ＵＥ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブ
リングは、ＲＲＨ１及びＲＲＨ２から２個のＵＥ-ＲＳが受信器でコヒーレントに結合さ
れないことを保証する。
【０３９６】
　他のシナリオで、ＵＥ１は、サブフレームｎで１ビットＩＥ＝０、すなわち、Ｒｅｌ-
１０互換可能ＵＥ-ＲＳスクランブリングを用いて構成される。Ｒｅｌ-１１　ＵＥ１及び
Ｒｅｌ-１０　ＵＥ０は、同一のＰＲＢでＭＵ-ＭＩＭＯ多重化され、Ｒｅｌ-１１　ＵＥ
１及びＲｅｌ-１０　ＵＥ０のＵＥ-ＲＳは、Ｒｅｌ-１０　ＵＥ０の復調性能に影響を及
ぼさずに直交的に多重化することができる。
【０３９７】
　もう一つのシナリオで、ＵＥ２及びＵＥ３両方ともは、サブフレームｎで１ビットＩＥ
＝１、すなわち、ＵＥ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングを用いて構成される。ネットワー
クは、ＵＥ２及びＵＥ３に対して同一のＲＲＣ　ＵＥ-ＲＳスクランブリング初期値パラ
メータを割り当て、それによってＵＥ２及びＵＥ３に対する２個のＵＥ-ＲＳは直交的に
多重化され、あるいは２個のスクランブリング初期値パラメータは同一である。２個のＲ
ｅｌ-１１　ＵＥのＵＥ-ＲＳは、ＭＵ-ＭＩＭＯ動作に対して直交的に多重化することが
できる。
【０３９８】
　もう一つのシナリオにおいて、ＵＥ３は、サブフレームｎ＋１で１ビットＩＥ＝０、す
なわち、Ｒｅｌ-１０互換可能ＵＥ-ＲＳスクランブリングを用いて構成される。Ｒｅｌ-
１１　ＵＥ３及びＲｅｌ-１０　ＵＥ０は、同一のＰＲＢでＭＵ-ＭＩＭＯ多重化し、Ｒｅ
ｌ-１１　ＵＥ３及びＲｅｌ-１０　ＵＥ０のＵＥ-ＲＳは、Ｒｅｌ-１０　ＵＥ０の復調性
能に影響を及ぼすことなく、同時に直交的に多重化することができる。
【０３９９】
　他の実施形態において、＜表１４＞に定義されている新たな１ビット情報エレメント(
ＩＥ)であるＵＥ-ＲＳスクランブリング方法ＩＥは、２個の候補ＵＥ-ＲＳスクランブリ
ング方法：ＵＥ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリング及びＴＰ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリン
グのうち一つのＵＥ-ＲＳスクランブリング方法を示すためにＤＬグラントＤＣＩフォー
マット(例えば、ＤＣＩフォーマット２Ｂ/２Ｃ)に挿入される。
【０４００】
【表１４】

【０４０１】
　ＴＰ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングを実現する複数の方法が存在する。一実施形態で
、スクランブリング初期値ｃｉｎｉｔは、少なくとも部分的にＲＲＣ構成されたＴＰ-Ｉ
Ｄにより決定される。他の実施例で、スクランブリング初期値ｃｉｎｉｔは少なくとも部
分的にＣＳＩ-ＲＳ構成に含まれているｒｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇ、ｓｕｂｆｒａｍ
ｅＣｏｎｆｉｇ、及びａｎｔｅｎｎａＰｏｒｔＣｏｕｎｔのうち少なくとも一つにより決
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【０４０２】
　ＵＥ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングを実現する複数の方法が存在する。一実施形態で
、スクランブリング初期値ｃｉｎｉｔは、少なくとも部分的にＵＥ-ＲＳスクランブリン
グ初期値に対する新たなＲＲＣ構成されたパラメータにより決定される。
【０４０３】
　＜表１４＞のように定義された１ビットＵＥ-ＲＳスクランブリング方法ＩＥによって
、ネットワークは、次のようなシナリオのように新たな１ビットＩＥを設定して新たなＲ
ＲＣパラメータを構成することにより、図１０に示すダウンリンク送信を遂行することが
できる。
【０４０４】
　一つのシナリオにおいて、ＵＥ４及びＵＥ５両方ともは、サブフレームｎで１ビットＩ
Ｅ＝１、すなわちＴＰ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングを用いて構成される。ＵＥ４はＲ
ＲＨ１に関連され、ＵＥ５はＲＲＨ２に関連される。ＵＥ４は、ＲＲＨ１に近く位置し、
一方、ＵＥ５は、(ＲＲＨ１から遠く離れて位置する)ＲＲＨ２に近く位置し、ネットワー
クは、干渉電力に対する深刻な影響なしにサブフレームでＵＥ４及びＵＥ５に対して同一
のＰＲＢをスケジューリングできる。ＴＰ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングは、ＲＲＨ１
及びＲＲＨ２から２個のＵＥ-ＲＳが受信器でコヒーレントに結合されないことを保証す
る。
【０４０５】
　他のシナリオで、ＵＥ１は、サブフレームｎで１ビットＩＥ＝０、すなわち、ＵＥ-特
定ＵＥ-ＲＳスクランブリングを用いて構成される。ＵＥ-ＲＳスクランブリング初期値に
対する新たなＲＲＣパラメータは、Ｒｅｌ-１０　ＵＥ-ＲＳと同一のＵＥ-特定ＵＥ-ＲＳ
スクランブリング初期値を生成するように構成される。Ｒｅｌ-１１　ＵＥ１及びＲｅｌ-
１０　ＵＥ０は同一のＰＲＢでＭＵ-ＭＩＭＯ多重化し、Ｒｅｌ-１１　ＵＥ１及びＲｅｌ
-１０　ＵＥ０のＵＥ-ＲＳはＲｅｌ-１０　ＵＥ０の復調性能に影響を及ぼさず、直交的
に多重化することができる。
【０４０６】
　もう一つのシナリオで、ＵＥ２及びＵＥ３は両方ともサブフレームｎで１ビットＩＥ＝
１、すなわち、ＴＰ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングを用いて構成される。２個のＲｅｌ
-１１　ＵＥのＵＥ-ＲＳは、この場合、２個のＵＥが同一のＴＰ(この場合、同一のＴＰ
はマクロ)と関連される限り、ＭＵ-ＭＩＭＯ動作に対して直交的に多重化され得る。
【０４０７】
　他のシナリオで、ＵＥ３は、サブフレームｎ＋１で１ビットＩＥ＝０、すなわち、ＵＥ
-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングを用いて構成される。ＵＥ-ＲＳスクランブリング初期
値に対する新たなＲＲＣパラメータは、Ｒｅｌ-１０　ＵＥ-ＲＳと同一のＵＥ-特定ＵＥ-
ＲＳスクランブリング初期値を生成するように構成される。Ｒｅｌ-１１　ＵＥ３及びＲ
ｅｌ-１０　ＵＥ０は同一のＰＲＢでＭＵ-ＭＩＭＯ多重化し、Ｒｅｌ-１１　ＵＥ３及び
Ｒｅｌ-１０　ＵＥ０のＵＥ-ＲＳはＲｅｌ-１０　ＵＥ０の復調性能に影響を及ぼさず、
直交的に多重化することができる。
【０４０８】
　他の実施形態で、新たな１ビット情報エレメント(ＩＥ)である＜表１５＞に定義されて
いるとようなＵＥ-ＲＳスクランブリング方法ＩＥは、２個の候補ＵＥ-ＲＳスクランブリ
ング方法：第１のスクランブリング初期値ｃｉｎｉｔ，０によるＵＥ-特定ＵＥ-ＲＳスク
ランブリング及び第２のスクランブリング初期値ｃｉｎｉｔ，１によるＵＥ-特定ＵＥ-Ｒ
Ｓのうち一つのＵＥ-ＲＳスクランブリング方法を示すためのＤＬグラントＤＣＩフォー
マット(例えば、ＤＣＩフォーマット２Ｂ/２Ｃ)に挿入される。
【０４０９】
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【表１５】

【０４１０】
　ここで、ｃｉｎｉｔ，０は、ＵＥ-ＲＳスクランブリング初期値、例えばＲＲＣ_ＳＣＩ
Ｄ０に対する第１の新たなＲＲＣ構成されたパラメータを少なくとも部分的に基にして決
定される。同様に、ｃｉｎｉｔ，１はＵＥ-ＲＳスクランブリング初期値、例えばＲＲＣ_
ＳＣＩＤ１に対する第２の新たなＲＲＣ構成されたパラメータを少なくとも部分的に基に
して決定される。
【０４１１】
　＜表１５＞のように定義された１ビットＵＥ-ＲＳスクランブリング方法ＩＥによって
、ネットワークは、次のようなシナリオのように新たな１ビットＩＥを設定し、新たなＲ
ＲＣパラメータを構成することにより、図１０に示すようなダウンリンク送信を遂行する
ことができる。
【０４１２】
　一つのシナリオで、ＵＥ４及びＵＥ５は両方ともサブフレームｎで１ビットＩＥ＝１、
すなわち第１のＵＥ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングを使用して構成される。ネットワー
クは、ＵＥ４及びＵＥ５に対して異なるＲＲＣ_ＳＣＩＤ０を割り当て、それによってＵ
Ｅ４及びＵＥ５に対する２個のＵＥ-ＲＳは、受信器でコヒーレントにで結合されず、あ
るいは２個のスクランブリング初期値を同一でない。ＵＥ４はＲＲＨ１に関連され、ＵＥ
５はＲＲＨ２に関連される。ＵＥ４がＲＲＨ１に近く位置し、一方、(ＲＲＨ１から遠く
離れて位置する)ＵＥ５がＲＲＨ２に近く位置するため、ネットワークは、干渉電力に対
する深刻な影響なしにサブフレームでＵＥ４及びＵＥ５に対して同一のＰＲＢをスケジュ
ーリングできる。ＵＥ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングは、ＲＲＨ１及びＲＲＨ２から２
個のＵＥ-ＲＳが受信器でコヒーレントに結合されないことを保証する。
【０４１３】
　他のシナリオで、ＵＥ１は、サブフレームｎで１ビットＩＥ＝１、すなわち、第２のＵ
Ｅ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングを用いて構成される。ここで、ＲＲＣ_ＳＣＩＤ１は
、ＲＲＣ_ＳＣＩＤ１がＲｅｌ-１０　ＵＥ-ＲＳと同一のＵＥ１のｃｉｎｉｔ，１を生成
するように構成される。Ｒｅｌ-１１　ＵＥ１及びＲｅｌ-１０　ＵＥ０は同一のＰＲＢで
ＭＵ-ＭＩＭＯ多重化し、Ｒｅｌ-１１　ＵＥ１及びＲｅｌ-１０　ＵＥ０のＵＥ-ＲＳはＲ
ｅｌ-１０　ＵＥ０の復調性能に影響を及ぼさず、直交的に多重化することができる。
【０４１４】
　もう一つのシナリオで、ＵＥ２及びＵＥ３両方ともは、サブフレームｎで１ビットＩＥ
＝０、すなわち、第１のＵＥ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングを用いて構成される。ネッ
トワークは、ＵＥ２及びＵＥ３に対する２個のＵＥ-ＲＳが直交的になるためにＵＥ２及
びＵＥ３に対して同一のＲＲＣ_ＳＣＩＤ０を割り当てる。２個のＲｅｌ-１１　ＵＥのＵ
Ｅ-ＲＳは、ＭＵ-ＭＩＭＯ動作に対して直交的に多重化され得る。
【０４１５】
　他のシナリオで、ＵＥ３は、サブフレームｎ＋１で１ビットＩＥ＝１、すなわち、第２
のＵＥ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングを用いて構成される。ここで、ＲＲＣ_ＳＣＩＤ
１は、ＲＲＣ_ＳＣＩＤ１がＲｅｌ-１０　ＵＥ-ＲＳのｃｉｎｉｔ，１と同一のＵＥ３の
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ｃｉｎｉｔ，１を生成するように構成される。Ｒｅｌ-１１　ＵＥ３及びＲｅｌ-１０　Ｕ
Ｅ０は同一のＰＲＢでＭＵ-ＭＩＭＯ多重化し、Ｒｅｌ-１１　ＵＥ３及びＲｅｌ-１０　
ＵＥ０のＵＥ-ＲＳはＲｅｌ-１０　ＵＥ０の復調性能に影響を及ぼさず、直交的に多重化
することができる。
【０４１６】
　他の実施形態において、新たな１ビット情報エレメント(ＩＥ)である＜表１６＞に定義
されているＵＥ-ＲＳスクランブリング方法ＩＥは、２個の候補ＵＥ-ＲＳスクランブリン
グ方法：固定されたｎＳＣＩＤを有するＲｅｌ-１０互換可能(セル-特定)ＵＥ-ＲＳ及び
ＴＰ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングのうち、ＵＥ-ＲＳスクランブリング方法を示すた
めにＤＬグラントＤＣＩフォーマット(例えば、ＤＣＩフォーマット２Ｂ/２Ｃ)に挿入さ
れる。一例で、ｎＳＣＩＤは０に固定される。他の例では、ｎＳＣＩＤは、１に固定され
る。ｎＳＣＩＤを定数として設定する場合、１ビットシグナリングオーバーヘッドが節約
できる。したがって、新たなＤＬグラントＤＣＩフォーマットは、図１１のＤＣＩフォー
マット２Ｂ-２と図１２のＤＣＩフォーマット２Ｂ-４のように、ＤＣＩフォーマット２Ｂ
からＳＣ-ＩＤビットを除去してＵＥ-ＲＳスクランブリング方法ＩＥにより代替すること
によって配列され得る。
【０４１７】
【表１６】

【０４１８】
　ＴＰ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングを実現する複数の方法が存在する。一実施形態で
、スクランブリング初期値ｃｉｎｉｔは、少なくとも部分的にＲＲＣ構成されたＴＰ-Ｉ
Ｄにより決定される。他の実施例で、スクランブリング初期値ｃｉｎｉｔは少なくとも部
分的にＣＳＩ-ＲＳ構成に含まれているｒｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇ、ｓｕｂｆｒａｍ
ｅＣｏｎｆｉｇ、及びａｎｔｅｎｎａＰｏｒｔＣｏｕｎｔのうち少なくとも一つにより決
定される。
【０４１９】
　＜表１６＞のように定義された１ビットＵＥ-ＲＳスクランブリング方法ＩＥによると
、ネットワークは、次のシナリオのように新たな１ビットＩＥを設定することによって、
図１０に示したダウンリンク送信を遂行することができる。
【０４２０】
　一つのシナリオにおいて、ＵＥ４及びＵＥ５両方ともは、サブフレームｎで１ビットＩ
Ｅ＝１、すなわちＴＰ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングを用いて構成される。ＵＥ４はＲ
ＲＨ１に関連され、ＵＥ５はＲＲＨ２に関連される。ＵＥ４は、ＲＲＨ１に近く位置し、
一方、ＵＥ５は、(ＲＲＨ１から遠く離れて位置する)ＲＲＨ２に近く位置し、ネットワー
クは、干渉電力に対する深刻な影響なしにサブフレームでＵＥ４及びＵＥ５に対して同一
のＰＲＢをスケジューリングできる。ＴＰ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングは、ＲＲＨ１
及びＲＲＨ２から２個のＵＥ-ＲＳが受信器でコヒーレントに結合されないことを保証す
る。
【０４２１】
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　他のシナリオで、ＵＥ１は、サブフレームｎで１ビットＩＥ＝０、すなわち、Ｒｅｌ-
１０互換可能ＵＥ-ＲＳスクランブリングを用いて構成される。Ｒｅｌ-１１　ＵＥ１及び
Ｒｅｌ-１０　ＵＥ０は、同一のＰＲＢでＭＵ-ＭＩＭＯ多重化され、Ｒｅｌ-１１　ＵＥ
１及びＲｅｌ-１０　ＵＥ０のＵＥ-ＲＳは、Ｒｅｌ-１０　ＵＥ０の復調性能に影響を及
ぼさずに直交的に多重化することができる。
【０４２２】
　もう一つのシナリオで、ＵＥ２及びＵＥ３両方ともは、サブフレームｎで１ビットＩＥ
＝１、すなわち、ＴＰ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングを用いて構成される。ＵＥ２及び
ＵＥ３は、マクロに関連される。２個のＲｅｌ-１１　ＵＥのＵＥ-ＲＳは、この場合、２
個のＵＥがマクロである同一のＴＰと関連される限り、ＭＵ-ＭＩＭＯ動作に対して直交
的に多重化することができる。
【０４２３】
　もう一つのシナリオにおいて、ＵＥ３は、サブフレームｎ＋１で１ビットＩＥ＝０、す
なわち、Ｒｅｌ-１０互換可能ＵＥ-ＲＳスクランブリングを用いて構成される。Ｒｅｌ-
１１　ＵＥ３及びＲｅｌ-１０　ＵＥ０は、同一のＰＲＢでＭＵ-ＭＩＭＯ多重化し、Ｒｅ
ｌ-１１　ＵＥ３及びＲｅｌ-１０　ＵＥ０のＵＥ-ＲＳは、Ｒｅｌ-１０　ＵＥ０の復調性
能に影響を及ぼすことなく、直交的に多重化することができる。
【０４２４】
　他の実施形態において、新たな１ビット情報エレメント(ＩＥ)である＜表１７＞に定義
されているＵＥ-ＲＳスクランブリング方法ＩＥは、２個の候補ＵＥ-ＲＳスクランブリン
グ方法：固定されたｎＳＣＩＤを有するＲｅｌ-１０互換可能(セル-特定)ＵＥ-ＲＳスク
ランブリング及びＵＥ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングのうち、ＵＥ-ＲＳスクランブリ
ング方法を示すためのＤＬグラントＤＣＩフォーマット(例えば、ＤＣＩフォーマット２
Ｂ/２Ｃ)に挿入される。一例で、ｎＳＣＩＤは０に固定される。他の例では、ｎＳＣＩＤ

は１に固定される。ｎＳＣＩＤを定数として設定する場合、１ビットシグナリングオーバ
ーヘッドが節約できる。したがって、新たなＤＬグラントＤＣＩフォーマットは、図１１
のＤＣＩフォーマット２Ｂ-２と図１２のＤＣＩフォーマット２Ｂ-４のように、ＤＣＩフ
ォーマット２ＢからＳＣ-ＩＤビットを除去してＵＥ-ＲＳスクランブリング方法ＩＥによ
り代替することによって配列され得る。
【０４２５】
【表１７】

【０４２６】
　ＵＥ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングを実現する複数の方法が存在する。例えば、スク
ランブリング初期値ｃｉｎｉｔは少なくとも部分的にＵＥ-ＲＳスクランブリング初期値
に対する新たなＲＲＣ構成されたパラメータにより決定される。
【０４２７】
　＜表１７＞のように定義された１ビットＵＥ-ＲＳスクランブリング方法ＩＥによって
、ネットワークは、次のようなシナリオのように新たな１ビットＩＥを設定して新たなＲ
ＲＣパラメータを構成することにより、図１０に示すダウンリンク送信を遂行することが
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【０４２８】
　一つのシナリオにおいて、ＵＥ４及びＵＥ５両方ともは、サブフレームｎで１ビットＩ
Ｅ＝０、すなわちＵＥ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングを用いて構成される。ネットワー
クは、ＵＥ４及びＵＥ５に対して、異なるＲＲＣ　ＵＥ-ＲＳスクランブリング初期値パ
ラメータを割り当て、それによってＵＥ４及びＵＥ５に対する２個のＵＥ-ＲＳは、受信
器でコヒーレントに結合されず、あるいは２個のスクランブリング初期値パラメータは同
一でない。ＵＥ４はＲＲＨ１に関連され、ＵＥ５はＲＲＨ２に関連される。ＵＥ４は、Ｒ
ＲＨ１に近く位置され、一方、ＵＥ５は、(ＲＲＨ１から遠く離れて位置する)ＲＲＨ２に
近く位置するので、ネットワークは、干渉電力に対する深刻な影響なしにサブフレームで
ＵＥ４及びＵＥ５に対して同一のＰＲＢをスケジューリングできる。ＵＥ-特定ＵＥ-ＲＳ
スクランブリングは、ＲＲＨ１及びＲＲＨ２から２個のＵＥ-ＲＳが受信器でコヒーレン
トに結合されないことを保証する。
【０４２９】
　他のシナリオで、ＵＥ１は、サブフレームｎで１ビットＩＥ＝０、すなわち、Ｒｅｌ-
１０互換可能ＵＥ-ＲＳスクランブリングを用いて構成される。Ｒｅｌ-１１　ＵＥ１及び
Ｒｅｌ-１０　ＵＥ０は、同一のＰＲＢでＭＵ-ＭＩＭＯ多重化され、Ｒｅｌ-１１　ＵＥ
１及びＲｅｌ-１０　ＵＥ０のＵＥ-ＲＳは、Ｒｅｌ-１０　ＵＥ０の復調性能に影響を及
ぼさずに直交的に多重化することができる。
【０４３０】
　もう一つのシナリオで、ＵＥ２及びＵＥ３両方ともは、サブフレームｎで１ビットＩＥ
＝１、すなわち、ＵＥ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングを用いて構成される。ネットワー
クは、ＵＥ２及びＵＥ３に対して同一のＲＲＣ　ＵＥ-ＲＳスクランブリング初期値パラ
メータを割り当て、それによってＵＥ２及びＵＥ３に対する２個のＵＥ-ＲＳは直交的に
多重化され、あるいは２個のスクランブリング初期値パラメータは同一である。２個のＲ
ｅｌ-１１　ＵＥのＵＥ-ＲＳは、ＭＵ-ＭＩＭＯ動作に対して直交的に多重化することが
できる。
【０４３１】
　もう一つのシナリオにおいて、ＵＥ３は、サブフレームｎ＋１で１ビットＩＥ＝０、す
なわち、Ｒｅｌ-１０互換可能ＵＥ-ＲＳスクランブリングを用いて構成される。Ｒｅｌ-
１１　ＵＥ３及びＲｅｌ-１０　ＵＥ０は、同一のＰＲＢでＭＵ-ＭＩＭＯ多重化し、Ｒｅ
ｌ-１１　ＵＥ３及びＲｅｌ-１０　ＵＥ０のＵＥ-ＲＳは、Ｒｅｌ-１０　ＵＥ０の復調性
能に影響を及ぼすことなく、同時に直交的に多重化することができる。
【０４３２】
　他の実施形態において、新たな２ビット情報エレメント(ＩＥ)又は＜表１８＞に定義さ
れているＵＥ-ＲＳスクランブリング方法ＩＥは、３個の候補ＵＥ-ＲＳスクランブリング
方法：Ｒｅｌ-１０互換可能(セル-特定)ＵＥ-ＲＳスクランブリング、ＵＥ-特定ＵＥ-Ｒ
Ｓスクランブリング、及びＴＰ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングのうち一つのＵＥ-ＲＳ
スクランブリング方法を示すためにＤＬグラントＤＣＩフォーマット(例えば、ＤＣＩフ
ォーマット２Ｂ/２Ｃ)に挿入される。ＵＥ-ＲＳスクランブリング方法ＩＥが１個以上の
ステートを有する場合、ネットワークは、より効率的なＵＥスケジューリング/ペアリン
グを遂行することができる。
【０４３３】
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【表１８】

【０４３４】
　ＵＥ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングを実現する複数の方法が存在する。例えば、スク
ランブリング初期値ｃｉｎｉｔは少なくとも部分的にＵＥ-ＲＳスクランブリング初期値
に対する新たなＲＲＣ構成されたパラメータにより決定される。
【０４３５】
　ＴＰ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングを実現する複数の方法が存在する。例えば、スク
ランブリング初期値ｃｉｎｉｔは、少なくとも部分的にＲＲＣ構成されたＴＰ-ＩＤによ
り決定される。他の例では、スクランブリング初期値ｃｉｎｉｔは少なくとも部分的にＣ
ＳＩ-ＲＳ構成に含まれているｒｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇ、ｓｕｂｆｒａｍｅＣｏｎ
ｆｉｇ、及びａｎｔｅｎｎａＰｏｒｔＣｏｕｎｔのうち少なくとも一つにより決定される
。
【０４３６】
　＜表１８＞のように定義された２ビットＵＥ-ＲＳスクランブリング方法ＩＥによると
、ネットワークは、次のシナリオのように新たな２ビットＩＥを設定し、新たなＲＲＣパ
ラメータを構成することによって、図１０に示したダウンリンク送信を遂行することがで
きる。
【０４３７】
　一つのシナリオにおいて、ＵＥ４及びＵＥ５両方ともは、サブフレームｎで２ビットＩ
Ｅ＝２、すなわちＴＰ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングを用いて構成される。ＵＥ４はＲ
ＲＨ１に関連され、ＵＥ５はＲＲＨ２に関連される。ＵＥ４は、ＲＲＨ１に近く位置され
、一方、ＵＥ５は、(ＲＲＨ１から遠く離れて位置する)ＲＲＨ２に近く位置し、ネットワ
ークは、干渉電力に対する深刻な影響なしにサブフレームでＵＥ４及びＵＥ５に対して同
一のＰＲＢをスケジューリングできる。ＴＰ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングは、ＲＲＨ
１及びＲＲＨ２から２個のＵＥ-ＲＳが受信器でコヒーレントに結合されないことを保証
する。
【０４３８】
　他のシナリオで、ＵＥ１は、サブフレームｎで２ビットＩＥ＝０、すなわち、Ｒｅｌ-
１０互換可能ＵＥ-ＲＳスクランブリングを用いて構成される。Ｒｅｌ-１１　ＵＥ１及び
Ｒｅｌ-１０　ＵＥ０は、同一のＰＲＢでＭＵ-ＭＩＭＯ多重化され、Ｒｅｌ-１１　ＵＥ
１及びＲｅｌ-１０　ＵＥ０のＵＥ-ＲＳは、Ｒｅｌ-１０　ＵＥ０の復調性能に影響を及
ぼさずに直交的に多重化することができる。
【０４３９】
　他のシナリオで、ＵＥ２及びＵＥ３両方ともは、サブフレームｎで２ビットＩＥ＝１、
すなわち、ＵＥ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングを用いて構成される。ネットワークは、
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ＵＥ２及びＵＥ３に対して同一のＲＲＣ　ＵＥ-ＲＳスクランブリング初期値パラメータ
を割り当て、それによってＵＥ２及びＵＥ３に対する２個のＵＥ-ＲＳは直交的に多重化
され、あるいは２個のスクランブリング初期値パラメータは同一である。２個のＲｅｌ-
１１　ＵＥのＵＥ-ＲＳは、ＭＵ-ＭＩＭＯ動作に対して直交的に多重化することができる
。
【０４４０】
　もう一つのシナリオにおいて、ＵＥ３は、サブフレームｎ＋１で２ビットＩＥ＝０、す
なわち、Ｒｅｌ-１０互換可能ＵＥ-ＲＳスクランブリングを用いて構成される。Ｒｅｌ-
１１　ＵＥ３及びＲｅｌ-１０　ＵＥ０は、同一のＰＲＢでＭＵ-ＭＩＭＯ多重化し、Ｒｅ
ｌ-１１　ＵＥ３及びＲｅｌ-１０　ＵＥ０のＵＥ-ＲＳは、Ｒｅｌ-１０　ＵＥ０の復調性
能に影響を及ぼすことなく、同時に直交的に多重化することができる。
【０４４１】
　他の実施形態において、新たな２ビット情報エレメント(ＩＥ)である＜表１９＞に定義
されているＵＥ-ＲＳスクランブリング方法ＩＥは、３個の候補ＵＥ-ＲＳスクランブリン
グ方法：Ｒｅｌ-１０互換可能(セル-特定)ＵＥ-ＲＳスクランブリング、ＵＥ-特定ＵＥ-
ＲＳスクランブリング、及びＴＰ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングのうち一つのＵＥ-Ｒ
Ｓスクランブリング方法を示すためにＤＬグラントＤＣＩフォーマット(例えば、ＤＣＩ
フォーマット２Ｂ/２Ｃ)に挿入される。ＵＥ-ＲＳスクランブリング方法ＩＥが１個以上
のステートを有する場合、ネットワークは、より効率的なＵＥスケジューリング/ペアリ
ングを遂行することができる。一例で、ｎＳＣＩＤは０に固定される。他の例では、ｎＳ

ＣＩＤは、１に固定される。ｎＳＣＩＤを定数として設定する場合、２ビットシグナリン
グオーバーヘッドが節約できる。したがって、新たなＤＬグラントＤＣＩフォーマットは
、図１１のＤＣＩフォーマット２Ｂ-２と図１２のＤＣＩフォーマット２Ｂ-４のように、
ＤＣＩフォーマット２ＢからＳＣ-ＩＤビットを除去してＵＥ-ＲＳスクランブリング方法
ＩＥにより代替することによって配列され得る。
【０４４２】
【表１９】

【０４４３】
　ＵＥ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングを実現する複数の方法が存在する。例えば、スク
ランブリング初期値ｃｉｎｉｔは少なくとも部分的にＵＥ-ＲＳスクランブリング初期値
に対する新たなＲＲＣ構成されたパラメータにより決定される。
【０４４４】
　ＴＰ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングを実現する複数の方法が存在する。例えば、スク
ランブリング初期値ｃｉｎｉｔは、少なくとも部分的にＲＲＣ構成されたＴＰ-ＩＤによ
り決定される。他の例としては、スクランブリング初期値ｃｉｎｉｔは少なくとも部分的
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ｏｎｆｉｇ、及びａｎｔｅｎｎａＰｏｒｔＣｏｕｎｔのうち少なくとも一つにより決定さ
れる。
【０４４５】
　＜表１９＞のように定義された２ビットＵＥ-ＲＳスクランブリング方法ＩＥによると
、ネットワークは、次のシナリオのように新たな２ビットＩＥを設定し、新たなＲＲＣパ
ラメータを構成することによって、図１０に示したダウンリンク送信を遂行することがで
きる。
【０４４６】
　一つのシナリオにおいて、ＵＥ４及びＵＥ５両方ともは、サブフレームｎで２ビットＩ
Ｅ＝２、すなわちＴＰ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングを用いて構成される。ＵＥ４はＲ
ＲＨ１に関連され、ＵＥ５はＲＲＨ２に関連される。ＵＥ４は、ＲＲＨ１に近く位置し、
一方、ＵＥ５は、(ＲＲＨ１から遠く離れて位置する)ＲＲＨ２に近く位置するので、ネッ
トワークは、干渉電力に対する深刻な影響なしにサブフレームでＵＥ４及びＵＥ５に対し
て同一のＰＲＢをスケジューリングできる。ＴＰ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングは、Ｒ
ＲＨ１及びＲＲＨ２から２個のＵＥ-ＲＳが受信器でコヒーレントに結合されないことを
保証する。
【０４４７】
　他のシナリオで、ＵＥ１は、サブフレームｎで２ビットＩＥ＝０、すなわち、Ｒｅｌ-
１０互換可能ＵＥ-ＲＳスクランブリングを用いて構成される。Ｒｅｌ-１１　ＵＥ１及び
Ｒｅｌ-１０　ＵＥ０は、同一のＰＲＢでＭＵ-ＭＩＭＯ多重化され、Ｒｅｌ-１１　ＵＥ
１及びＲｅｌ-１０　ＵＥ０のＵＥ-ＲＳは、Ｒｅｌ-１０　ＵＥ０の復調性能に影響を及
ぼさずに直交的に多重化することができる。
【０４４８】
　もう一つのシナリオで、ＵＥ２及びＵＥ３両方ともは、サブフレームｎで２ビットＩＥ
＝１、すなわち、ＵＥ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングを用いて構成される。ネットワー
クは、ＵＥ２及びＵＥ３に対して同一のＲＲＣ　ＵＥ-ＲＳスクランブリング初期値パラ
メータを割り当て、それによってＵＥ２及びＵＥ３に対する２個のＵＥ-ＲＳは直交的に
多重化され、あるいは２個のスクランブリング初期値パラメータは同一である。２個のＲ
ｅｌ-１１　ＵＥのＵＥ-ＲＳは、ＭＵ-ＭＩＭＯ動作に対して直交的に多重化することが
できる。
【０４４９】
　もう一つのシナリオにおいて、ＵＥ３は、サブフレームｎ＋１で２ビットＩＥ＝０、す
なわち、Ｒｅｌ-１０互換可能ＵＥ-ＲＳスクランブリングを用いて構成される。Ｒｅｌ-
１１　ＵＥ３及びＲｅｌ-１０　ＵＥ０は、同一のＰＲＢでＭＵ-ＭＩＭＯ多重化し、Ｒｅ
ｌ-１１　ＵＥ３及びＲｅｌ-１０　ＵＥ０のＵＥ-ＲＳは、Ｒｅｌ-１０　ＵＥ０の復調性
能に影響を及ぼすことなく、同時に直交的に多重化することができる。
【０４５０】
　他の実施形態において、新たな２ビット情報エレメント(ＩＥ)である＜表２０＞に定義
されているＵＥ-ＲＳスクランブリング方法ＩＥは、３個の候補ＵＥ-ＲＳスクランブリン
グ方法：第１のスケジューリング初期値、例えばｃｉｎｉｔ，０による、ＵＥ-特定ＵＥ-
ＲＳスクランブリング、第２のスケジューリング初期値、例えばｃｉｎｉｔ，１によるＵ
Ｅ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリング、及び第２のスケジューリング初期値、例えばｃｉｎ

ｉｔ，２によるＵＥ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングのうち一つのＵＥ-ＲＳスクランブ
リング方法を表すためのＤＬグラントＤＣＩフォーマット(例えば、ＤＣＩフォーマット
２Ｂ/２Ｃ)に挿入される。ＵＥ-ＲＳスクランブリング方法ＩＥで一つ以上のステートを
有する場合、ネットワークは、より柔軟なＵＥスケジューリング/ペアリングを遂行する
ことができる。
【０４５１】
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【表２０】

【０４５２】
　ここで、ｃｉｎｉｔ，０は、少なくとも部分的にＵＥ-ＲＳスクランブリング初期値、
例えば、ＲＲＣ_ＳＣＩＤ０に対する第１の新たなＲＲＣ構成されたパラメータに基づい
て決定される。ｃｉｎｉｔ，１は、少なくとも部分的にＵＥ-ＲＳスクランブリング初期
値、例えばＲＲＣ_ＳＣＩＤ１に対する第１の新たなＲＲＣ構成されたパラメータに基づ
いて決定される。ｃｉｎｉｔ，２は、少なくとも部分的にＵＥ-ＲＳスクランブリング初
期値、例えばＲＲＣ_ＳＣＩＤ２に対する第１の新たなＲＲＣ構成されたパラメータに基
づいて決定される。
【０４５３】
　＜表２０＞のように定義された２ビットＵＥ-ＲＳスクランブリング方法ＩＥによると
、ネットワークは、次のようなシナリオのように新たな２ビットＩＥを設定し、新たなＲ
ＲＣパラメータを構成することにより、図１０に示すようなダウンリンク送信を遂行する
ことができる。
【０４５４】
　一つのシナリオで、ＵＥ４及びＵＥ５は両方ともサブフレームｎで２ビットＩＥ＝２、
すなわち第１のＵＥ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングを使用して構成される。ネットワー
クは、ＵＥ４及びＵＥ５に対して異なるＲＲＣ_ＳＣＩＤ２を割り当て、それによってＵ
Ｅ４及びＵＥ５に対する２個のＵＥ-ＲＳは、受信器でコヒーレントに結合されず、ある
いは２個のスクランブリング初期値を同一でない。ＵＥ４はＲＲＨ１に関連され、ＵＥ５
はＲＲＨ２に関連される。ＵＥ４がＲＲＨ１に近く位置し、一方、(ＲＲＨ１から遠く離
れて位置する)ＵＥ５がＲＲＨ２に近く位置するため、ネットワークは、干渉電力に対す
る深刻な影響なしにサブフレームでＵＥ４及びＵＥ５に対して同一のＰＲＢをスケジュー
リングできる。ＵＥ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングは、ＲＲＨ１及びＲＲＨ２から２個
のＵＥ-ＲＳが受信器でコヒーレントに結合されないことを保証する。
【０４５５】
　他のシナリオで、ＵＥ１は、サブフレームｎで２ビットＩＥ＝１、すなわち、第２のＵ
Ｅ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングを用いて構成される。ここで、ＲＲＣ_ＳＣＩＤ１は
、Ｒｅｌ-１０　ＵＥ-ＲＳのｃｉｎｉｔ，１と同一のＵＥ１のｃｉｎｉｔ，１を生成する
ように構成される。Ｒｅｌ-１１　ＵＥ１及びＲｅｌ-１０　ＵＥ０は同一のＰＲＢでＭＵ
-ＭＩＭＯ多重化し、Ｒｅｌ-１１　ＵＥ１及びＲｅｌ-１０　ＵＥ０のＵＥ-ＲＳはＲｅｌ
-１０　ＵＥ０の復調性能に影響を及ぼさず、直交的に多重化することができる。
【０４５６】
　もう一つのシナリオで、ＵＥ２及びＵＥ３両方ともは、サブフレームｎで２ビットＩＥ
＝０、すなわち、第１のＵＥ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングを用いて構成される。ネッ
トワークは、ＵＥ２及びＵＥ３に対して同一のＲＲＣ_ＳＣＩＤ０を割り当て、それによ
ってＵＥ２及びＵＥ３に対する２個のＵＥ-ＲＳが直交的になる。この２個のＲｅｌ-１１
　ＵＥのＵＥ-ＲＳは、ＭＵ-ＭＩＭＯ動作に対して直交的に多重化され得る。
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【０４５７】
　他のシナリオで、ＵＥ３は、サブフレームｎ＋１で２ビットＩＥ＝１、すなわち、第２
のＵＥ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングを用いて構成される。ここで、ＲＲＣ_ＳＣＩＤ
１は、Ｒｅｌ-１０　ＵＥ-ＲＳのｃｉｎｉｔ，１と同一のＵＥ３のｃｉｎｉｔ，１を生成
するように構成される。Ｒｅｌ-１１　ＵＥ１及びＲｅｌ-１０　ＵＥ０は同一のＰＲＢで
ＭＵ-ＭＩＭＯ多重化し、Ｒｅｌ-１１　ＵＥ１及びＲｅｌ-１０　ＵＥ０のＵＥ-ＲＳはＲ
ｅｌ-１０　ＵＥ０の復調性能に影響を及ぼさず、直交的に多重化することができる。
【０４５８】
　他の実施形態において、新たな２ビット情報エレメント(ＩＥ)である＜表２１＞に定義
されているＵＥ-ＲＳスクランブリング方法ＩＥは、４個の候補ＵＥ-ＲＳスクランブリン
グ方法：第１のスケジューリング初期値、例えばｃｉｎｉｔ，０によるＵＥ-特定ＵＥ-Ｒ
Ｓスクランブリング、第２のスケジューリング初期値、例えばｃｉｎｉｔ，１によるＵＥ
-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリング、及び第２のスケジューリング初期値、例えばｃｉｎｉ

ｔ，２によるＵＥ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングのうち一つのＵＥ-ＲＳスクランブリ
ング方法と、第２のスケジューリング初期値、例えばｃｉｎｉｔ，３によるＵＥ-特定Ｕ
Ｅ-ＲＳスクランブリングのうち一つのＵＥ-ＲＳスクランブリング方法を示すためのＤＬ
グラントＤＣＩフォーマット(例えば、ＤＣＩフォーマット２Ｂ/２Ｃ)に挿入される。Ｕ
Ｅ-ＲＳスクランブリング方法ＩＥで２つ以上のステートを有する場合、ネットワークは
、より柔軟なＵＥスケジューリング/ペアリングを遂行することができる。
【０４５９】
【表２１】

【０４６０】
　ここで、ｃｉｎｉｔ，０は、少なくとも部分的にＵＥ-ＲＳスクランブリング初期値、
例えば、ＲＲＣ_ＳＣＩＤ０に対する第１の新たなＲＲＣ構成されたパラメータに基づい
て決定される。ｃｉｎｉｔ，１は、少なくとも部分的にＵＥ-ＲＳスクランブリング初期
値、例えばＲＲＣ_ＳＣＩＤ１に対する第１の新たなＲＲＣ構成されたパラメータに基づ
いて決定される。ｃｉｎｉｔ，２は、少なくとも部分的にＵＥ-ＲＳスクランブリング初
期値、例えばＲＲＣ_ＳＣＩＤ２に対する第１の新たなＲＲＣ構成されたパラメータに基
づいて決定される。ｃｉｎｉｔ，３は、少なくとも部分的にＵＥ-ＲＳスクランブリング
初期値、例えばＲＲＣ_ＳＣＩＤ３に対する第１の新たなＲＲＣ構成されたパラメータに
従って決定される。
【０４６１】
　＜表２１＞のように定義された２ビットＵＥ-ＲＳスクランブリング方法ＩＥによると
、ネットワークは、次のようなシナリオのように新たな２ビットＩＥを設定し、新たなＲ
ＲＣパラメータを構成することにより、図１０に示すようなダウンリンク送信を遂行する
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【０４６２】
　一つのシナリオで、ＵＥ４及びＵＥ５は両方ともサブフレームｎで２ビットＩＥ＝２、
すなわち第１のＵＥ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングを使用して構成される。ネットワー
クは、ＵＥ４及びＵＥ５に対して異なるＲＲＣ_ＳＣＩＤ２を割り当て、それによってＵ
Ｅ４及びＵＥ５に対する２個のＵＥ-ＲＳは、受信器でコヒーレントに結合されず、ある
いは２個のスクランブリング初期値を同一でない。ＵＥ４はＲＲＨ１に関連され、ＵＥ５
はＲＲＨ２に関連される。ＵＥ４がＲＲＨ１に近く位置し、一方、(ＲＲＨ１から遠く離
れて位置する)ＵＥ５がＲＲＨ２に近く位置するため、ネットワークは、干渉電力に対す
る深刻な影響なしにサブフレームでＵＥ４及びＵＥ５に対して同一のＰＲＢをスケジュー
リングできる。ＵＥ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングは、ＲＲＨ１及びＲＲＨ２から２個
のＵＥ-ＲＳが受信器でコヒーレントに結合されないことを保証する。
【０４６３】
　他のシナリオで、ＵＥ１は、サブフレームｎで２ビットＩＥ＝１、すなわち、第２のＵ
Ｅ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングを用いて構成される。ここで、ＲＲＣ_ＳＣＩＤ１は
、Ｒｅｌ-１０　ＵＥ-ＲＳのｃｉｎｉｔ，１と同一のＵＥ１のｃｉｎｉｔ，１を生成する
ように構成される。Ｒｅｌ-１１　ＵＥ１及びＲｅｌ-１０　ＵＥ０は同一のＰＲＢでＭＵ
-ＭＩＭＯ多重化し、Ｒｅｌ-１１　ＵＥ１及びＲｅｌ-１０　ＵＥ０のＵＥ-ＲＳはＲｅｌ
-１０　ＵＥ０の復調性能に影響を及ぼさず、直交的に多重化することができる。
【０４６４】
　もう一つのシナリオで、ＵＥ２及びＵＥ３両方ともは、サブフレームｎで２ビットＩＥ
＝０、すなわち、第１のＵＥ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングを用いて構成される。ネッ
トワークは、ＵＥ２及びＵＥ３に対して同一のＲＲＣ_ＳＣＩＤ０を割り当て、それによ
ってＵＥ２及びＵＥ３に対する２個のＵＥ-ＲＳが直交的になる。この２個のＲｅｌ-１１
　ＵＥのＵＥ-ＲＳは、ＭＵ-ＭＩＭＯ動作に対して直交的に多重化され得る。
【０４６５】
　他のシナリオで、ＵＥ３は、サブフレームｎ＋１で２ビットＩＥ＝３、すなわち、第２
のＵＥ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングを用いて構成される。ここで、ＲＲＣ_ＳＣＩＤ
３は、Ｒｅｌ-１０　ＵＥ-ＲＳのｃｉｎｉｔ，１と同一のＵＥ３のｃｉｎｉｔ，１を生成
するように構成される。Ｒｅｌ-１１　ＵＥ１及びＲｅｌ-１０　ＵＥ０は同一のＰＲＢで
ＭＵ-ＭＩＭＯ多重化し、Ｒｅｌ-１１　ＵＥ１及びＲｅｌ-１０　ＵＥ０のＵＥ-ＲＳはＲ
ｅｌ-１０　ＵＥ０の復調性能に影響を及ぼさず、直交的に多重化することができる。
【０４６６】
　他の実施形態において、新たな２ビット情報エレメント(ＩＥ)である＜表２２＞に定義
されているＵＥ-ＲＳスクランブリング方法ＩＥは、４個の候補ＵＥ-ＲＳスクランブリン
グ方法：Ｒｅｌ-１０互換可能(セル特定)ＵＥ-ＲＳスクランブリング、ＴＰ-特定ＵＥ-Ｒ
Ｓスクランブリング、第１のスクランブリング初期値、例えばｃｉｎｉｔ，０によるＵＥ
-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリング及び第２のスクランブリング初期値、例えばｃｉｎｉｔ

，１によるＵＥ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングのうち一つのＵＥ-ＲＳスクランブリン
グ方法を示すためのＤＬグラントＤＣＩフォーマット(例えば、ＤＣＩフォーマット２Ｂ/
２Ｃ)に挿入される。一例で、ｎＳＣＩＤは０に固定される。他の例では、ｎＳＣＩＤは
、１に固定される。ｎＳＣＩＤを定数として設定する場合、２ビットシグナリングオーバ
ーヘッドが節約できる。したがって、新たなＤＬグラントＤＣＩフォーマットは、図１１
のＤＣＩフォーマット２Ｂ-２と図１２のＤＣＩフォーマット２Ｂ-４のように、ＤＣＩフ
ォーマット２ＢからＳＣ-ＩＤビットを除去してＵＥ-ＲＳスクランブリング方法ＩＥによ
り代替することによって配列され得る。
【０４６７】



(88) JP 6105582 B2 2017.3.29

10

20

30

40

50

【表２２】

【０４６８】
　ここで、ｃｉｎｉｔ，０は、少なくとも部分的にＵＥ-ＲＳスクランブリング初期値、
例えばＲＲＣ_ＳＣＩＤ０に対する第１の新たなＲＲＣ構成されたパラメータに基づいて
決定される。ｃｉｎｉｔ，１は、少なくとも部分的にＵＥ-ＲＳスクランブリング初期値
、例えばＲＲＣ_ＳＣＩＤ１に対する第１の新たなＲＲＣ構成されたパラメータに基づい
て決定される。
【０４６９】
　ＴＰ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングを実現する複数の方法が存在する。例えば、スク
ランブリング初期値ｃｉｎｉｔは、少なくとも部分的にＲＲＣ構成されたＴＰ-ＩＤによ
り決定される。他の例としては、スクランブリング初期値ｃｉｎｉｔは少なくとも部分的
にＣＳＩ-ＲＳ構成に含まれているｒｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇ、ｓｕｂｆｒａｍｅＣ
ｏｎｆｉｇ、及びａｎｔｅｎｎａＰｏｒｔＣｏｕｎｔのうち少なくとも一つにより決定さ
れる。
【０４７０】
　＜表２２＞のように定義された２ビットＵＥ-ＲＳスクランブリング方法ＩＥによると
、ネットワークは、次のシナリオのように新たな２ビットＩＥを設定し、新たなＲＲＣパ
ラメータを構成することによって、図１０に示したダウンリンク送信を遂行することがで
きる。
【０４７１】
　一つのシナリオにおいて、ＵＥ４及びＵＥ５両方ともは、サブフレームｎで２ビットＩ
Ｅ＝２、すなわちＴＰ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングを用いて構成される。ＵＥ４はＲ
ＲＨ１に関連され、ＵＥ５はＲＲＨ２に関連される。ＵＥ４は、ＲＲＨ１に近く位置し、
一方、ＵＥ５は、(ＲＲＨ１から遠く離れて位置する)ＲＲＨ２に近く位置するので、ネッ
トワークは、干渉電力に対する深刻な影響なしにサブフレームでＵＥ４及びＵＥ５に対し
て同一のＰＲＢをスケジューリングできる。ＴＰ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングは、Ｒ
ＲＨ１及びＲＲＨ２から２個のＵＥ-ＲＳが受信器でコヒーレントに結合されないことを
保証する。
【０４７２】
　他のシナリオで、ＵＥ１は、サブフレームｎで２ビットＩＥ＝０、すなわち、Ｒｅｌ-
１０互換可能ＵＥ-ＲＳスクランブリングを用いて構成される。Ｒｅｌ-１１　ＵＥ１及び
Ｒｅｌ-１０　ＵＥ０は、同一のＰＲＢでＭＵ-ＭＩＭＯ多重化され、Ｒｅｌ-１１　ＵＥ
１及びＲｅｌ-１０　ＵＥ０のＵＥ-ＲＳは、Ｒｅｌ-１０　ＵＥ０の復調性能に影響を及
ぼさずに直交的に多重化することができる。



(89) JP 6105582 B2 2017.3.29

10

20

30

40

【０４７３】
　もう一つのシナリオで、ＵＥ２及びＵＥ３両方ともは、サブフレームｎで２ビットＩＥ
＝１、すなわち、ＵＥ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングを用いて構成される。ネットワー
クは、ＵＥ２及びＵＥ３に対して同一のＲＲＣ　ＵＥ-ＲＳスクランブリング初期値パラ
メータを割り当て、それによってＵＥ２及びＵＥ３に対する２個のＵＥ-ＲＳは直交的に
多重化され、あるいは２個のスクランブリング初期値パラメータは同一である。２個のＲ
ｅｌ-１１　ＵＥのＵＥ-ＲＳは、ＭＵ-ＭＩＭＯ動作に対して直交的に多重化することが
できる。
【０４７４】
　もう一つのシナリオにおいて、ＵＥ３は、サブフレームｎ＋１で２ビットＩＥ＝０、す
なわち、Ｒｅｌ-１０互換可能ＵＥ-ＲＳスクランブリングを用いて構成される。Ｒｅｌ-
１１　ＵＥ３及びＲｅｌ-１０　ＵＥ０は、同一のＰＲＢでＭＵ-ＭＩＭＯ多重化し、Ｒｅ
ｌ-１１　ＵＥ３及びＲｅｌ-１０　ＵＥ０のＵＥ-ＲＳは、Ｒｅｌ-１０　ＵＥ０の復調性
能に影響を及ぼすことなく、同時に直交的に多重化することができる。
【０４７５】
　他の実施形態において、＜表２３＞に定義されているＵＥ-ＲＳスクランブリング方法
ＩＥである新たな２ビット情報エレメント(ＩＥ)は、４個の候補ＵＥ-ＲＳスクランブリ
ング方法のうち一つのＵＥ-ＲＳスクランブリング方法を指示するためにＤＬグラントＤ
ＣＩフォーマット(例えば、ＤＣＩフォーマット２Ｂ/２Ｃ)に挿入される。
【０４７６】
【表２３】

【０４７７】
　候補ＶＣ-ＩＤのシグナルリングに対して、候補ＶＣ-ＩＤは、ＲＲＣシグナルリングに
より明示的に構成することができる。一方、候補ＶＣ-ＩＤは、ＣＳＩ-ＲＳ構成に構成さ
れているＶＣ-ＩＤとなり得る。例えば、第１のＶＣ-ＩＤは第１のＣＳＩ-ＲＳ構成に含
まれているＶＣ-ＩＤであり、第２のＶＣ-ＩＤは第２のＣＳＩ-ＲＳ構成に含まれている
ＶＣ-ＩＤである。
【０４７８】
　一実施形態において、ＵＥ-ＲＳスクランブリング初期値は、指示されたＶＣ-ＩＤ及び
ＳＣＩＩＤ２を使用する次のような数式により遂行される。
【０４７９】
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【数１０６】

【０４８０】
　動的シグナルリングの一例で、ＳＣＩＤ２は、スクランブリング識別子がＤＣＩフォー
マット２Ｂ及び２Ｃに指示されている同一の方法で指示される。ＶＣ-ＩＤは、＜表２４
＞に示すように、新たに付加されたビットにより示される。
【０４８１】

【表２４】

【０４８２】
　アップリンクＰＵＣＣＨリソース割り当て
【０４８３】
　一部レガシーシステム(３ＧＰＰ　ＬＴＥ　Ｒｅｌ　８，９，１０)において、ＨＡＲＱ
-ＡＣＫ(ＰＵＣＣＨフォーマット１ａ/１ｂ)を伝達するＰＵＣＣＨリソースは、ＵＥのＨ
ＡＲＱ-ＡＣＫフィードバックがＰＤＣＣＨにより動的にスケジューリングされるＰＤＳ
ＣＨのためのことである場合、ＵＥに対して動的に構成される。
【０４８４】



(91) JP 6105582 B2 2017.3.29

10

20

30

40

50

【数１０７】

【０４８５】
【数１０８】

【０４８６】
　一部Ｒｅｌ-１１　ＵＥは、ＵＥ-特定又はＴＰ-特定ＵＬ　ＲＳベースシーケンス(タイ
プ１ベースシーケンス）を生成するように構成し、一方他のＲｅｌ-１１　ＵＥ及びレガ
シーＵＥは、３ＧＰＰ　Ｒｅｌ-８/９/１０規格に従って(例えば、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６
.２１１/３６.２１２/３６.２１３/　ｖ８.ｘ.ｘ，ｖ９.ｘ.ｘ.，ｖ１０.ｘ.ｘにより)レ
ガシー(セル-特定)ＵＬ　ＲＳベースシーケンス(タイプ０ベースシーケンス）を生成する
ように構成することができる。２つのタイプのＵＥ間の干渉及びそのシステム性能に対す
る否定的な影響を減少させるために、各ＰＲＢで一つのタイプのベースシーケンスのみを
使用して生成されたＰＵＣＣＨを多重化することが有益である。図９は、このコンセプト
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を示す。
【０４８７】
　図９に示すように、ＰＲＢ＃０は、レガシー(Ｒｅｌ-８)メカニズムによってＰＵＣＣ
Ｈを送信するタイプ０　ＵＥのＰＵＣＣＨのみにより使用される。しかしながら、ＰＲＢ
＃１及びＰＲＢ＃２は、ＵＥ-特定あるいはＴＰ-特定ベースシーケンスを用いて生成され
るＰＵＣＣＨを送信するタイプ１　ＵＥのＰＵＣＣＨのみにより使用される。ここで、レ
ガシーＵＬ　ＲＳベースシーケンスを用いて生成されたＰＵＣＣＨをマッピングするため
に使われるＰＲＢはＰＵＣＣＨ　ＰＲＢとして表され、これに反してＵＥ-特定又はＴＰ-
特定ベースシーケンスを用いて生成されたＰＵＣＣＨをマッピングするために使われるＰ
ＲＢはＥ-ＰＵＣＣＨ　ＰＲＢとして表される。
【０４８８】
　図９において、ＰＵＣＣＨ　ＰＲＢは、２個のゾーンに分割され、ここで第１のゾーン
(ゾーン１）はＰＲＢ＃０で構成され、第２のゾーン(ゾーン２）はＰＲＢ＃１及びＰＲＢ
＃２で構成される。ＰＵＣＣＨゾーンは、次のうち少なくとも一つにより定義される。
【０４８９】
　ＰＲＢの集合
　ＵＬ　ＲＳベースシーケンス
【数１０９】

【０４９０】
　一例で、ゾーン１及びゾーン２は、下記の＜表２５＞により定義される。
【０４９１】
【表２５】

【０４９２】
　他の例で、ゾーン１及びゾーン２は、下記の＜表２６＞により定義され、ここで値の共
通集合は、２個のゾーンに対して
【０４９３】

【数１１０】

【０４９４】
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【表２６】

【０４９５】
　ｅＮｏｄｅＢは、各ＲＰで受信された電力を等化させ、遠近効果(near-far effect)を
防止するために、ゾーン特定ＵＬ電力制御(ＰＣ)を構成できる。ゾーン特定ＵＬ　ＰＣに
対して、ｅＮｏｄｅＢは、ＰＵＣＣＨ　ＵＬ　ＰＣゾーン特定(zone-specifically)に対
するパラメータのうち少なくとも一つを構成する。
【０４９６】

【数１１１】

【０４９７】
　ＰＬｃは、セル特定ＣＲＳ又はＲＰ特定ＣＳＩ-ＲＳに基づいてゾーン特定に測定でき
る。ｇ(ｉ)は、ゾーン-特定にアップデートされ得る。例えば、一つのタイプのＴＰＣ命
令は、ゾーン１に対してｇ(ｉ)をアップデートすることによって、ゾーン１のＰＰＵＣＣ

Ｈ(ｉ)をアップデートし、一方、他のタイプのＴＰＣ命令は、ゾーン２に対してｇ(ｉ)を
アップデートすることによってゾーン２のＰＰＵＣＣＨ(ｉ)をアップデートする。
【０４９８】
　Ｎ個のゾーンに対するゾーン-特定ＰＣがＵＥに対して構成される場合、ＵＥは、Ｎ　
ＰＵＣＣＨ電力制御数式及び関連されたパラメータを記録する。例えば、ＵＥが２個のＰ
ＵＣＣＨゾーン及び２個のゾーンに対するゾーン特定ＰＣを用いて構成される場合、ＵＥ
は、ｅＮｏｄｅＢ命令に基づいて第１の(ゾーン特定)ＰＣ又は第２の(ゾーン特定)ＰＣ方
法を用いてＰＵＣＣＨを送信する。
【０４９９】
　また、一部Ｒｅｌ-１１　ＵＥは、例えば仮想セルＩＤの候補集合を指示するＲＲＣシ
グナルリングによりＵＬ　ＲＳシーケンスを生成するために複数の仮想セルＩＤを用いて
構成することができる。
【０５００】
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【数１１２】

【０５０１】
　ここで、疑似ランダムシーケンスｃ(ｉ)は、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６.２１１のセクショ
ン７.２により定義される。
【０５０２】
【数１１３】

【０５０３】
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【数１１４】

【０５０４】
【数１１５】

【０５０５】
　これは、セル１に加入したＵＥのＰＵＳＣＨ　ＤＭ-ＲＳシーケンスをセル２に割り当
てられたＰＵＳＣＨ　ＤＭ-ＲＳシーケンスに合せて調整するためである。例えば、セル
２の物理セルＩＤ及びセル-特定ΔｓｓがＰＣＩ及びＤである場合、ＵＥ１のＰＵＳＣＨ
　ＤＭ-ＲＳシーケンスをセル２のＰＵＳＣＨ　ＤＭ-ＲＳシーケンスに合せて調整するた
めに、
【０５０６】
【数１１６】

【０５０７】
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【０５０８】
　これは、セル１に加入したＵＥのＰＵＣＣＨ　ＤＭ-ＲＳシーケンスをセル２に割り当
てられたＰＵＣＣＨ　ＤＭ-ＲＳシーケンスに合せて調整するためである。
【０５０９】
【数１１８】

【０５１０】
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【数１１９】

【０５１１】

【数１２０】

【０５１２】
　ここで、疑似ランダムシーケンスｃ(ｉ)は、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６.２１１のセクショ
ン７.２により与えられる。
【０５１３】

【数１２１】
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【０５１４】
　他の実施形態において、図８又は図１０のＵＥ１は、ＣＳＩ-ＲＳ構成１を使用して構
成され、ＵＥ-特定に又はＴＰ-特定にスクランブリングされたＤＬ　ＵＥ-ＲＳを受信す
るために構成される。その後、ＵＥ１は、ＰＵＣＣＨフォーマット１ａ/１ｂリソースを
決定し、ＤＬ　ＵＥ-ＲＳスクランブリング方法に基づき、すなわちＲｅｌ-１０互換可能
あるいはＵＥ-特定/ＴＰ-特定ＵＥ-ＲＳスクランブリングがＨＡＲＱ-ＡＣＫフィードバ
ックと関連したＰＤＳＣＨに使用されるか否かに従ってＵＥ１のベースシーケンスを異な
って生成する。
【０５１５】
　一実施形態において、ＵＥ１は、ＰＵＣＣＨフォーマット１ａ/１ｂに対するＵＬ　Ｒ
Ｓベースシーケンスを生成し、＜表２７＞に示すように、時間-周波数リソースにＰＵＣ
ＣＨフォーマット１ａ/１ｂをマッピングする。
【０５１６】
【表２７】

【０５１７】
　＜表２７＞で上記例を一般的に述べる場合、ＵＥ１は、ＰＵＣＣＨフォーマット１ａ/
１ｂに対するＵＬ　ＲＳベースシーケンスを生成し、＜表２８＞及び＜表２９＞に示すよ
うに、ＤＬ　ＲＳスクランブリング方法に基づいて時間-周波数リソースにＰＵＣＣＨフ
ォーマット１ａ/１ｂをマッピングする。
【０５１８】

【表２８】

【０５１９】
　＜表２９＞において、ＵＥ１は、＜表２８＞に表すように、ＤＬ　ＲＳスクランブリン
グ方法に基づいてＰＵＣＣＨゾーンを決定する。ＰＵＣＣＨゾーン分割に対する一部の例
は、＜表２５＞及び＜表２６＞で検索できる。
【０５２０】
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【表２９】

【０５２１】
　一例において、ＰＵＣＣＨ送信のためのＰＵＣＣＨゾーンは、対応するＤＬグラントＤ
ＣＩフォーマットにより指示される。これからＰＵＣＣＨゾーンを指示する一部の例のコ
ードポイントが説明される。
【０５２２】
　第１の実施形態において、新たなフィールドは、ＡＣＫ/ＮＡＣＫ送信に対するＰＵＣ
ＣＨゾーンを明示的に指示するＤＬグラントＤＣＩフォーマットに添付される。一例とし
て、２個の候補ゾーンのうち１個のゾーンを示すために、新たな１ビットフィールドは、
ＤＬグラントＤＣＩフォーマットに添付される。下記の＜表３０＞に一例を示す。
【０５２３】
【表３０】

【０５２４】
　第２の実施形態において、ＰＵＣＣＨゾーンは、スクランブリングＩＤ値(例えば、Ｒ
ｅｌ-１０のＤＣＩフォーマット２Ｂ及び２ＣでＳＣＩＤ)により黙示的に(implicitly)指
示される。ＳＣＩＤに対する２個の候補値が存在する場合、一つの指示方法例が＜表３１
＞に示される。４個の候補値が存在する場合には＜表３１＞と類似した表が使用され得る
。
【０５２５】
【表３１】

【０５２６】
　第３の実施形態において、ＰＵＣＣＨゾーンは、ＶＣ-ＩＤ値、又はＴＰ-ＩＤにより黙
示的に指示される。ＶＣ-ＩＤ又はＴＰ-ＩＤに対して２個の候補値が存在する場合、一つ
の指示方法例が＜表３２＞に示されている。４個の候補値が存在する場合、＜表３２＞に
類似した表が使用可能である。
【０５２７】
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【表３２】

【０５２８】
　第４の実施形態において、ＰＵＣＣＨゾーンは、ＤＬグラントの位置、すなわちＤＬグ
ラントがＰＤＣＣＨ又はｅＰＤＣＣＨで送信されるか否かに基づき、黙示的に指示される
。一つの方法例は、下記の＜表３３＞に示される。
【０５２９】
【表３３】

【０５３０】
　他の実施形態において、ＰＵＣＣＨ送信に対するＰＵＣＣＨ戦力制御方法は、対応する
ＤＬグラントＤＣＩフォーマットにより指示される。これからＰＵＣＣＨ電力制御方法を
指示する一部例のコードポイントが説明される。
【０５３１】
　第１の実施形態において、新たなフィールドは、ＡＣＫ/ＮＡＣＫ送信のためのＰＵＣ
ＣＨ電力制御方法を明示的に指示するためにＤＬグラントＤＣＩフォーマットに添付され
る。例えば、２個の候補ゾーンのうち一つのゾーンを指示するために、新たな１ビットフ
ィールドは、ＤＬグラントＤＣＩフォーマットに添付される。一実施形態が、次の＜表３
４＞に示される。
【０５３２】

【表３４】

【０５３３】
　第２の実施形態において、ＰＵＣＣＨ　ＰＣ方法は、スクランブリングＩＤ値(例えば
、Ｒｅｌ-１０のＤＣＩフォーマット２Ｂ及び２ＣでＳＣＩＤ)により黙示的に指示される
。ＳＣＩＤに対して２個の候補値が存在する場合、一つの指示方法例は、下記の＜表３５
＞に示される。４個の候補値が存在する場合、＜表３５＞に類似した表が使用可能である
。
【０５３４】
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【表３５】

【０５３５】
　第３の実施形態において、ＰＵＣＣＨ　ＰＣ方法は、ＶＣ-ＩＤ値、又はＴＰ-ＩＤによ
り黙示的に指示される。ＶＣ-ＩＤあるいはＴＰ-ＩＤに対して２個の候補値が存在する場
合、一例の指示方法が＜表３６＞に示される。４個の候補値が存在する場合、＜表３６＞
に類似した表が使用できる。
【０５３６】
【表３６】

【０５３７】
　第４の実施形態において、ＰＵＣＣＨ　ＰＣ方法は、ＤＬグラントの位置により、すな
わちＤＬグラントがＰＤＣＣＨ又はｅＰＤＣＣＨで送信されるか否かに基づき、黙示的に
指示される。一実施形態の方法は、下記の＜表３７＞に示される。
【０５３８】

【表３７】

【０５３９】
　一部の実施形態において、Ａ/Ｎ　ＰＵＣＣＨに対するＰＵＣＣＨ　ＰＣ方法及びＰＵ
ＣＣＨゾーンは、ＤＬグラントＤＣＩフォーマットのＩＥにより共同で指示される。ジョ
イント指示の一部実施形態は、＜表３８＞、＜表３８＞、＜表３９＞、＜表４０＞、及び
＜表４１＞に示される。
【０５４０】

【表３８】
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【表３９】

【表４０】

【表４１】

【０５４１】
　一実施形態において、図８又は図１０に示すＵＥ１は、ＴＰ-特定あるいはＵＥ-特定Ｕ
Ｌ　ＲＳシーケンスを生成するように構成され、ＣＳＩ-ＲＳ構成１で構成される。
【０５４２】
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【数１２２】

【０５４３】
　他の実施形態において、図８又は図１０のＵＥ１は、ＴＰ-特定又はＵＥ-特定ＵＬ　Ｒ
Ｓシーケンスを生成するために構成され、ＣＳＩ-ＲＳ構成１で構成される。
【０５４４】
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【数１２３】

【０５４５】
　一部の実施形態において、図８又は図１０に示すＵＥ１は、ＴＰ-特定又はＵＥ-特定Ｕ
Ｌ　ＲＳシーケンスを生成するために構成され、ＣＳＩ-ＲＳ構成１で構成される。
【０５４６】

【数１２４】

【０５４７】
　一実施形態において、候補の個数Ｎ＝４であり、それによって２ビット情報エレメント
(ＩＥ)は、ＤＬグラントに対応するように、ＰＤＣＣＨに含まれる。
【０５４８】
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【数１２５】

【０５４９】
　一実施形態では、ＩＥは、明示的に２ビットフィールドとしてＤＬグラントに含まれる
。他の実施形態において、ＩＥは、ＤＬグラントでＤＬ　ＵＥ-ＲＳスクランブリングを
示すためのこれら値のうち少なくとも一つにより黙示的に指示される。ＤＬ　ＵＥ-ＲＳ
を示す値は、ＳＣＩＤ、ＳＣＩＤ２、ＶＣ-ＩＤ、ＴＰ-ＩＤなどを含む。
【０５５０】
【表４２】

【０５５１】
　他の実施形態において、候補の個数Ｎ＝２であり、それによって１ビット情報エレメン
ト(ＩＥ)は、例えばＤＬグラントに対応するＰＤＣＣＨに含まれる。
【０５５２】
【数１２６】

【０５５３】
　一実施形態において、ＩＥは、明示的１ビットフィールドとしてＤＬグラントに含まれ
る。他の実施形態において、ＩＥは、ＤＬグラントでＤＬ　ＵＥ-ＲＳスクランブリング
を示すための値のうち少なくとも一つにより黙示的に指示される。ＤＬ　ＵＥ-ＲＳを指
示する値は、ＳＣＩＤ、ＳＣＩＤ２、ＶＣ-ＩＤ、ＴＰ-ＩＤなどを含む。
【０５５４】
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【表４３】

【０５５５】
【数１２７】

【０５５６】
【数１２８】

【０５５７】
が第２の範囲(例えば、ＰＵＣＣＨ　ＰＲＢの第２の集合に対応あるいは第２のＰＵＣＣ
Ｈゾーンに対応)に存在する場合、ＵＥは、第２のベースシーケンス生成方法を用いてＰ
ＵＣＣＨ　ＡＣＫ/ＮＡＣＫを生成する。
【０５５８】

【表４４】

【０５５９】
　一部の実施形態において、ＵＬ　ＰＣ方法及びＵＬ　ＲＳベースシーケンス生成方法は
、下記の＜表４５＞に示すように、値によりジョイント指示になる。
【０５６０】
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【表４５】

【０５６１】
　他の実施形態において、図８又は図１０に示すＵＥ２は、ＣＳＩ-ＲＳ構成１，２で構
成される。その後、ＵＥ２は、ＰＵＣＣＨフォーマット１ａ/１ｂリソースを決定し、Ｈ
ＡＲＱ-ＡＣＫフィードバックと関連するＰＤＳＣＨをスケジューリングするＤＬグラン
トＤＣＩフォーマットで指示される１ビットＶＣＩＤフィールド及びＳＣ-ＩＤ値のうち
少なくとも一つに基づいて異なるようにＵＥ２のベースシーケンスを生成する。
【０５６２】
【数１２９】

【０５６３】
　ｎoffset は、ＰＤＣＣＨ又はｅＰＤＣＣＨを搬送するＤＣＩフォーマットでコードポ
イントにより指示できる。ｎoffsetの一つの候補値は０にハード符号化ができることに留
意すべきである。
【０５６４】
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【数１３０】

【０５６５】
　一実施形態において、ＵＥ２は、＜表４６＞に示すようにＳＣ-ＩＤによって時間-周波
数リソースにＰＵＣＣＨフォーマット１ａ/１ｂをマッピングする。＜表４６＞において
、ＳＣ-ＩＤの値はｎoffsetを決定する。
【０５６６】

【表４６】

【０５６７】
　他の実施形態において、ＵＥ２は、ＤＬ　ＤＣＩフォーマット、例えばＤＣＩフォーマ
ット１Ａ、２、２Ａ、２Ｂ、２Ｃなどに含まれている明示的ビットにより時間-周波数リ
ソースにＰＵＣＣＨフォーマット１ａ/１ｂをマッピングする。ここで、明示的ビットは
ｎoffsetを決定する。
【０５６８】
　ＨＡＲＱ-ＡＣＫが送信されるＰＲＢを決定する変数ｍに対して、２個の代替方式が説
明される。
【０５６９】
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【数１３１】

【０５７０】
　一実施形態において、ＵＥ２は、＜表４７＞に示すようにダウンリンクＤＣＩフォーマ
ット(ＤＬグラント)で１ビットＶＣＩＤフィールドによってＰＵＣＣＨフォーマット１ａ
/１ｂに対するＵＬ　ＲＳベースシーケンスを生成し、時間-周波数リソースにＰＵＣＣＨ
フォーマット１ａ/１ｂをマッピングする。
【０５７１】

【表４７】

【０５７２】
　他の実施形態において、ＵＥ２は、＜表４８＞に示すように、ＤＬグラントのＳＣ-Ｉ
Ｄ及び１ビットＶＣＩＤフィールド両方ともによってＰＵＣＣＨフォーマット１ａ/１ｂ
に対するＵＬ　ＲＳベースシーケンスを生成し、時間-周波数リソースにＰＵＣＣＨフォ
ーマット１ａ/１ｂをマッピングする。
【０５７３】
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【数１３２】

【０５７４】

【表４８】

【０５７５】
【数１３３】
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　一実施形態において、ＵＥ２は、＜表４９＞に示すように、ダウンリンクＤＣＩフォー
マット(ＤＬグラント)で１ビットＶＣＩＤフィールドによりＰＵＣＣＨフォーマット１ａ
/１ｂに対するＵＬ　ＲＳベースシーケンスを生成し、時間-周波数リソースにＰＵＣＣＨ
フォーマット１ａ/１ｂをマッピングする。
【０５７７】
【表４９】

【０５７８】
　他の実施形態において、ＵＥ２は、＜表５０＞に示すように、ＤＬグラントのＳＣ-Ｉ
Ｄ及び１ビットＶＣＩＤフィールド両方ともにより、ＰＵＣＣＨフォーマット１ａ/１ｂ
に対するＵＬ　ＲＳベースシーケンスを生成し、時間-周波数リソースにＰＵＣＣＨフォ
ーマット１ａ/１ｂをマッピングする。
【０５７９】

【数１３４】

【０５８０】
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【表５０】

【０５８１】
他の実施形態において、図８又は図１０に示すＵＥ２は、ＣＳＩ-ＲＳ構成１及び２で構
成される。その後、ＵＥ２は、ＲＲＣ構成された仮想セルＩＤ、又はＶＣＩＤに基づいて
ＰＵＣＣＨフォーマット２/２ａ/２ｂリソースを決定してそのベースシーケンスを異なる
ように生成する。ＰＵＣＣＨフォーマット２/２ａ/２ｂは、周期的ＣＱＩ/ＰＭＩ/ＲＩ報
告のために構成される。例えば、周期的ＣＱＩ/ＰＭＩ/ＲＩに対するＲｅｌ-１１構成は
、ＶＣＩＤを含む。特に、周期的報告のためのＲＲＣメッセージは、新たなフィールドＶ
ＣＩＤを付加することによって構成することができる。他の実施形態において、ＣＳＩ-
ＲＳ構成は、ＶＣＩＤ及び周期的ＣＱＩ/ＰＭＩ/ＲＩ構成を含む。
【０５８２】
　以上、本発明を具体的な実施形態に関して図示及び説明したが、添付した特許請求の範
囲により規定されるような本発明の精神及び範囲を逸脱することなく、形式や細部の様々
な変更が可能であることは、当該技術分野における通常の知識を持つ者には明らかである
。
【符号の説明】
【０５８３】
１００　無線ネットワーク
１２０　カバレッジ領域
１２５　カバレッジ領域
１３０　ネットワーク
２００　送信経路
２０５　変調ブロック
２１０　直列－並列（Ｓ－ｔｏ－Ｐ）ブロック
２１５　サイズＮ　ＩＦＦＴブロック
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２２０　並列－直列（Ｐ－ｔｏ－Ｓ）ブロック
２２５　サイクリックプレフィックス（ｃｙｃｌｉｃ　ｐｒｅｆｉｘ）付加ブロック
２３０　アップコンバータ
２５５　ダウンコンバータ
２６０　サイクリックプレフィックス除去ブロック
２６５　直列－並列（Ｓ－ｔｏ－Ｐ）ブロック
２７０　ブロック
２７５　並列－直列（Ｐ－ｔｏ－Ｓ）ブロック
２８０　復調ブロック
３００　受信経路

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】

【図７】 【図８】

【図９】
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